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「
鑑
定
意
見
集
成
』

2

『
第
二
委
員
会
議
事
録
』

四
ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立

総
括
I
｜
｜
本
研
究
の
位
置

付
先
行
研
究
の
評
価

口

ド

イ

ツ

68 

－
新
資
料
刊
行
前

2

新
資
料
刊
行
後

日

日

本

－
新
資
料
刊
行
前

2

新
資
料
刊
行
後

総
括

E
l
l本
研
究
の
結
論

課
題
と
方
法

（

1
）
 

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
物
概
念
規
定
の
起
草
過
程
に
関
す
る
研
究
の
第
二
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
が
第

一
部
と
し
て
第
一
草
案
の
成
立
ま
で
、
す
な
わ
ち
主
に
ヨ

l
ホ
ウ
物
権
法
部
分
草
案
を
め
ぐ
る
議
論
を
考
察
し
た
の
を
受
け
て
、
本

稿
で
は
そ
れ
以
降
、
ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
に
至
る
経
緯
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
体
の
総
括
を
行
う
。

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
研
究
は
、
わ
が
民
法
の
系
譜
を
辿
り
、
狭
い
物
概
念
を
採
用
・
規
定
す
る
理
由
、
そ
う
し
た
規
定
の

位
置
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
を
固
め
る
と
と
も
に
、
新
資
料
を
含
め
立
法
資
料
を
広
く
渉
猟
す
る
こ
と
で
、
先
行
の
ド
イ
ツ

民
法
典
起
草
過
程
研
究
の
見
直
し
の
必
要
性
・
問
題
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
前
稿
と
同
様
、
ま
ず
は
じ
め
に

基
礎
資
料
を
提
示
し
、
そ
の
後
で
分
析
・
検
討
を
加
え
る
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
草
案

（ー）

定
義
規
定
の
成
立



（

3
）
 

パ
l
ペ
が
完
成
し
た
第
一
草
案
（
何
回
）
を
帝
国
宰
相
に
提
出
し
た
の
は
、

宰
相
は
一
八
八
八
年
一
月
五
日
、
同
草
案
を
連
邦
参
議
院
に
付
託
し
、
連
邦
参
議
院
は
、
同
年
一
三
日
に
そ
の
公
表
を
決
定
し
た
。

第
一
草
案
に
お
い
て
物
概
念
の
定
義
規
定
は
、
第
三
編
「
物
権
法
」
の
第
一
章
「
一
般
規
定
（
〉
口
問
。
B
a
S
F注
目
B
g
m
g）」

に
属
す
る
。
部
分
草
案
と
異
な
り
「
第
一
節
」
が
省
略
さ
れ
た
の
は
、
第
一
章
を
と
も
に
構
成
し
て
い
た
登
記
法
の
規
定
（
第
二

節
）
が
民
法
典
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
第
一
章
に
お
け
る
節
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
一
草
案
の
文
面
は
編
集

（

4
）
 

委
員
会
草
案
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

一
八
八
七
年
二
一
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
帝
国

何回
mJミ
∞
∞
R
V
Oロ
－
自
由
ロ
ロ
ゆ
色
。
ωの
2
2
N
g
ω
古色ロロ円一
W
C
吋円高司】仙の『ゅのゆ問。向。ロ丘町山口品。・（5

）
 

は
、
第
一
章
「
一
般
規
定
」
を
以
下
の
九
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
「
物
概
念
」
（
m
コ
∞
）
、
「
代
替
物
」
（
仰

『
第
一
草
案
理
白
書
』

3
8、
「
消
費
物
」
（
仰
話
。
）
、
「
不
動
産
」
（
m
a
H
）
、
「
物
の
構
成
部
分
」
（
務
斗
∞
M
l話
。
）
、
「
一
個
の
土
地
」
（
m
m
斗笥
l
a
∞
）
、
「
従

物
」
（
m
m
斗包
l

選
同
）
、
「
物
と
権
利
の
収
益
お
よ
び
負
担
」
（
怒
誌
や
詰
切
）
、
「
物
権
処
分
の
法
律
行
為
に
よ
る
制
限
」

sago
す

で
に
み
た
よ
う
に
（
〔
p
I
幻
〕
）
、
部
分
草
案
に
あ
っ
た
「
集
合
物
」
に
関
す
る
規
定
（
m
m
E
l
E
）
は
第
一
草
案
で
は
削
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

有体物規定に関する基礎的考察E

（

6
）
 

所
有
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
「
所
有
権
」
の
冒
頭
に
、
編
集
委
員
会
草
案
と
同
一
文
面
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

何
回
仰
∞
お
り
角
田
m
g
Sロ
B
2
巴
5
円∞
R
Z
F
m丹
念
ω
河内自
E
・
自
芹
〉
g
R
E町民ロロ
m
k
p
E
2
2
5
s
d司
己
保
管
自
芹
品
。
え
wmwso

Ng
〈

2
F
F
Bロ
ロ
ロ
色
白
σ
2
e
g
o－σoNC
〈

2Bmhwpω
。
4
2芹
旦
の
宮
回
。
ωの｝回忌ロ
W
ロロ向。ロ

e
g
g
問。の伊丹
ω
内宮円。
F
の
2
2
N
。品。吋

向
日

CENF
問。の四回一円。
U
E
2
0円
σom門口口円目。同位口内田．

に）

「
第
一
草
案
理
白
書
』

概

観

『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
ま
ず
最
初
に
「
一
般
的
視
点
」
［
総
論
］
と
し
て
、
「
L
草
案
の
体
系
に
お
け
る
物
権
法
の
地
位
」
「
E
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物
権
」
「
E
物
権
的
性
質
を
持
つ
一
定
の
法
素
材
の
草
案
に
よ
る
規
制
か
ら
の
排
除
」
「
氏
物
権
法
の
法
律
行
為
。
と
く
に
物
権
契

約
」
「
1

不
動
産
法
の
基
礎
と
し
て
の
登
記
制
度
」
「
礼
形
式
的
登
記
法
の
分
離
」
「
砥
物
権
法
の
構
成
」
を
取
り
上
げ
た
後
、
各

規
定
の
理
由
の
解
説
［
各
論
］
に
入
る
。

70 

第
一
章
「
一
般
規
定
」
の
諸
規
定
は
「
前
注
」
と
「
法
典
で
規
制
さ
れ
る
べ
き
諸
点
」
に
分
け
ら
れ
、
何
回
仰
斗
斗
∞
の
理
由
に
関

し
て
は
後
者
の
冒
頭
、
「
L
物
の
概
念
」
で
記
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
物
規
定
の
位
置
の
問
題
を
探
る
た
め
に

は
一
般
的
視
点
正
の
冒
頭
部
分
と
耽
乙
、
お
よ
び
第
一
章
前
注
の
冒
頭
部
分
も
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ヨ

l
ホ
ウ

の
理
白
書
の
対
比
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
一
般
的
視
点
L
の
叙
述
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
集
合
物
に
関
し
て

は
第
一
草
案
で
は
規
定
が
削
除
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
第
一
章
前
注
「
乙
集
合
物
」
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

付
言
し
て
お
こ
う
。

第
四
章
「
所
有
権
」
は
「
前
注
」
「
所
有
権
の
内
容
」
と
続
い
て
い
る
。
何
回

ω
∞
お
の
理
由
は
後
者
の
官
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

物
概
念
の
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
所
有
権
の
対
象
」
に
つ
い
て
は
ヨ

l
ホ
ウ
と
同
様
、
「
前
注
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る。
以
下
で
は
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
の
順
序
に
引
き
直
し
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
、
物
権
、
物
権
法
の
構
成
（
以
上
、

点
L
、
正
、

E
Z
）
、
規
定
の
位
置
、
集
合
物
の
概
念
、
物
の
概
念
（
以
上
、
第
一
章
前
注
冒
頭
・
之
、
法
典
で
規
制
さ
れ
る
べ
き
諸
点

L
）
、
所
有
権
の
対
象
（
第
四
章
前
注
）
の
順
に
、
内
容
を
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。

一
般
的
視

総
論
｜
｜
「
一
般
的
視
点
」

（

7
）
 

川
物
権
法
の
独
立
的
地
位

〔

M
l
〕
物
権
法
は
草
案
の
体
系
の
な
か
で
独
立
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
物
権
法
は
、

2 

一
方
で
は
債
務
関
係
法
と
家
族
法
、
他



方
で
は
相
続
法
か
ら
自
足
的
な
も
の
と
し
て
区
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔

M
2
〕
物
権
法
の
独
立
性
は
、
本
質
的
に
は
「
物
権
と
人
権
の
対
置

s
a
g
g
R
N豆
ω
島

g
ι
E
m
－E
5
5
5色
匂

O
B
S
・

出。

Z
B同
R
E。
）
」
に
基
づ
く
。
と
い
う
の
は
、
「
債
権
債
務
関
係
法
と
家
族
法
は
た
だ
人
相
互
間
の
法
的
関
係
の
み
を
顧
慮
す
る

か
ら
、
原
則
と
し
て
人
権
の
み
が
問
題
と
な
る
」
。
ま
た
、
相
続
法
は
死
者
の
財
産
の
他
人
へ
の
移
転
を
規
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
物
権
法
は
人
と
物
と
の
法
的
関
係
、
し
た
が
っ
て
と
く
に
物
権
を
秩
序
づ
け
る
使
命
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

〔

M
3
〕
古
い
法
典
、
と
り
わ
け
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
し
ば
し
ば
以
下
の
よ
う
に
し
て
、
債
権
債

務
法
上
の
規
定
と
物
権
法
上
の
規
定
を
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
法
典
は
、
①
す
べ
て
の
権
利
に
存
す
る
人
的
側

面
を
出
発
点
と
し
、
物
権
に
つ
い
て
も
、
人
的
側
面
は
間
接
的
に
し
か
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
視
座
か
ら
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
②
債
権
債
務
関
係
を
た
だ
物
権
の
取
得
ま
た
は
変
更
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
取
り
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〔

M
4
〕
こ
う
し
た
方
法
は
「
概
念
上
の
対
置
」
か
ら
は
正
当
で
な
い
。
そ
れ
は
「
法
律
関
係
の
本
質
へ
の
洞
察
を
妨
げ
、
こ
れ

に
よ
り
法
律
の
正
し
い
適
用
を
危
う
く
す
る
」
も
の
で
あ
る
。

〔

M
5〕
こ
の
こ
と
は
学
問
に
お
い
て
は
は
る
か
昔
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
諸
法
典
は
こ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
た
。
ザ

有体物規定に関する基礎的考察E

ク
セ
ン
王
国
民
法
典
、
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
民
法
典
草
案
・
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
で
は
、
物
権
法
の
独
立
性
が
紛
れ

も
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（

8
）
 

ω
物
権
の
概
念

〔

M
6
〕
債
権
債
務
法
上
の
権
利
は
権
利
者
に
、
「
義
務
者
の
給
付
に
対
す
る
請
求
権
」
を
根
拠
づ
け
る
。
物
権
は
「
物
そ
の
も

（

9
）
 

の
」
を
、
所
有
権
あ
る
い
は
「
制
限
権
（

g
m
B
R
Z
ω
同

R
Z）
」
の
い
ず
れ
か
一
方
の
か
た
ち
で
把
握
す
る
。
物
権
よ
り
生
じ
る
請

求
権
の
向
き
は
特
定
人
に
制
限
さ
れ
な
い
。

〔

M
7
〕
物
権
の
概
念
か
ら
、
物
権
は
「
絶
対
効
」
を
有
す
る
、
と
い
う
規
則
が
明
ら
か
に
な
る
。
物
権
は
物
を
権
利
者
の
意
思
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に
服
せ
し
め
る
限
り
で
、
こ
の
物
に
対
す
る
第
三
者
の
あ
ら
ゆ
る
影
響
を
排
除
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
権
は
こ
れ
と
矛
盾
し
た
態

度
を
と
る
万
人
に
対
し
て
作
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
絶
対
効
が
拒
絶
さ
れ
る
の
な
ら
、
法
律
は
こ
れ
を
特
別
に
規
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
規
定
が
あ
っ
て
も
物
権
的
性
格
が
当
該
権
利
か
ら
取
り
除
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
物

権
性
と
絶
対
性
の
両
概
念
は
相
重
な
る
も
の
で
は
な
い
」
。
債
権
は
原
則
と
し
て
た
だ
相
対
的
に
の
み
作
用
す
る
と
し
て
も
、
「
絶
対

効
を
有
す
る
他
の
人
権
」
も
存
す
る
。
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
と
り
わ
け
、
①
物
権
法
に
よ
り
土
地
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
一

定
の
独
立
し
た
権
利
、
②
家
族
法
に
属
す
る
様
々
な
権
利
、
③
「
い
わ
ゆ
る
無
体
財
産
権
」
が
あ
る
。
「
し
た
が
っ
て
、
絶
対
性
は

た
だ
通
常
の
場
合
に
の
み
、
物
権
に
と
も
な
う
性
質
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
。

〔

M
8〕
「
物
権
性
」
の
本
質
は
、
「
人
の
物
に
つ
い
て
の
直
接
的
支
配
力
（

g
E
2巴
g
B冨
R
E）
」
に
あ
る
。
権
利
者
自
身
に

よ
り
行
使
で
き
る
か
、
法
秩
序
の
機
関
の
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
重
要
で
は
な
い
。
次
の
点
だ
け
が
決
定
的
で
あ
る
。

①
権
利
が
他
人
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
作
用
可
能
な
こ
と
、
②
義
務
者
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
。
「
こ
こ
か
ら
同
時
に
、
物

権
は
た
だ
本
来
の
意
味
に
お
け
る
物
、
す
な
わ
ち
有
体
的
物
件
上
に
の
み
成
り
立
ち
う
る
こ
と
が
導
か
れ
る
」
。
観
念
の
な
か
に
だ

（叩）

け
存
す
る
物
件
、
と
く
に
集
合
物
と
権
利
に
対
し
て
は
「
現
実
的
支
配
力
（
司

g
F冨
R
E）
」
は
行
使
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（日）

間
物
権
法
の
構
成

〔

M
9
〕
物
権
法
に
は
諸
々
の
物
権
・
占
有
の
ほ
か
、
物
の
一
定
の
性
質
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
法
律
効
果
も
こ
こ
に
属
す
る
。

物
の
性
質
と
結
合
さ
れ
る
法
律
効
果
は
「
主
と
し
て
物
権
法
的
性
格
」
を
有
す
る
。

〔

M
m〕
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
時
の
法
典
、
と
く
に
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
と
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
で
は
「
総
則
」

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
射
程
範
囲
が
他
の
法
部
分
に
も
拡
張
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。

〔

M
H
〕
だ
が
、
総
則
は
各
則
に
属
す
る
諸
規
定
が
法
典
の
他
の
各
則
に
と
っ
て
も
基
準
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
ら
を
採
録

す
る
使
命
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
り
に
そ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
各
則
の
多
く
の
規
定
に
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
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に
な
ろ
う
。

〔

M
U
〕
法
典
が
表
す
あ
ら
ゆ
る
各
命
題
の
射
程
範
囲
は
こ
の
命
題
の
内
容
と
、
そ
れ
と
他
の
諸
命
題
と
の
関
連
性
に
応
じ
て
調

整
さ
れ
る
。
物
に
関
す
る
一
般
規
定
に
つ
き
こ
の
こ
と
が
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
な
ど
と
憂
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

〔

M
U〕
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
切
な
位
置
は
「
物
権
法
の
冒
頭
」
で
あ
る
。

各
論
I
｜
｜
第
一
章
「
一
般
規
定
」

（ロ）

川
物
規
定
の
位
置

〔

M
U
〕
諸
々
の
物
の
性
質
の
う
ち
、
す
べ
て
の
物
に
固
有
、
し
た
が
っ
て
物
概
念
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は
「
有
体
性
」
で
あ

る
。
そ
の
他
の
性
質
は
一
部
に
共
有
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
草
案
の
定
立
す
る
命
題
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
権
利
の
領
域
に
及
ぶ
。

た
だ
し
、
そ
の
権
利
と
物
の
性
質
と
直
接
に
関
連
す
る
他
の
諸
命
題
が
関
連
し
て
お
り
、
ま
た
は
各
権
利
の
体
系
の
顧
慮
か
ら
こ
の

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

一
般
規
定
が
民
法
典
に
と
っ
て
有
す
る
「
実
際
上
の
目
的
」
は
と
く
に
、
様
々
な
法
に
通
用
し
て
い
る
規
範
の
繰
り
返

3 〔

M
日〕

有体物規定に関する基礎的考察E

し
を
規
制
の
際
に
不
要
な
ら
し
め
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
物
概
念
の
規
定
も
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。

（日）

凶
集
合
物
の
概
念

〔

M
m〕
こ
れ
に
対
し
て
、
集
合
物
（

ω
R
v
m
g
m
B
B
P
S）
の
規
定
は
右
目
的
の
観
点
か
ら
は
必
要
な
い
。

〔

M
U
〕
物
と
集
合
物
の
区
別
は
、
普
通
法
学
説
に
よ
り
か
つ
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ミ

2
S窓
宮
と
さ
ミ
ミ
芯
雪
之
・

ミ
遠
の
区
分
と
関
連
し
て
い
る
。

szshピ
宮
内
の
概
念
は

S
E
（
単
一
物
）
と

S
S音
色
芯
（
合
成
物
）
の
双
方
を
含
み
、
草
案

の
物
概
念
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
他
方
、
ミ
ミ
ミ
3
む

8
に
つ
い
て
は
、
さ
な
向
、
た
H
S
K町
内
町
民
と
き
守
、
、
丸
岡
h
a
h
ミ
な
に
区
別
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

73 



法学研究83巻 1号（2010: 1) 

〔M
U〕
き
な
ミ
民
営
ロ
＼
R
な
と
は
、
「
取
引
上
特
別
の
名
詞
に
よ
り
指
示
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
複
数
の
個
々
の
物
」
を
い
う
。

た
と
え
ば
、
畜
群
、
ミ
ツ
バ
チ
の
集
団
、
図
書
館
、
商
品
倉
庫
。
こ
の
よ
う
な
総
体
は
自
己
を
形
成
し
て
い
る
諸
々
の
物
と
は
区
別

さ
れ
た
物
、
集
合
物
を
形
作
り
、
権
利
が
そ
の
上
に
創
設
さ
れ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

〔
M
m〕
こ
の
観
念
に
依
拠
す
る
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
戸

M
m
m
ω
N
・
8
l包
）
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン

民
法
典
（
岡
－
m
－m
∞N
・
8
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
（
戸
店
印
）
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
（
m
g
ω
・N
）
で
あ
る
。

〔
M
m〕
普
通
法
学
説
に
お
い
て
現
在
で
は
、
次
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
合
物
は
権
利
の
対
象
で
は
あ
り
え

（

H
）
 

な
し
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〔M
幻
〕
「
草
案
の
立
場
で
は
物
概
念
は
有
体
的
対
象
の
み
に
適
用
さ
れ
う
る
。
だ
か
ら
、
集
合
物
に
観
念
的
客
体
（
無
体
物
〔
之
助

sseミ
ミ
な
〕
）
を
み
る
見
解
と
は
相
容
れ
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
人
が
諸
々
の
物
の
総
体
の
所
有
者
と
呼
ば
れ
る
場
合
、
こ

の
こ
と
は
法
的
に
い
え
ば
、
か
れ
が
総
体
を
形
成
し
て
い
る
す
べ
て
の
個
々
の
物
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
か
れ
が
所
有
権
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
総
体
に
属
す
る
と
さ
れ
る
各
々
各
個
の
物
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
の
み
か
れ
の
権
利
の
対
象
が
確
定
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
草
案
に
お
け
る
物
権

の
規
制
は
、
つ
ね
に
た
だ
個
々
の
物
の
上
の
権
利
を
取
得
し
う
る
こ
と
、
総
体
上
の
用
益
権
な
る
も
の
も
総
体
中
の
個
々
の
物
そ
の

も
の
が
用
益
権
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
草
案
は
集
合
物
が
権
利
の
対
象
と
な
り
う
る
と
い
う
観
念
に
対

し
て
、
拒
絶
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
M
m〕
し
た
が
っ
て
、
草
案
が
形
式
的
に
は
さ
き
に
挙
げ
た
法
典
と
矛
盾
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は

草
案
に
対
す
る
批
判
と
は
な
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
行
法
に
お
け
る
集
合
物
の
解
釈
は
、
実
際
上
の
必
要
性
の
充
足
に
役
立
つ

の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ロ

l
マ
法
の
威
光
に
支
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ロ
ー
マ
法
の
関
連
言
明
は
、
右
法
典
の
基
礎
に
置
か

れ
て
い
る
意
味
で
捉
え
る
な
ら
、
物
概
念
を
正
当
に
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。



〔
M
n〕
こ
の
草
案
の
立
場
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
と
懸
念
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
な
に
が
「
物
」
と
理
解
さ
れ
う
る
の
か
を

開
ロ
コ
誌
が
明
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
集
合
物
の
権
利
対
象
性
を
退
け
る
た
め
の
規
定
は
「
余
計
」
で
あ
る
。

〔
M
M
〕
も
っ
と
も
、
法
律
ま
た
は
法
律
行
為
が
複
数
の
物
を
一
つ
の
集
合
名
詞
で
呼
ぶ
場
合
に
は
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か

が
困
難
に
な
り
う
る
。

〔
M
お
〕
け
れ
ど
も
、
こ
の
困
難
性
は
法
律
上
の
規
則
に
よ
っ
て
は
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
個
々
の
事
例
で
ど

の
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
具
体
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般

ラ
ン
ト
法
（
同
－

m
N
E
民
・
）
、
そ
の
他
の
法
典
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典

Z
1・
m
ω
ω
l
g
a〕
、
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
草
案
〔
固
・

NNl印
切
〕
、
バ
イ
エ
ル

ン
王
国
民
法
典
草
案
〔
戸
店
∞
1
5
N
〕
）
は
、
集
合
物
の
指
示
に
み
ら
れ
る
一
定
の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
を
命
じ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
帝
国
立
法
に
と
っ
て
模
範
と
す
る
価
値
を
有
し
な
い
。
そ
う
し
た
表
現
の
用
い
方
は
様
々
な
方
言
お

有体物規定に関する基礎的考察E

よ
び
生
活
慣
行
が
あ
る
以
上
、
ド
イ
ツ
の
地
域
ご
と
で
異
な
る
し
、
ま
た
、
時
代
に
よ
っ
て
も
変
遷
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

〔
M
お
〕
普
通
法
の
古
い
理
論
で
は
、
物
と
権
利
の
総
体
が

S
守
町
、
民
営
之
ミ
な
と
し
て
通
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
方

式
の
一
定
の
総
体
は
法
的
統
一
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
か
っ
、
共
通
の
原
則
に
服
し
た
の
で
あ
る
。
相
続
財
産
が
き
を
ミ
色
町
8

．3
ミ
句
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
総
体
、
と
く
に
号
句
（
嫁
資
）
お
よ
び

Y
S
N
S遺

（
特
有
財
産
）
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
戸

N
m
g
l
ω
印
）
上
問
題
と
な
っ
た
の
は
人
の
総
財
産
と
相

続
財
産
で
あ
る
。
さ
な
ミ
丸
H
Q
旬
、
ミ
な
に
つ
き
定
立
さ
れ
た
原
則
で
は
、
次
の
も
の
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
命
題

ミ
ャ
S
Rミむ
S
N
O
S達
、
ミ
忌
込
3
H
S選
露
。
足
n
m
H
S
N
O
S還
さ
凡
（
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
い
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
）
、
あ
る
い
は

よ
り
一
般
的
に
い
え
ば
、
選
培
、
さ
h
b
S選
認
を
ご
足
立
ミ
ミ
送
金

S
、
shNS司、司、。
h
b
S培
、
（
代
位
す
る
も
の
は
代
位
さ
れ
る
も
の
の
性
質
を
受

け
取
る
）
、
②
他
人
の
も
と
に
あ
る
柚
還
を
ミ
包
是
認
、
ミ
な
の
返
還
は
対
物
的
包
括
訴
訟
に
よ
り
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
命
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〔

M
幻
〕
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
の
命
題
は
「
一
般
的
な
法
的
真
実
で
は
な
く
、
法
律
は
実
際
的
な
考
慮
に
基
づ
き
個
々
の
法
関
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係
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
何
回
務
ω合・

hZ0・
g
m
・記
ω
L
o
c
o－
HCON
・
H
o
s
・
H
N
S
な
ど
参
照
）
。
第
二

の
命
題
に
つ
い
て
は
、
「
こ
こ
で
は
所
有
物
返
還
請
求
権
と
相
続
回
復
請
求
権
の
規
律
の
参
照
を
指
示
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
」
（
何
回

m
m
∞包
l
室
町
と
何
回
ω
m
N
o
g－

8
2
を
み
よ
）
。
他
方
、
財
産
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
財
産
概
念
は
周
知
の
も
の
と
し
て
前
提

と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
定
義
は
不
要
で
あ
る
。
夫
婦
財
産
、
親
の
権
力
の
も
と
に
あ
る
子
の
財
産
、
被
後
見

人
の
財
産
の
特
別
な
法
関
係
に
つ
い
て
は
、
家
族
法
で
取
り
扱
わ
れ
る
。
総
体
と
し
て
の
相
続
財
産
が
服
す
べ
き
諸
原
則
は
相
続
法

に
お
い
て
の
み
合
目
的
的
に
規
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
場
所
で
規
定
す
る
必
要
は
存
し
な
い
。

川
物
の
概
念
一

E
2斗
∞
の
乱
回

〔

M
m〕
ロ

l
マ
物
権
法
は
「
有
体
的
物
件
（

o
z
g弓
R
E各
g
盟
国
向
）
」
と
い
う
「
物
の
自
然
な
概
念
（
色
2
忌
宮
己
宣
話
回
0

・

句
庄
内
田

2
ω
R
Z）
」
に
基
づ
き
展
開
さ
れ
て
い
る
。
法
源
は
物
件
を
司
、
8
8ミ
ミ
Q
h
a

と
、

s
s
s
eミ
ね
な
句
に
区
分
し
て
い
る

（可・

8
・h
h
p
h・N
・N
）
が
、
こ
こ
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
次
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
観
念
中
に
の
み
存

続
す
る
物
件
（
ミ
タ
ミ
R
S
K
R
3
。S
S
H
S
H）
を
、
す
べ
て
の
関
係
あ
る
い
は
個
別
の
関
係
で
有
体
的
物
件
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱

（時）

う
こ
と
が
、
法
秩
序
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ド
イ
ツ
古
法
で
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
が
形
成
さ
れ
た
際
に
、
収
益
し
う
る
権
利
が

（口）

（
有
体
）
物
と
法
上
同
一
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

〔

M
m〕
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
戸

NmmHlω
）
は
物
を
二
義
に
区
分
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
典

2
2・
臼
由
民
よ
印
浅
い
N匂

R
・3
H
民
・
）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（
m
m
N
g
・ω
ロ
）
も
ま
た
広
義
と
狭
義
の
物
概
念
を
知
っ
て
い
る
。

〔

M
ぬ
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
民
法
典
（
同
・

H
m
m
P
5）
は
ロ

1
マ
法
の
解
釈
を
基
礎
に
お
く
。

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
（
宮
♀
自
何
回
同
）
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
（
冨
♀

2
m
印
∞
）
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
民
法
典
草

案
（
富
。
同
盟
何
回
N
）
で
は
、
「
物
」
と
い
う
言
葉
は
｜
｜
動
産
と
不
動
産
の
区
別
の
と
こ
ろ
を
除
け
ば
｜
｜
、
た
だ
「
本
来
の
（
狭



い
）
意
味
」
で
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
M
剖
〕
「
草
案
は
既
述
の
よ
う
に
［
〔
M
幻
〕
］
、
物
権
を
た
だ
こ
の
意
味
で
の
物
の
上
に
の
み
認
め
て
い
る
」
。

〔
M
n〕
草
案
の
諸
規
定
は
、
①
物
と
は
つ
ね
に
「
有
体
的
対
象
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
②
あ
る
規
範
が
物
に
も
権
利
に
も

適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
「
対
象

a
a
g
E
g
e」
と
い
う
表
現
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

〔M
お
〕
こ
う
し
た
言
葉
の
定
義
を
こ
の
位
置
に
お
く
こ
と
は
次
の
点
で
「
有
益
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
物
」
と
い
う
言
葉
の

二
義
的
な
解
釈
を
、
「
有
体
的
」
と
い
う
形
容
詞
を
そ
の
つ
ど
付
け
加
え
る
お
可
。
m
m

ロN
・斗
8
・
三
少
∞
忌
闘
）
こ
と
な
く
防
止
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。

〔
M
M〕
権
利
は
物
で
は
な
い
、
と
い
う
規
定
の
「
消
極
的
な
意
味
」
は
、
物
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
は
権
利
に
は
適
用
さ

れ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
法
律
が
こ
の
ル

l
ル
の
例
外
を
認
め
う
る
と
い
う
の
は
「
自
明
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
強
調
す
る
に

は
及
、
は
な
い
。

有体物規定に関する基礎的考察E

（同）

各
論
H
｜
｜
第
三
章
「
所
有
権
」
前
注
「
所
有
権
の
対
象
」

〔
M
お
〕
所
有
権
の
対
象
と
し
て
は
物
（
開

Z
コ
∞
）
の
み
を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
草
案
の
基
礎
に
あ
る
所
有
権
概
念
に

は
こ
の
こ
と
が
対
応
し
て
い
る
。
他
方
、
他
の
立
法
は
所
有
権
概
念
を
広
く
把
握
し
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
戸
∞

（日）

m
N
）
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
民
法
典
（
同
・
N
m
h
p
H
）
、
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（
m
m
g
ω
1
8
e
を
参
照
。

4 〔
M
お
〕
①
「
物
所
有
権
類
似
の
権
利
の
上
の
所
有
権
な
る
も
の
は
、
草
案
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
権
利
の
上
の
用
益
権
お
よ
び

質
権
と
同
じ
よ
う
に
は
観
念
さ
れ
え
な
い
」
。
権
利
用
益
権
お
よ
び
権
利
質
権
に
物
権
法
上
の
規
定
が
類
推
さ
れ
る
の
は
、
物
用
益

権
お
よ
び
物
質
権
に
特
有
の
、
「
設
定
者
所
有
権
に
対
す
る
権
利
内
容
の
限
定
性
」
が
、
権
利
用
益
権
お
よ
び
権
利
質
権
に
対
し
て

転
用
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
く
。
他
方
、
所
有
権
の
際
に
は
こ
う
し
た
権
利
内
容
の
限
定
性
は
欠
落
す
る
。
②
権
利
の
上
の
所
有
権
に

77 
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よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
対
象
と
さ
れ
た
権
利
そ
れ
の
み
で
あ
ろ
う
。
③
こ
の
権
利
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
特
別
な
法
規

範
が
基
準
と
な
る
と
こ
ろ
、
所
有
権
規
範
を
引
き
ず
り
込
む
こ
と
に
価
値
は
な
い
の
で
あ
る
。

78 

〔

M
幻
〕
他
の
絶
対
権
、
と
く
に
相
続
権
お
よ
び
著
作
権
に
つ
い
て
だ
け
、
所
有
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
①

帝
国
憲
法
は
著
作
権
に
つ
き
精
神
的
所
有
権
の
保
護
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
き
公
布
さ
れ
た
諸
々
の
法
律
で
は
所
有
権
と

い
う
表
現
を
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
②
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
特
別
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
個
々
の

所
有
権
規
範
、
と
く
に
所
有
権
保
護
の
適
用
を
正
当
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
登
記
さ
れ
た
権
利
に
土
地
に
関
す
る
規
定
の
準
用
を

認
め
る
何
回

ω
吋
∞
阿
国
も
こ
れ
を
認
め
る
契
機
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
所
有
権
概
念
の
一
般
化
に
通
じ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判

物
規
定
の
問
題
性

第
一
草
案
が
公
表
さ
れ
る
や
い
な
や
、
数
々
の
鑑
定
意
見
が
多
方
面
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
帝
国
司
法
庁
（
同
巳
各
＆

gEmw自
己
は

（
却
）

こ
れ
ら
の
意
見
の
う
ち
了
知
で
き
た
も
の
を
、
『
鑑
定
意
見
集
成
」
に
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
物
権
法
の
独

立
性
、
物
規
定
の
位
置
、
物
規
定
の
要
否
、
物
概
念
の
狭
隆
性
を
め
ぐ
る
意
見
が
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
帝
国
宰
相
が
提
示
し
た
論

（幻）

点
に
対
す
る
連
邦
諸
政
府
の
回
答
を
集
め
た
『
連
邦
諸
政
府
意
見
集
成
』
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
論
点
に
は
本
稿
の
問
題
は

（
詑
）

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（一）

（お）

『
鑑
定
意
見
集
成
』
は
「
第
二
委
員
会
の
作
業
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
」
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
『
鑑
定
意
見
集
成
』
に
要
約

さ
れ
た
意
見
を
、
右
に
掲
げ
た
四
つ
の
論
点
に
整
理
し
て
み
て
い
こ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
帝
国
司
法
庁
が
様
々
な
意
見
の
う
ち
の
ど



れ
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
第
二
委
員
会
の
審
議
の
基
礎
と
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（ニ）

有体物規定に関する基礎的考察E

『
鑑
定
意
見
集
成
』（剖）

物
権
法
の
独
立
性

（お）

〔

Z
1
〕
ブ
ッ
ク
ス
は
、
草
案
の
物
権
概
念
に
対
す
る
批
判
を
基
礎
と
し
、
物
権
と
債
権
の
対
置
を
論
難
す
る
に
及
ん
で
、
こ
れ

と
の
関
連
に
お
い
て
、
草
案
の
有
体
物
規
定
を
批
判
し
て
い
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
草
案
は
物
権
を
「
物
に
関
す
る
直
接
的
現
実
的

支
配
」
と
み
る
解
釈
を
基
礎
に
置
く
も
の
で
あ
る
（
「
第
一
草
案
理
由
書
』
［
〔
M
8
〕
］
）
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
が
物
概
念
を
含
む
一
連

の
問
題
の
解
決
を
不
満
足
な
ら
し
め
て
い
る
原
因
で
あ
る
。
物
権
は
「
絶
対
性
」
と
同
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
の

中
核
は
こ
う
で
あ
る
。
①
「
現
実
的
」
支
配
は
そ
も
そ
も
権
利
で
は
な
く
、
物
理
的
権
力
と
し
て
の
占
有
の
問
題
で
あ
る
。
「
直
接

的
」
支
配
も
物
権
の
本
質
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ
て
権
利
は
そ
の
概
念
上
、
物
に
対
し
て
で
は
な
く
、
人
間
、
よ
り
精

確
に
は
特
定
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
不
特
定
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
一
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
利

は
相
対
的
な
も
の
と
絶
対
的
な
も
の
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
②
『
第
一
草
案
理
白
書
』
の
解
釈
は
歴
史
的
に
も
正
当
化
さ
れ
な
い
。

こ
の
解
釈
は
ロ

l
マ
法
上
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
普
通
法
理
論
も
ロ

l
マ
起
源
の
物
権
を
、
人
に
対
す
る
権
利
か
ら
概
念

上
区
別
す
る
統
一
的
指
標
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
物
権
法
に
属
す
る
権
利
は
、
絶
対
的
な
訴
訟
保

護
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
の
み
、
債
権
債
務
関
係
上
の
権
利
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
③
草
案
自
体
、
自
己
の
基
本
的
理

解
を
貫
徹
し
て
い
な
い
。
物
的
負
担
、
先
買
権
お
よ
び
土
地
債
務
を
物
権
法
も
組
み
込
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
積
極
的
給
付
に

向
け
ら
れ
た
」
絶
対
権
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
④
債
権
的
権
利
と
物
権
と
の
間
の
鋭
利
な
区
別
は
ロ

l
マ
人
の
際
に
も
概

念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
区
別
は
、
義
務
を
認
識
さ
せ
る
手
段
の
欠
鉄
と
、
取
引
未
発
達
に
よ
る
絶
対
的
訴
訟
保
護
の

有
体
物
制
限
の
許
容
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
国
民
は
こ
の
手
段
を
登
記
簿
に
よ
り
も
た
ら
し
た
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し
、
ま
た
、
今
日
の
生
活
は
「
絶
対
的
訴
訟
保
護
を
必
要
と
す
る
他
の
法
益
」
を
生
み
出
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
が
物

概
念
の
拡
張
、
河
内
川
の
宮

N
R
F
S
o
の
保
護
、
物
権
法
定
主
義
の
放
棄
に
よ
っ
て
物
権
債
権
峻
別
の
調
整
に
進
ん
だ
の
は
そ
の
た
め

ブ
ッ
ク
ス
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。
「
ロ

l
マ
起
源
の
物
権
と
は
異
な
る
権
利
に
絶
対
的
な
訴
訟
保
護
を

80 

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
概
念
上
の
制
限
は
存
し
な
い
、
あ
る
権
利
が
物
権
的
す
な
わ
ち
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
範

囲
で
そ
う
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
民
経
済
上
の
必
要
と
法
政
策
的
様
式
の
考
慮
が
決
め
手
と
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
。
ブ
ッ
ク
ス
に
対
し
て
は
ウ
ェ
ン
ト
が
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
物
に
関
す
る
人
の
直
接
的
支
配
と
い

う
物
権
の
定
義
は
議
論
の
余
地
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
先
買
権
、
物
的
負
担
、
抵
当
権
お
よ
び
土
地
債
務
の
際
に
『
第
一
草
案
理
由

書
』
が
説
明
す
る
こ
と
も
こ
の
定
義
に
対
応
し
て
は
い
な
い
。
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ッ
ク
ス
が
、
物
権
の
対
象
と
内
容
に
よ
り

基
礎
づ
け
ら
れ
た
物
権
と
債
権
債
務
関
係
上
の
権
利
の
間
の
区
別
を
否
定
す
る
の
は
、
不
当
で
あ
る
」
。
物
権
の
本
質
を
形
成
す
る

の
は
絶
対
的
な
訴
訟
保
護
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
保
護
を
と
も
な
う
物
の
享
受
と
い
う
形
態
な
の
で
あ
る
。

〔

Z
2〕

（部）

物
規
定
の
位
置
（釘）

〔

Z
3
〕
ベ
ッ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
第
一
章
の
諸
規
定
は
、
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
（
た
と
え
ば
何
回
仰
斗
∞
∞
［
自
然
力
に
よ
り
土
地
か
ら

2 
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
他
の
土
地
の
合
併
］
、

m
J呂
町
［
負
担
の
分
配
］
、

ω
叶
匂
白
［
物
権
処
分
の
法
律
行
為
に
よ
る
制
限
］
）
、

一
般
に
、
民
法

典
の
総
則
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
物
の
概
念
と
種
類
は
「
債
務
関
係
法
、
家
族
財
産
法
お
よ
び
相
続
法
に
と
っ
て

（却）

も
よ
く
問
題
と
な
る
事
柄
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ン
グ
ナ
l
も
同
一
の
根
拠
に
基
づ
き
、
何
回
m
w
m
u
斗∞

laH
［
物
概
念
・
代
替
物
・

消
費
物
・
不
動
産
］
、

ω
斗匂
N

［
果
実
概
念
］
、

ω
斗∞
ω
［
収
益
概
念
］
を
総
則
に
移
行
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
す
る
口

（却）

一
八
八
八
年
一
一
月
九
日
づ
け
の
ロ
ス
ト
ッ
カ

l
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
は
、
何
回
内
務
寸
話

la∞
［
物

〔

Z
4
〕
こ
れ
に
対
し
て
、



規
定
全
体
］
に
含
ま
れ
た
諸
規
定
の
位
置
を
物
権
法
の
冒
頭
に
お
く
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
み
る
。

3 

物
規
定
の
要
否

（幻）

〔

Z
5
〕
ゴ
l
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
物
に
関
す
る
多
く
の
規
定
、
何
回
町
二
吋
∞
［
物
概
念
］
、

ωJミ
匂
［
代
替
物
］
、
切
吋
∞
O
H

［
消
費

物
概
念
］
、

ω
吋
∞
同
［
不
動
産
］
、

ω
吋∞
N

［
物
の
本
質
的
構
成
部
分
］
、

ω
吋∞
ω
［
土
地
の
本
質
的
構
成
部
分
］
、
仰
斗
怠
［
土
地
の
産
出

物
］
（
種
子
に
関
す
る
規
定
を
除
く
）
、

ω
叶
∞
∞
［
自
然
力
に
よ
り
土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
他
の
土
地
の
合
併
］
は
「
余
計
」

（担）

で
あ
る
か
ら
削
除
す
べ
き
と
い
う
。
ズ
ロ
ウ
ォ
ス
キ
ー
も
同
じ
よ
う
に
、
何
回

mmJミ∞

lao
［
物
概
念
・
代
替
物
・
消
費
物
］
、

ω

の
諸
規
定
を
「
無
駄
」
で
あ
る
と
し
て
削
除
す
る
よ
う
勧
め
る
。

斗
∞
回
目
［
不
動
産
の
定
義
］
、

ω
斗∞
ω
［
土
地
の
本
質
的
構
成
部
分
］

物
概
念
の
狭
隆
性

〔

Z
6
〕
ギ
l
ル
仰
は
、
物
の
原
子
論
的
物
質
的
解
釈
に
反
対
し
、
物
概
念
を
無
体
物
に
拡
張
す
る
よ
う
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、

「
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
と
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
を
同
列
に
置
く
」
、
と
い
う
自
己
の
ド
イ
ツ
法
的

4 

有体物規定に関する基礎的考察E

立
場
を
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
草
案
に
つ
き
次
の
点
を
批
判
す
る
。

3
r
s
o
E
と
い
う
表
現
を
有
体

的
対
象
の
み
に
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
（
開

Z
3∞
）
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
と
物
の
上
の
所
有
権
を
し
ば
し
ば
同
一
視

し
、
物
と
権
利
を
同
種
の
も
の
と
し
て
並
置
せ
し
め
て
い
る
こ
と
、
両
種
の
属
名
と
し
て
＝
の

o
m
o
g
gロ
今
を
選
択
し
て
い
る
こ

と
。
こ
う
し
て
草
案
は
用
語
を
少
し
い
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
十
分
な
ロ

l
マ
法
的
定
式
を
永
久
に
温
存
し
、
こ
の
言
葉
の
障
害
を

も
っ
て
適
切
な
概
念
形
成
を
妨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ
る
の
は
、
物
所
有
権
は
一
つ
の
権
利
で
あ
り

か
つ
権
利
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
、
無
体
物
の
概
念
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
権
利
の
客
体
を
、
「
そ
れ
自
体
で
価
値
を
有
し
か
っ
取
引
能
力
を
有
す
る
対
象
」
と
観
念
し
、
そ
う
し

81 



た
こ
と
か
ら
純
粋
主
観
的
な
意
思
関
係
か
ら
切
り
離
し
て
独
立
し
た
地
位
を
与
え
て
い
る
場
合
、
こ
の
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
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権
利
客
体
が
、
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
と
同
質
性
を
有
し
か
っ
同
価
値
で
あ
る
旨
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
必
要
不
可

欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
対
応
す
る
主
観
的
権
利
か
ら
は
っ
き
り
と
切
り
離
さ
れ
た
非
物
質
的
客
体
を
指
示
す
る
に
は
、

Z
C
H
H
W
O
弓
2a

－仙の
F
o
ω
R
V
O
E
と
い
う
伝
来
の
表
現
が
も
っ
と
も
よ
く
適
し
て
い
る
。

3ωmnZE
と
い
う
言
葉
は
非
人
格
的
な
権
利
客
体
を
意
味

す
る
ド
イ
ツ
的
技
術
的
な
表
現
で
あ
る
し
、

3の
omgω
冨
ロ
今
な
い
し
－
b
E
E
と
い
う
言
葉
は
お
よ
そ
法
的
特
徴
を
有
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、

3Cロ
W
O
号
。
己
目
。
Foωω
の
甘
え
は
概
念
上
＝
問
。
。
伊
丹

E
と
は
一
致
せ
ず
、
有
体
物
と
同
じ
よ
う
に
権
利
の
対

象
と
な
り
う
る
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
き
ち
ん
と
確
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
典
用
語
に
お
い
て
日
常
用
語
に
し
た
が
い
、

3

同
R
E
E
と
い
う
言
葉
を
同
時
に
そ
の
対
象
的
側
面
を
指
示
し
て
用
い
る
こ
と
が
絶
対
に
排
斥
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
第
三
者
の
権
利
の
上
の
物
的
負
担
（
何
回

m
H
0
2
）
、
権
利
質
権
ま
た
は
権
利
用
益
権
（
何
回

m
m
5
N
∞l
H
o
g
－

H
N
E
L
M
M斗
lHNN品
）
と
い
う
の
は
非
難
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
所
有
権
と
物
の
双
方
に
当
て
は
ま
る
概
念
を
え
る
た
め
（
何
回
m
句。

〔
譲
渡
人
の
義
務
］
、

m
合
匂
〔
売
主
の
義
務
り
あ
る
い
は
3

同
2
宮
ゆ

MEFwnZゆ
え
と
し
て
構
成
さ
れ
た
概
念
の
客
体
を
指
示
す
る

た
め
に
、
故
意
に
3

同
2
Z
E
と
い
う
表
現
を
選
び
取
る
な
ら
ば
誤
っ
た
観
念
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
物
と
権
利
の
混
同
は

財
産
の
理
解
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
草
案
に
よ
れ
ば
、
＝

ω
R
F
g
E
と

3同ゅの
F
Z
E
は

3〈
2
5
0
m
g
E
の
構
成
要
素
と
さ

れ
、
同
じ
よ
う
に
財
産
対
象
（
〈
2
5
k
g
m
o
m
g
ω
S
E
O）
と
呼
ば
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
客
観
的
意
味
で
の
財
産
対
象
の
総
体
と
し

て
捉
え
ら
れ
た
財
産
に
属
す
る
の
は
物
の
み
で
あ
り
、
権
利
は
属
さ
な
い
。
権
利
が
算
入
さ
れ
る
際
に
は
、
意
思
力
と
し
て
の
権
利

と
は
区
別
さ
れ
た
客
観
的
エ
レ
メ
ン
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
主
観
的
に
理
解
さ
れ
た
財
産
は
権
利
の
み
を
含
み
、

物
を
含
ま
な
い
。
物
が
権
利
と
同
列
に
置
か
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
は
こ
の
物
の
上
の
所
有
権
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
D

（部）

〔

Z
7
〕
ギ
l
ル
ケ
は
、
集
合
物
お
よ
び
財
産
総
体
を
も
物
概
念
に
服
せ
し
め
る
よ
う
主
張
し
、
こ
の
観
点
か
ら
も
草
案
の
物
概

念
を
批
判
す
る
。
草
案
で
は
集
合
物
お
よ
び
財
産
総
体
は
一
般
論
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
法
生
活
に
と



つ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
①
有
体
物
と
し
て
法
秩
序
の
領
域
に
現
れ
る
も
の
は
、
物
理
的
化
学
的
全
体
の
形

状
に
あ
る
自
然
的
対
象
で
は
な
く
、
「
人
間
の
意
思
支
配
に
服
す
る
諸
関
係
の
な
か
で
自
然
と
労
働
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
物
的
財

貨
（
ω
R
F
m
g
2）
」
で
あ
る
。
畜
群
、
チ
ェ
ス
の
セ
ッ
ト
な
ど
の
客
観
的
単
一
性
は
、
法
的
取
引
が
そ
れ
を
承
認
す
る
限
り
、
船
あ

る
い
は
草
木
の
生
い
茂
る
土
地
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
現
実
的
（
店
巳
）
で
あ
る
。
近
時
の
学
説
を
顧
慮
し
て
従
来
の
立
法
お
よ

び
普
通
法
実
務
で
確
立
さ
れ
て
き
た
集
合
物
の
概
念
を
拒
絶
す
る
理
由
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
存
し
な
い
。
差
し
迫
っ
た
取
引
の
必
要

と
民
族
の
直
感
に
対
す
る
顧
慮
が
、
集
合
物
概
念
の
拒
絶
に
反
対
す
る
で
あ
ろ
う
。
草
案
は
み
ず
か
ら
の
誤
り
に
個
別
規
定
を
用
い

て
不
十
分
か
つ
技
巧
的
な
構
成
に
よ
っ
て
（
と
く
に
何
回
仰
斗
∞
O

同
［
譲
渡
用
集
合
物
を
消
費
物
と
す
る
］
）
対
処
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

②
同
一
の
非
難
は
、
客
観
的
財
産
統
一
体
の
概
念
の
拒
絶
に
対
し
て
も
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
草
案
は
財
産
の
う
ち
に
、

個
々
の
物
と
権
利
の
総
計
だ
け
し
か
み
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
人
の
包
括
財
産
と
り
わ
け
遺
産
に
つ
き
一
定
の
関
係
に
お
い
て
客

観
的
存
立
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
原
則
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
技
巧
的
な
手
段
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
別
財
産
は
そ
れ
自
体
無
視
さ
れ
て
い
る
。
『
第
一
草
案
理
由
書
』
に
は
そ
う
し
た
も
の
、
と
く
に
土
地
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
ゲ

有体物規定に関する基礎的考察E

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
、
家
、
山
、
商
業
財
産
の
ド
イ
ツ
法
的
な
構
成
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（部）

〔

Z
8〕
ブ
ッ
ク
ス
も
ギ
l
ル
ケ
と
同
じ
よ
う
に
、
物
の
原
子
論
的
物
質
的
解
釈
に
対
す
る
批
判
、
物
概
念
の
無
体
物
概
念
へ
の

拡
張
を
主
張
す
る
。
か
れ
は
物
権
性
と
絶
対
性
を
同
視
す
る
立
場
か
ら
、
「
経
済
的
意
味
に
お
い
て
一
体
を
な
し
て
い
る
法
益
」
に

物
の
性
格
を
付
与
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
ブ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
草
案
に
よ
る
と
適
切
な
概
念
形
成
へ
の

道
が
閉
ざ
さ
れ
る
、
と
い
う
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
は
、
次
の
理
由
か
ら
正
当
な
も
の
で
は
な
い
。
①
有
体
物
・
無
体
物
・
物
と
他
の
対

象
を
区
別
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
実
際
上
の
重
要
性
は
な
い
。
さ
ら
に
、
②
対
象
と
い
う
属
概
念
か
ら
物
を
分
離
す
る
こ
と
は
、

物
と
い
う
言
葉
の
解
釈
の
誤
解
を
防
止
す
る
利
点
を
有
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
デ
ィ
な
専
門
用
語
の
使
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

（訂）

ブ
ッ
ク
ス
は
た
び
た
び
ギ

1
ル
ケ
に
応
援
し
つ
つ
、
草
案
が
集
合
物
概
念
を
一
切
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
首
尾
一
貫
し

83 
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な
い
と
批
判
す
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
物
権
性
の
概
念
に
つ
い
て
草
案
の
立
場
に
与
し
た
と
し
て
も
、
畜
群
、
ミ
ツ
バ
チ
の
群
れ
の

よ
う
な
自
然
的
総
体
上
の
物
権
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
総
体
の
上
に
は
現
実
的
支
配
力
が
行
使
で
き
る
か

84 

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
包
括
訴
訟
は
生
活
の
必
要
に
反
す
る
と
こ
ろ
、

ロ
ー
マ
法
と
は
異
な
り
認
め
ら
れ
な
い
。
包
括
訴
訟

は
相
続
回
復
請
求
権
の
規
制
の
際
に
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（犯）

一
八
八
九
年
八
月
一
七
日
づ
け
ド
イ
ツ
農
業
新
聞
は
、
集
合
物
上
の
登
録
質
の
導
入
を
提
案
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
観
点

〔

z
m〕

か
ら
物
概
念
の
拡
張
を
支
持
し
て
い
る
。

（却）

〔

Z
H
〕
コ

l
ザ
ッ
ク
は
、
有
価
証
券
の
解
釈
と
の
関
係
で
、
何
回

ωJミ
∞
に
対
し
て
疑
念
を
投
げ
か
け
る
。
草
案
は
無
記
名
証
券

を
何
回

ω
∞
u
d
［
善
意
取
得
］
と
の
関
係
で
は
「
物
」
に
数
え
る
一
方
、
何
回
m
H
O
ω
白
［
用
益
権
］
、
m
H
N
N
白
［
質
権
］
で
は
「
権
利
」

に
属
す
る
と
し
、
指
図
証
券
に
つ
い
て
は
何
回
m
H
N
N
切
［
質
権
］
に
お
い
て
こ
れ
を
「
権
利
」
と
み
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
特

別
規
定
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
使
用
賃
貸
人
の
法
定
質
権
が
使

用
賃
借
入
の
有
価
証
券
に
対
し
て
拡
張
さ
れ
る
の
か
、
富
く
じ
券
の
拾
得
者
は
何
回
m
m
s
o
町
内
・
［
遺
失
物
の
拾
得
〕
に
よ
っ
て
拾

得
者
に
属
す
る
権
利
を
有
す
る
の
か
、
な
ど
に
つ
き
疑
念
が
生
じ
う
る
。

四

第
二
草
案
か
ら
ド
イ
ツ
民
法
典
ま
で

（一）

物
権
編
か
ら
総
則
編
へ
の
移
動

一
八
九
O
年
二
一
月
四
日
、
連
邦
参
議
院
は
第
一
草
案
を
修
正
す
る
目
的
で
新
た
な
委
員
会
を
組
織
す
る
旨
を
決
議
し
た
。

し＝
わ

ゆ
る
第
二
委
員
会
（
盟
O

N
－－ハ。
B
E
E
Zロ
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、

一
八
九
一
年
四
月
一
日
よ
り
審
議
を
開
始
し
た
。

各
々
の
審
議
の
前
に
は
、
帝
国
司
法
庁
準
備
委
員
会
（
〈
2
5
B
E
g－。ロ色
g
問
。
箆
互

5
母
ω
E
g）
に
よ
っ
て
事
前
審
議
が
な
さ



（
却
）

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
重
要
な
寄
与
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
物
に
関
す
る
一
般
規
定
に
つ
い
て
は
こ
の
審
議
は
行
わ
れ
な
か
っ

（

必

〉
た。

（

位

）

第
二
委
員
会
が
何
回
m
u斗
∞
に
つ
き
審
議
を
し
た
の
は
、
一
八
九
三
年
一
月
九
日
、
第
一
七
六
岡
本
会
議
の
こ
と
で
あ
る
D

そ
こ

で
は
、
第
一
委
員
会
と
同
じ
よ
う
に
、
「
一
般
規
定
」
の
節
の
位
置
と
、
規
定
の
要
否
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
、
再
度
削
除
提
案
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
規
定
の
必
要
を
認
め
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
他
方
、
前
者
で
は
あ
ら
た
め
て

総
則
へ
の
移
動
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
本
会
議
で
は
な
く
、
編
集
会
議

aamwtg件。
B
E
g
Eロ
）
で
決
す
べ
き
事
柄
で
あ
る

と
さ
れ
、
結
論
は
ひ
と
ま
ず
留
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
七
九
岡
本
会
議
で
も
物
規
定
の
審
議
の
締
め
く
く
り
に
当
た
っ
て
、

（

却

）

物
規
定
の
位
置
の
問
題
は
編
集
会
議
に
委
ね
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
制
）

も
っ
と
も
、
編
集
会
議
の
成
果
で
あ
る
第
二
委
員
会
決
議
暫
定
集
成
（
何
回
lぎ
ユ
N
c
a）
、
編
集
会
議
決
議
暫
定
集
成
（
何
回
l
P
2・

（

必

）

何
色
問
。
自
）
を
み
る
と
、
第
一
章
対
応
条
文
に
つ
き
、
前
者
で
は

mJミ∞
l
退
。
、
後
者
で
は

m
m
u
d∞i
認
印
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

（
必
）
る
と
こ
ろ
、
結
局
編
集
会
議
で
も
総
則
へ
の
移
動
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
文
面
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
後
者

（
釘
）

の
該
当
規
定
の
み
を
挙
げ
て
お
こ
う
口

有体物規定に関する基礎的考察E

何回
l
N
Z
E
問。品開。
g
m
Jミ∞一
ωm再
開
拓
ロ
仲
間
回
盟
国
同
居
品
。
ω
の
2
2
8
ω
ω
宮
内
山
口
口
同
一
W
O
弓
R
E。vo
の
omommwロ
ω芯ロ色
0

・

と
こ
ろ
が
、
逐
次
刊
行
さ
れ
た
「
編
集
会
議
の
議
決
に
基
づ
く
第
二
読
会
に
よ
る
ド
イ
ツ
帝
国
に
関
す
る
民
法
典
草
案
」
、
す
な

（
川
崎
）

わ
ち
第
二
草
案
（
何
回
）
に
お
い
て
は
、
第
三
編
「
物
権
法
」
第
一
章
「
一
般
規
定
」
全
体
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
同
所
に
含
ま
れ

て
い
た
多
く
の
規
定
、
何
回

ωmJミ∞

lao
［
物
概
念
・
代
替
物
・
消
費
物
］
、
忽
斗
∞

Nla印
［
物
の
構
成
部
分
］
、

ω
斗
∞
∞
［
土
地
の
構

成
部
分
と
し
て
の
権
利
］
、

ω
斗
∞
也
［
従
物
概
念
］
、
貌
話
回
［
従
物
と
し
て
の
属
具
］
、

m
J
3
N
［
果
実
概
念
］
、

mJ3ω

［
収
益
概
念
］
、

2
室
岡
［
果
実
の
分
配
］
、

2
句
切
［
負
担
の
分
配
］
は
、
第
一
編
「
総
則
」
第
二
章
「
物
」
何
回

ω
2
2ー
コ
ロ
に
振
り
替
え
か
問
、

（

印

）

そ
の
他
の
規
定
は
、
他
の
編
・
章
に
移
行
さ
れ
、
あ
る
い
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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何回
mJ可
JJωmRHHO口
町
出
回
ロ
ロ
O
品

g
の
2
2
N
g
m目白色ロロ一『
W
C
円
旬
。
ユ
片
町
。
の
omomoロ
ω芯ロ色
0

・

（日）

官
版
の
総
則
・
債
務
関
係
法
・
物
権
法
部
分
は
一
八
九
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
官
版
に
至
る
前
に
漸
次
出
版
さ
れ
た
暫
定
版
に
は
、

（回）

パ
イ
オ
ニ
ア
社
の
も
の
と
マ
ン
ド
リ
の
も
の
が
あ
る
。
前
者
を
み
る
と
、
一
八
九
二
年
刊
行
の
総
則
部
分
で
は
ま
だ
物
規
定
は
挿
入

（

回

）

（

臼

）

さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
年
と
一
八
九
三
年
に
分
け
て
刊
行
さ
れ
た
債
務
関
係
法
の
各
巻
末
補
遺
で
も
特
段
の
注
記
は
み
ら
れ
な
い
か
、
（日）

一
八
九
四
年
刊
行
の
物
権
法
部
分
に
お
い
て
、
何
回
仰
寸
寸
∞
以
下
の
諸
規
定
が
総
則
に
移
行
さ
れ
る
旨
、
脚
注
で
補
足
さ
れ
て
い
る
D

（日）

後
者
で
も
事
情
は
同
様
で
あ
り
、
一
八
九
二
年
刊
行
の
総
則
で
は
物
規
定
は
挿
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
八
九
三
年
刊
行
の
債
務
関
係

（

貯

）

（

鴎

）

法
で
も
と
く
に
指
摘
は
み
ら
れ
な
い
が
、
一
八
九
四
年
刊
行
の
物
権
法
に
い
た
り
、
総
則
へ
の
移
行
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と

86 

も
、
後
者
で
は
よ
り
詳
し
く
、
「
寄
稿
者
の
前
注
」
と
し
て
、
「
編
集
は
一
八
九
四
年
三
月
に
完
了
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
、

一
人
九
四
年

マ
ン
ド
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
遅
く
と
も
同
年
の
三
月
に
は
移
行
が
完
了
し
て
い
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
総
則
へ
の
移
行
は
一
八
九
四
年
三
月
前
の
段
階
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
ま
で
に
第

（印）

二
草
案
が
も
う
一
度
本
会
議
で
審
議
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
か
ら
、
編
集
会
議
が
最
後
の
段
階
に
な
っ
て
全
体
の
位
置
を
移
動
し
た
と

み
る
ほ
か
な
い
。
詳
ら
か
に
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
各
条
項
す
べ
て
が

ω
ミ
の
枝
番
号
（
守
口
）
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
土

三
月
末
。

壇
場
で
の
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（印）

一
九
八
五
年
一

O
月
一
一
一
一
日
に
公
刊
さ
れ
た
連
邦
参
議
院
提
出
草
案
、
い
わ
ゆ
る
修
正
第
二
草
案
（
何
回

8
4）
で
は

（臼）

諸
規
定
の
条
項
数
が
滋

8
1
3
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
九
六
年
一
月
一
六
日
、
連
邦
参
議
院
本
会
議
で
承
認
さ
れ
た
帝
国
議

（

位

）

（

邸

）

（

倒

）

会
提
出
草
案
、
す
な
わ
ち
第
三
草
案
（
何
回
）
は
こ
れ
を
維
持
し
た
。
と
く
に
議
論
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
帝
国
司

（伍）

法
庁
覚
書
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
帝
国
議
会
（
回

S
含
向
丘
）
で
は
第
二
一
委
員
会
（
口
町
出
回
・
同
色
。
F
2
m
m
ω
E
S
S
E－

位
。
ロ
）
に
お
い
て

m
m
∞
P
S
W
8・
8
に
つ
き
提
案
が
な
さ
れ
た
（
mmg・

2
・
3
却
下
－

m
お
取
下
）
が
、
物
概
念
の
定
義
と
物
規

（船）

定
の
位
置
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
条
項
数
が
調
整
さ
れ
た
か
た
ち
で
（
m
m
g
l
E
ω
）、

そ
の
後
、

一
八
九
六
年
、
ド
イ



（

釘

）

（

槌

）

ツ
民
法
典
（
切
の
回
）
が
成
立
し
た
。

切
の
回
仰
匂
（
）
∞
m百
四
回
。
ロ
仲
田
辺
ロ
ロ
mw
内
山
内
出
の
g
o
H
N
g
ω
宮
内
田
口
口
吋

W
C門間百円－
w
Fゅ
の
omommwロ
ω芯
ロ
品
。
・

こ
の
法
律
に
お
い
て
物
と
は
、
有
体
的
対
象
の
み
を
意
味
す
る
。

ド
イ
ツ
民
法
典
九
O
条

有体物規定に関する基礎的考察E

ド
イ
ツ
民
法
典
で
は
関
連
規
定
は
、
第
一
一
編
「
総
則
」
の
第
二
章
「
物
（
∞

R
Eロ
）
」
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
同
章
の
構

成
を
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
物
概
念
」
（
仰
句
。
）
、
「
代
替
物
」
（
刷
出
）
、
「
消
費
物
」
（
仰
申
N
）
、
「
構
成
部
分
」

（m
m
8
1
8
）
、
「
従
物
と
属
具
」
（
仰
笥

l
g）
、
「
果
実
と
収
益
」
（
mm
由
也

1
5
N）
、
「
負
担
の
分
配
」

S
H
o
g
。
そ
の
後
、
一
九
九

O
年

以
降
、
動
物
の
法
的
地
位
を
高
め
る
た
め
に
、
動
物
は
物
で
は
な
く
特
別
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
す
る
回
の
回

ω
∞
宮
が
挿
入
さ

れ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
第
二
章
の
表
題
が
「
物
お
よ
び
動
物
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

所
有
権
の
内
容
に
関
す
る
何
回

ω
∞
お
の
帰
趨
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
第
二
委
員
会
で
様
々
な
提
案
が
出
さ
れ
、
処
分
権

（伺）

能
に
関
す
る
文
言
の
削
除
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
あ
と
、
何
回

ω
∞
屈
な
ど
を
経
由
し
て
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
切
の
回
仰
ぎ
ω
に
結
実
し

（

河

）

（

冗

）

た
。
連
邦
参
議
院
段
階
で
は
シ
カ
l
ネ
の
禁
止
を
め
ぐ
る
提
案
、
帝
国
議
会
第
一
二
委
員
会
で
は
支
配
を
中
心
と
し
た
規
定
に
修
正

（

η）
 

す
る
か
、
あ
る
い
は
規
定
を
全
面
削
除
す
べ
き
と
す
る
提
案
が
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
何
回

ω
∞H
∞
の
テ
ク
ス
ト
自
体
は
修
正
さ
れ

な
か
っ
た
。
以
上
の
経
緯
に
お
い
て
、
物
概
念
の
定
義
お
よ
び
物
規
定
の
位
置
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
一
度
も
取
り
上
げ
ら
れ

（均）

て
い
な
い
D

テ
ク
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

聞
の
回
仰
也
（
）
ω
U
R
何
百
σロ
ZH回
目
。
円
色
白
2
ω
R一FAwwmロ
P
ω
。
d
S伊
丹
ロ
仙
の
宮
内
田
mm
の
2
2
N
。
島
内
尚
一
同
ゅ
の
『
窓
口
E
2
2
0
E
m
o
m
m
wロ
ω件。
F
o
p
百
件

ωmw《HFO
ロ
凶
《
日
目
岡
田
色
町
σAWロ
4
2
F
H
M
Bロ
ロ
ロ
色

ωロ色
2
0
4。
ロ
守
色
。
『
開
宮
d
E吋】同区ロ伺
ωロ
ωω
の
V
E
0・E
品川口・

ド
イ
ツ
民
法
典
九
O
三
条
物
の
所
有
者
は
、
法
律
ま
た
は
第
三
者
の
権
利
を
妨
げ
な
い
限
り
で
、
物
を
自
由
に
処
理
し
、
他
人
の
あ
ら
ゆ

る
干
渉
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
で
は
、
資
料
に
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
部
分
、
す
な
わ
ち
第
二
委
員
会
第
一
七
六
回
・
第
一
七
九
岡
本
会
議
の
審
議
を
、
開

87 



同

m
u斗
∞
の
要
否
と
第
一
章
の
位
置
に
整
理
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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（ニ）

rr可＝『

；...：；第
ω － 
3 委
00 .!ii. 

の会

要p議
否：3事
録

〔

P
E
1
〕
何
回

m
斗
斗
∞
に
対
し
て
は
次
の
二
つ
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。

〔

P
E
2
〕［
1
］

ク
ニ
ィ

l
は
同
条
を
削
除
す
る
よ
う
主
張
し
た
。

マ
ン
ド
リ
は
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
を
こ
の
位
置
か
ら
削
除
し
、
そ
の

（河）

代
わ
り
に
何
回
m
u斗
∞
と
し
て
種
類
物
を
債
務
負
担
の
対
象
と
し
た
際
の
品
質
に
関
す
る
規
定
を
置
く
べ
き
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔

P
E
4
〕
第
二
委
員
会
は
削
除
の
提
案
［
［
1
］。［
2
］
の
前
段
も
参
照
］
を
退
け
、
マ
ン
ド
リ
の
提
案
（
［
2
］
）
［
種
類
物
規

定
を
こ
こ
に
盛
り
込
む
か
ど
う
か
］
に
つ
い
て
は
編
集
会
議
に
委
ね
た
。
そ
の
際
に
考
慮
さ
れ
た
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

〔

P
E
3
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
［
2
］

〔

P
H
5〕
何
回
仰
斗
斗
∞
に
一
不
さ
れ
た
命
題
は
、
草
案
の
言
葉
の
用
法
を
明
確
に
す
る
と
い
う
「
目
的
」
を
有
す
る
。

〔

P
E
6
〕
「
実
質
的
に
は
」
こ
の
命
題
か
ら
次
の
命
題
が
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
権
利
は
た
だ
個
物
の

上
に
の
み
承
認
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
集
合
物
上
の
権
利
な
る
も
の
は
承
認
さ
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

〔

P
E
7
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
何
回
仰
ゴ
∞
に
は
以
下
の
疑
念
が
提
示
さ
れ
た
。
第
三
編
「
物
権
法
」
は
同
条
の
意
味
で
の
「
物
」
、

つ
ま
り
有
体
的
対
象
上
の
権
利
だ
け
で
は
な
く
、
用
益
権
、
質
権
の
よ
う
に
他
の
対
象
上
の
権
利
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
も
し
同
条

の
命
題
を
第
三
編
の
冒
頭
に
お
く
な
ら
ば
、
後
者
の
権
利
は
前
者
の
そ
れ
と
同
等
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
い
わ
ば
変
則
的
な

も
の
」
と
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

〔

P
E
8
〕
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
懸
念
は
貫
徹
で
き
な
い
。
①
そ
れ
は
何
回
仰
寸
寸
∞
の
内
容
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
第
三
編
の
表
題

［
物
権
法
］
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
定
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
「
小
さ
な
不
正
確
は
単
純



な
言
語
の
用
法
の
利
益
の
た
め
に
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
。

〔

P
H
9〕
他
方
、
削
除
提
案
は
以
下
の
点
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
①
何
回
川
町
寸
寸
∞
の
内
容
は
草
案
の
他
の
規
定
か
ら
困
難
な
く
導

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
②
同
条
の
命
題
を
特
別
な
規
範
と
し
て
草
案
に
設
け
た
の
は
本
質
的
に
は
た
だ
現
行
法
に

異
な
る
性
格
の
諸
規
定
が
存
し
た
た
め
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
最
後
に
、
③
現
在
の
編
纂
方
針
か
ら
す
れ
ば
教
義
的
性
格
、
理
論
的
お

も
む
き
を
有
す
る
条
文
は
可
能
な
限
り
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

〔

P
E
m
〕
こ
れ
ら
の
根
拠
が
あ
る
種
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
①
何
回
町
二
斗
∞
と
い
う
明
文

を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
法
典
の
言
語
の
用
法
は
安
定
性
と
い
う
点
で
い
ち
じ
る
し
い
利
益
を
享
受
す
る
の
は
間
違
い
な
い
D

②

た
と
え
ば
債
権
上
の
所
有
権
の
よ
う
に
無
体
物
上
の
物
権
も
語
り
う
る
、
と
い
う
意
見
が
委
員
会
で
公
然
と
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
は
っ
き
り
と
し
た
表
現
に
よ
っ
て
疑
念
を
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2 

第
一
章
「
一
般
規
定
」
の
位
置

有体物規定に関する基礎的考察E

〔

P
E
H
〕
何
回

m
Jミ
∞
の
文
面
と
法
典
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
編
集
会
議
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
編
集
会

議
は
と
り
わ
け
、
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
三
編
第
一
章
全
体
を
総
則
に
移
動
さ
せ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔

P
E
U
〕
何
回

mJミ∞
l
退
。
の
諸
規
定
を
第
三
編
の
冒
頭
に
と
ど
め
る
べ
き
か
、
総
則
に
移
行
す
る
べ
き
か
と
い
う
こ
れ
ま
で
留

保
さ
れ
て
き
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
と
提
案
の
提
出
は
ま
ず
第
一
に
編
集
会
議
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

89 
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ハ
門
資
料
の
状
況
と
視
角
の
設
定

本
稿
で
み
て
き
た
資
料
を
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
川
『
第
一
草
案
理
白
書
』
、
①
総
論
、
刷
物
権
法
の
独
立
的
地

位
（
〔
M
l
〕
1
〔M
5
〕
）
、
川
物
権
の
概
念
（
〔
M
6
〕1
〔M
8
〕
）
、
刷
物
権
法
の
構
成
（
〔
M
9
〕
1
〔M
U
〕
）
、
②
各
論
I
一
第
一
章

「
一
般
規
定
」
、
刷
物
規
定
の
位
置
（
〔
M
H
〕〔
M
日
〕
）
、
川
集
合
物
の
概
念
（
〔
M
M
〕1
〔M
幻
〕
）
、
川
物
の
概
念
〔
何
回

m
u
d∞
の
理

由
〕
（
〔
M
m
〕1
〔M
M
〕
）
、
③
各
論
H
一
第
三
章
「
所
有
権
」
第
一
節
「
所
有
権
の
内
容
と
限
界
」
前
注
「
所
有
権
の
対
象
」
（
〔
M

お〕
1
〔M
U
〕）、

ω
『
鑑
定
意
見
集
成
」
、
①
物
権
法
の
独
立
性
（
〔
Z
l
〕〔
Z
2
〕
）
、
②
物
規
定
の
位
置
（
〔
Z
3
〕〔
Z
4
〕
）
、
③
物

規
定
の
要
否
（
〔
Z
5
〕
）
、
④
物
概
念
の
狭
隆
性
（
〔
Z
6
〕
1
〔Z
H
〕
）
、
同
『
第
二
委
員
会
議
事
録
」
、
①
何
回

m
u
d∞
の
要
否
（
〔
p

E
1
〕1
〔P
H
m
〕
）
、
②
第
一
章
「
一
般
規
定
」
の
位
置
（
〔
P
E
H
〕
1
〔P
E
U
〕）。

（円）

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
分
析
す
べ
き
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
稿
と
同
じ
よ
う
に
、
起
草

過
程
全
体
の
流
れ
に
か
ん
が
み
、
以
下
三
つ
の
視
角
を
設
け
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
基
本
的
立
場
に
立
っ
た
の

か
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
テ
ク
ス
ト
に
反
映
し
た
の
か
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
ど
こ
に
な
ぜ
置
い
た
の
か
。
定
式
化
す
れ
ば
、
【
1
】

規
定
の
基
礎
、
【
2
｝
規
定
の
仕
方
、
【
3
】
規
定
の
位
置
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
視
点
か
ら
各
資
料
を
広
く
読
み
直
す
。
そ
の
際
に
は
、
前
稿
で
考
察
し
た
『
部
分
草
案
理
由
書
』
第
一

委
員
会
議
事
録
と
の
関
係
に
留
意
し
た
い
。

（ニ）

『
第
一
草
案
理
白
書
』
と
そ
の
問
題
性

第
一
草
案
は
、
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
物
と
は
、
有
体
的
対
象
の
み
を
意
味
す
る
」
と
の
規
定
を
、
第
三
編
物
権
法
の
冒
頭
第
一



章
に
設
け
て
い
る
（
開

Z
コ
∞
）
。
「
第
一
草
案
理
白
書
』
が
こ
の
規
定
に
与
え
た
理
由
を
、
「
部
分
草
案
理
白
書
』
第
一
委
員
会
議

事
録
と
対
比
し
な
が
ら
み
て
み
よ
う
。

【

1
】
の
問
題
。
前
提
と
し
て
、
『
部
分
草
案
理
白
書
』
と
第
一
委
員
会
議
事
録
の
関
係
を
振
り
返
っ
て
お
く
（
前
稿
六
口
2

｛

l
】
）
。
第
一
委
員
会
で
は
部
分
草
案
の
結
論
が
前
提
と
さ
れ
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
議
論
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

結
論
に
つ
い
て
は
『
部
分
草
案
理
白
書
』
第
一
委
員
会
議
事
録
の
双
方
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
前
者
と
の
対
比
が
問
題
と
な
ろ
う
。

ま
ず
、
結
論
に
つ
い
て
、
双
方
の
内
容
と
『
第
一
草
案
理
白
書
」
の
立
場
は
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
1
〕
狭
義
の
物
概

念
の
採
用
・
権
利
へ
の
例
外
適
用
（
〔
J
m
〕
〔
J
幻
〕
H

〔
p
I
M
〕
〔
p
I
n
〕
H

〔
M
泊
〕
〔
M
M
〕
〔
M
U
〕
）
、
〔
2
〕
集
合
物
の
対
象
性

否
定
（
〔
J
U
〕
H

〔
P
I
m
〕
H

〔
M
幻
〕
、
財
産
総
体
に
つ
い
て
は
〔
J
m
〕
H

〔
p
I
お
〕
①
参
照
H

〔
M
n
〕
参
照
）
、
〔
3
〕
狭
義
の
所
有

権
概
念
（
（
J
お
〕
〔
J
4
〕
H

〔
p
I
m
〕
〔
p
I
M
〕
H

〔
M
お
〕
〔
M
お
〕
）
に
関
し
て
で
あ
る
。

で
は
、
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
『
部
分
草
案
理
白
書
」
と
『
第
一
草
案
理
白
書
』

の
対
比
が
問
題
と
な
る
が
、
以
下
の

有体物規定に関する基礎的考察E

参
照
箇
所
を
比
較
し
て
み
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
後
者
は
前
者
の
内
容
を
大
幅
に
圧
縮
し
て
い
る
。
〔
1
〕
に
関
す
る
、
①
物
概
念

の
歴
史
的
展
開
（
〔
J
H
〕
H

〔
M
m
〕
）
、
②
広
義
の
物
概
念
を
持
つ
近
時
の
法
典
（
〔
J
M
〕
〔
J
m
〕
1
〔JU〕
H

〔
M
m
〕
）
、
③
狭
義
の

物
概
念
を
持
つ
近
時
の
法
典
・
草
案
（
〔
J
日
〕
〔
J
9
〕
H

〔
M
m
〕
）
、
〔
2
〕
に
関
す
る
、
①
対
象
性
に
つ
い
て
の
問
題
構
造
（
〔
J

お〕
H

〔
M
M
山
〕
）
、
②
対
象
性
を
肯
定
す
る
立
法
・
草
案
（
〔
J
お
〕
H

〔
M
問
〕
）
、
③
近
時
の
普
通
法
学
説
の
理
解
（
〔
J
お
〕
H

〔Mm〕）、

④
対
象
性
否
定
の
解
釈
論
上
の
意
味
（
〔
J
幻
〕
H

〔
M
n
〕
）
、
⑤
集
合
名
称
使
用
に
つ
い
て
の
問
題
構
造
（
〔
J
m
〕
1
〔j
お〕
H

〔
M

M
〕
）
、
⑥
原
則
的
な
目
的
物
確
定
基
準
（
〔
J
訂
〕
H

〔
省
略
一
切
⑦
集
合
名
詞
の
意
味
を
規
定
す
る
立
法
・
草
案
（
〔
J
お
〕
〔
J
M
〕
H

〔
M
お
〕
）
、
⑧
ミ
ミ
足
立
た
号
、
ミ
な
に
関
す
る
学
説
・
立
法
（
〔
J
お
〕
〔
J
お
〕
H

〔
M
m
〕
）
、
〔
3
〕
に
関
す
る
、
①
ロ

l
マ
法
と
ゲ
ル

マ
ン
法
（
〔
J
お
〕
H

〔
省
略
〕
）
、
②
所
有
権
概
念
の
広
狭
を
め
ぐ
る
立
法
・
草
案
（
〔
J
m
〕
〔
J
却
〕
H

〔
M
お
〕
）
、
③
権
利
の
上
の
所
有

権
の
否
定
（
〔
J
必〕
H

〔M
お
〕
）
、
④
所
有
権
対
象
論
か
ら
み
た
集
合
物
対
象
性
の
否
定
（
〔
J
お〕
H

〔
省
略
〕
）
、
⑤
精
神
的
所
有
権
の

91 
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他
方
、
「
第
一
草
案
理
白
書
』
に
は
『
部
分
草
案
理
白
書
』
に
み
ら
れ
な
い
記
述
が
付
加
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
と
く
に
目

を
引
く
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
〔
1
〕
に
つ
き
、
『
第
一
草
案
理
由
書
」
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
ミ
ω
s
e
ミ
QNWω

と司、
S
S
S下

志
S
S
の
区
分
の
意
味
を
、
「
一
定
の
観
念
中
に
の
み
存
続
す
る
物
件
（
ミ
師
、
喝
さ
ミ
ミ
R
足
。

S
S
H
S
H）
を
、
す
べ
て
の
関
係
あ
る

い
は
個
別
の
関
係
で
有
体
的
物
件
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
が
、
法
秩
序
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
に
み
い
だ
し
て

い
る
（
〔

M
m〕
）
が
、
こ
の
記
述
は
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
』
か
ら
独
自
に
引
い
て
き
た
も
の
で
あ
り
（
前

掲
注
（
凶
）
参
照
）
、
ヨ

l
ホ
ウ
に
は
み
い
だ
さ
れ
な
い
（
〔
J
H
〕）。〔
2
〕
に
つ
き
、
ヨ

l
ホ
ウ
は
、
尽
き
足
立
R
Sし
言
、
な
に
は
、
①

代
位
と
、
②
対
物
的
包
括
訴
訟
の
二
命
題
が
妥
当
す
る
と
い
う
伝
統
的
解
釈
を
評
価
す
る
に
際
し
、
ミ
ュ

l
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ハ
ツ

セ
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
l
を
引
い
て
こ
れ
を
退
け
る
だ
け
で
あ
っ
た
（
〔
J
お
〕
）
が
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
、
右
三
者
の
引
用
を
排
除

す
る
一
方
、
他
の
規
定
・
審
議
を
踏
ま
え
、
第
一
草
案
の
諸
規
定
を
援
用
し
つ
つ
、
①
に
つ
い
て
は
「
一
般
的
な
法
的
真
実
で
は
な

く
、
法
律
は
実
際
的
な
考
慮
に
基
づ
き
個
々
の
法
関
係
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
性
格
規
定
し
、
②
に

つ
い
て
は
「
所
有
物
返
還
請
求
権
と
相
続
回
復
請
求
権
の
規
律
」
に
委
ね
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。
〔
3
〕
に
つ
き
、
『
第
一
草

案
理
白
書
』
は
、
権
利
上
の
所
有
権
概
念
否
定
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
①
権
利
用
益
権
と
権
利
質
権
と
の
対
比
、
「
設
定
者
所
有
権

に
対
す
る
権
利
内
容
の
限
定
性
」
の
欠
放
を
強
調
し
、
こ
れ
に
、
②
権
利
と
の
同
定
、
②
必
要
性
の
否
定
を
補
足
し
て
い
る
（
〔
M

お
〕
）
が
、
ヨ
l
ホ
ウ
は
、
②
と
③
に
つ
き
詳
論
す
る
と
い
う
構
成
を
と
り
、
①
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
（
〔
J
必
〕
）
。

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
と
『
部
分
草
案
理
白
書
」
の
論
旨
が
衝
突
す
る
部
分
で
あ
る
。
「
第
一
草
案
理
由

書
』
が
無
体
財
産
権
を
「
人
権
」
と
断
じ
て
い
る
（
〔
M
5
〕
）
の
に
対
し
て
、
ヨ

1
ホ
ウ
は
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
て
い
た
（
〔
J
但
〕

末
尾
注
（
万
）
）
な
ど
、
細
か
な
点
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
多
い
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
と
く
に
以
下
の
三
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
の
問
題
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
を
採
用
し
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
を
確



有体物規定に関する基礎的考察E

保
す
る
と
い
う
結
論
は
両
者
と
も
に
同
様
で
あ
る
（
〔
J
6
〕H
〔M
1
〕
）
。
し
か
し
、
両
資
料
の
聞
に
は
重
大
な
相
違
が
存
す
る
。
①

〔
基
礎
づ
け
〕
ヨ
l
ホ
ウ
は
サ
ヴ
ィ
ニ

l
を
引
用
し
、
「
意
思
支
配
」
の
対
象
区
分
を
起
点
と
し
た
権
利
体
系
を
受
け
容
れ
て
い
た

（〔
J
2
〕
）
が
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
こ
の
引
用
を
排
除
し
、
物
権
と
人
権
の
対
置
、
法
律
関
係
の
本
質
の
洞
察
・
法
律
の
正
し

い
適
用
と
い
う
視
点
か
ら
体
系
を
構
築
し
直
し
て
い
る
（
〔
M
2
〕〔
M
4
〕
）
。
サ
ヴ
ィ
ニ

l
H
ヨ
l
ホ
ウ
と
『
第
一
草
案
理
白
書
」

の
い
う
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
が
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
こ
と
は
、
後
者
が
前
者
と
異
な
り
、
物
権
法
と
債
権
債
務
関
係
法
の
関
連
性

を
み
い
だ
さ
ず
、
む
し
ろ
債
権
債
務
関
係
と
家
族
法
を
「
人
権
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。
サ
ヴ
イ

（河）
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
物
権
と
債
権
は
と
も
に
個
人
の
力
を
存
在
者
の
自
然
的
限
界
を
超
え
て
外
に
拡
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
法

（加）

関
係
の
総
体
は
「
財
産
法
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
一
方
、
債
権
と
親
族
関
係
の
聞
に
は
、
外
的
・
内
的
、
一
時
的
・
継
続
的
、
任
意

的
・
有
機
的
、
部
分
行
為
・
人
格
全
体
、
他
方
の
意
思
の
も
と
へ
の
服
従
、
万
人
に
対
す
る
存
在
承
認
の
請
求
と
い
っ
た
相
違
が
あ

（

剖

）

（

位

）

る
と
こ
ろ
、
万
人
と
対
置
さ
れ
た
「
特
定
個
人
に
対
す
る
」
法
制
度
と
し
て
親
族
関
係
と
債
権
を
ま
と
め
る
多
数
説
は
「
完
全
に
退

（回）

け
ら
れ
る
べ
き
」
で
あ
り
、
両
者
の
類
似
性
は
「
た
ん
に
人
を
欺
く
外
面
的
か
つ
偶
然
的
な
親
近
性
で
あ
り
、
真
の
同
一
性
で
は
な

（剖）い
」
と
断
じ
ら
れ
る
。
ヨ
l
ホ
ウ
が
こ
の
サ
ヴ
ィ
ニ

l
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
忠
実
に
承
継
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
第
一
草
案
理
白

書
』
で
は
こ
の
立
場
が
は
っ
き
り
と
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
礎
づ
け
の
相
違
は
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
の
確

保
と
い
う
問
題
と
、
物
概
念
の
有
体
物
へ
の
制
限
と
い
う
問
題
を
結
び
つ
け
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
に
接
続
す
る
。
す
な
わ
ち
、

②
〔
位
置
づ
け
〕
ヨ

l
ホ
ウ
は
サ
ヴ
ィ
ニ

l
よ
ろ
し
く
両
者
の
問
題
を
結
合
し
（
〔
J
2
〕
）
、
物
概
念
の
制
限
に
よ
っ
て
物
権
法
の

独
立
的
地
位
を
確
保
す
べ
き
と
し
（
〔
J
4
〕
）
、
そ
う
し
な
い
理
性
法
論
、
こ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン

ト
法
・
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典
は
反
対
に
広
い
物
概
念
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
〔
J
3
〕）

が
、
「
第
一
草
案
理
白
書
」
の
対
応
箇
所
で
は
こ
の
論
理
関
係
が
完
全
に
削
除
さ
れ
（
〔
M
2
〕〔
M
4
〕
）
、
こ
の
こ
と
に
対
応
し
た
の

で
あ
ろ
う
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
関
す
る
批
判
的
説
明
か
ら
物
概
念
の
広
さ
の
問
題
だ
け
が
取
り
除
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か
れ
て
い
る
（
〔
M
3
〕）。
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ヨ
l
ホ
ウ
は
「
意
思
支
配
」
の
対
象
区

分
か
ら
出
発
す
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も
サ
ヴ
ィ
ニ

l
に
忠
実
に
、
物
権
法
の
独
立
性
の
確
立
と
同
時
に
、
物
を
「
狭
義
」
「
本
来
の

意
味
」
「
有
体
的
物
件
」
に
制
限
し
、
「
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
自
由
を
持
た
な
い
自
然
の
一
部
」
と
い
う
「
物
」
の
定
義
を
導

い
て
い
る
（
〔
J
2
〕〔
J
4
〕〔
J
U
〕〔
J
m
〕〔
J
m
〕〔
J
お
〕
）
が
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
サ
ヴ
ィ
ニ

l
を
基
礎
と
し
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
対
応
箇
所
に
お
い
て
こ
の
定
義
を
こ
と
ご
と
く
削
除
し
（
〔
M
l
〕1
〔M
5
〕、〔
M
m
〕1
〔M
出
〕
、
〔
M
お〕
1
〔M

U
〕
）
、
た
ん
に
「
本
来
の
（
狭
い
）
意
味
」
（
〔
M
却
〕
。
〔
M
8
〕
参
照
）
「
有
体
的
物
件
」
（
〔
M
8
〕〔
M
m
〕〔
M
m
〕
）
「
有
体
的
対
象
」

（〔
M
m
〕
）
と
い
う
の
み
に
と
ど
め
、
具
体
的
内
容
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

第
二
は
、
物
の
概
念
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
の
問
題
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、

第
三
は
、
物
権
の
概
念
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
第
一
草
案
理
白
書
」
は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
有
体
的
物

件
へ
の
制
限
を
基
礎
づ
け
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
同
書
は
こ
の
問
題
を
「
物
権
」
の
「
概
念
」
の
箇
所
で
取
り
扱
い
、
概
念
理
解

に
つ
い
て
の
自
説
の
立
場
か
ら
、
有
体
的
物
件
へ
の
制
限
を
演
縛
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
権
の
概
念
と

（
〔
M
7
〕
）
、
物
権
性
の
本
質
を
「
人
の
物
に
つ
い
て
の
直
接
的
支
配
力
（

S
E
2己
g
z

冨
R
伊
丹
）
」
に
求
め
る
こ
と
で
、
「
こ
こ
か
ら
同
時
に
、
物
権
は
た
だ
本
来
の
意
味
に
お
け
る
物
、
す
な
わ
ち
有
体
的
物
件
上
に
の
み

成
り
立
ち
う
る
こ
と
が
導
か
れ
る
」
と
し
、
観
念
の
な
か
に
だ
け
存
す
る
物
件
、
と
く
に
集
合
物
と
権
利
に
対
し
て
は
「
現
実
的
支

配
力
（
円

g
Z冨
R
Z）
」
は
行
使
で
き
な
い
と
い
う
（
〔
M
8
〕
）
。
問
題
と
し
て
い
る
の
が
直
接
性
な
の
か
、
現
実
性
な
の
か
は
分
か

り
に
く
い
が
、
素
直
に
読
め
ば
ク
双
方
々
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
直
接
的
か
つ
現
実
的
に
支
配
で
き
る
の
は
有
体
的
物
件
に
限
ら

れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
反
対
に
、
も
し
も
物
権
性
の
本
質
を
「
絶
対
効
」
と
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
物
概
念
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
物
権
で
は
な
い
が
絶
対
効
を
有
す
る
権
利
と
し
て
、
土
地
と
同
一
視
さ
れ
る
権
利
、
家
族
法
上
の

権
利
、
無
体
財
産
権
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
〔
M
7
〕
）
。
他
方
、
ヨ

l
ホ
ウ
が
物
権
の
概
念
に
つ
き
述
べ
た
対
応
個
所
を
み

「
絶
対
性
」

の
問
題
を
切
り
離
し



る
と
、
物
権
性
と
絶
対
性
の
ズ
レ
を
認
め
る
点
、
「
物
に
つ
い
て
の
直
接
的
支
配
（

S
E芹
己

g
s国
2
3岳
民
件
）
」
に
言
及
す
る
点

（〔
J
7
〕
）
は
同
一
で
あ
る
が
、
物
権
の
対
象
の
問
題
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
ヨ
l
ホ
ウ
に
と
っ

て
概
念
理
解
と
対
象
制
限
の
問
題
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
、
「
所
有
権
の
対
象
」
を
論
じ
た
箇
所
で
、
「
ま
ず
第
一
に
、
草
案
が
所

有
権
の
対
象
と
し
て
な
に
を
ど
の
意
味
で
用
い
て
い
る
か
を
確
定
し
、
そ
の
あ
と
で
、
所
有
権
概
念
の
検
討
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
（
〔
J
幻
〕
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
（
ち
な
み
に
、
『
第
一
草
案
理
由
書
』
の
対
応
個
所
で
は
こ
の
叙
述
が
削
除
さ
れ

ヨ
l
ホ
ウ
も
集
合
物
の
と
こ
ろ
で
、
「
観
念
的
本
体
の
事
実
的
支
配
力
（
同

E
Z位
。

F
E
S
o
の
φ

毛
色
同
）
な
る
も
の
は
あ
り
え
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
（
〔
J
お
〕
）
。
『
第
一
草
案
理
白
書
』
対
応
個
所
で
は
こ
の
テ
ク
ス

て
い
る
〔
〔
M
お
〕
〕
）
。
た
し
か
に
、

有体物規定に関する基礎的考察E

ト
は
排
除
さ
れ
て
い
る
（
〔
M
幻
〕
）
と
こ
ろ
、
〔
M
8
〕
の
記
述
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
持
っ
て
き
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
（
〔
M

8
〕
末
尾
注
（
叩
）
参
照
）
。
し
か
し
、
ヨ
l
ホ
ウ
が
こ
の
根
拠
づ
け
を
用
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
集
合
物
上
の
「
占
有
」
を
否
定
す

る
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
り
、
ク
物
権
。
一
般
の
対
象
限
定
の
た
め
に
引
き
合
い
に
出
し
た
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
ヨ
l

ホ
ウ
は
あ
く
ま
で
「
意
思
支
配
」
の
対
象
区
分
を
起
点
と
し
た
権
利
体
系
か
ら
物
概
念
の
制
限
を
基
礎
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
基

礎
づ
け
の
相
違
が
、
物
概
念
の
定
義
と
い
う
第
二
の
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ヨ
l
ホ
ウ
の
物
概

念
は
、
①
非
自
由
・
非
主
体
性
、
②
空
間
的
限
定
性
を
特
徴
と
し
て
い
た
が
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
具
体
的
内
容
に
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
直
接
的
か
つ
現
実
的
支
配
力
と
い
う
根
拠
づ
け
を
用
い
る
な
ら
、
非
自
由
・
非
主
体
性
と
い
う
特
徴
は
、
少

な
く
と
も
物
概
念
制
限
の
根
拠
か
ら
直
接
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
（
①
）
一
方
、
物
概
念
を
ク
感
性
的
。
に
捉
え
、
た
と
え
ば
エ
ネ

ル
ギ
l
を
こ
れ
に
含
む
こ
と
も
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
②
）
。

以
上
を
要
す
る
に
、
ヨ
l
ホ
ウ
が
サ
ヴ
ィ
ニ

l
の
体
系
を
基
礎
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
こ
れ
を
排

し
た
た
め
に
、
物
権
法
の
独
立
的
地
位
・
物
の
概
念
・
物
権
の
概
念
に
つ
い
て
の
理
解
な
い
し
位
置
づ
け
に
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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の
問
題
。
こ
こ
で
も
、
〔
1
〕
物
概
念
、
〔
2
〕
集
合
物
、
〔
3
〕
所
有
権
対
象
に
関
す
る
規
定
に
区
別
し
て
考
察
し
よ
う
。

〔1
〕
物
概
念
の
定
義
規
定
は
部
分
草
案
で
は
な
く
、
第
一
委
員
会
の
審
議
で
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
主
に
第
一
委
員

会
議
事
録
と
の
対
比
が
問
題
と
な
る
（
前
稿
六
口
2【
2｝〔
1
〕
）
。
結
論
と
し
て
、
「
第
一
草
案
理
白
書
』
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

同
資
料
の
内
容
を
ほ
ぼ
適
切
に
採
録
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
重
複
回
避
（
〔
P
I
M
〕H
〔M
お
〕
。
〔
J
n
〕

H

〔M
日
〕
参
照
）
、
②
3

訟の
F
t
と
3

の
o
m
8
2
8弓
の
区
別
（
〔
P
I
M
〕H
〔M
m
〕
）
、
③
二
義
的
解
釈
防
止
（
〔
p
I
m
〕H
〔M

96 

お
〕
）
、
④
権
利
の
上
の
所
有
権
の
否
定
（
〔
P
I
m
〕〔
p
I
M
〕H
〔M
お
〕
）
、
⑤
例
外
ル

l
ル
の
不
要
性
（
〔
p
I
幻〕
H

〔M
M
〕
）
。
も

っ
と
も
、
⑤
の
と
こ
ろ
の
両
資
料
を
対
比
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
で
は
第
一
委
員
会
議
事
録
と
異
な
り
、

定
義
規
定
の
「
消
極
的
な
意
味
」
と
し
て
、
物
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
は
権
利
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
点
が
読
み
込
ま
れ

て
い
る
。
第
一
委
員
会
議
事
録
で
は
部
分
草
案
の
規
定
の
仕
方
を
退
け
る
の
に
急
で
、
右
の
意
味
を
定
義
規
定
に
付
与
し
よ
う
と
し

た
の
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。

〔2
〕
ヨ

l
ホ
ウ
は
集
合
物
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
を
二
つ
設
け
て
い
た
け
れ
ど
も
、
第
一
委
員
会
は
こ
れ
ら
を
と
も
に
削
除
し
た

（
前
稿
六
口
2
【

2
】〔
2
〕
）
。
①
集
合
物
の
対
象
性
否
定
（
寸
開

l
E
S同
2
5
に
つ
い
て
は
言
葉
の
定
義
が
あ
る
以
上
余
計
と
し
（
〔
P

I
m
〕
。
財
産
総
体
に
関
し
て
も
同
様
〔
〔
p
I
お
〕
①
参
照
〕
）
、
②
集
合
名
調
使
用
の
際
の
目
的
物
確
定
基
準
（
寸
開
l
ω
R
F同

2
m）
に

つ
い
て
は
副
次
的
な
意
味
し
か
な
く
、
集
合
名
詞
を
使
用
し
た
法
律
行
為
の
規
律
は
一
般
に
裁
判
実
務
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

（〔
p
I
m
〕
）
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
『
第
一
草
案
理
白
書
』
は
、
①
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
（
〔
M
n
〕
）
が
、
②
に
つ
い
て
は
一

般
論
と
し
て
後
者
の
点
を
強
調
す
る
の
み
で
、
前
者
す
な
わ
ち
目
的
物
確
定
基
準
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
（
〔
M
お
〕
）
。

③
集
合
名
調
の
意
味
、
④
さ
な
ミ
た
宮
之
ミ
な
関
係
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ヨ

l
ホ
ウ
が
い
ず
れ
も
規
定
を
不
要
と
み
、
③
に
つ

い
て
は
裁
判
実
務
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
（
〔
J
M
〕〔
J
お
〕
）
、
第
一
委
員
会
も
③
④
と
も
に
規
定
不
要
の
結
論
を
述
べ
て

い
た
（
〔
p
I
m
〕
）
と
こ
ろ
、
「
第
一
草
案
理
白
書
』
は
、
③
に
関
し
て
は
ヨ

l
ホ
ウ
と
同
旨
を
指
摘
し
（
〔
M
お
〕
）
、
④
に
関
し
て



は
新
し
く
、
財
産
一
般
は
周
知
、
特
別
財
産
は
家
族
法
・
相
続
法
で
規
律
す
る
の
が
相
当
と
い
う
理
由
を
独
自
に
付
加
し
て
い
る

（〔
M
幻〕）。

〔3
〕
所
有
権
対
象
の
明
文
規
定
は
ヨ
l
ホ
ウ
も
設
け
て
お
ら
ず
、
第
一
委
員
会
で
も
そ
の
必
要
は
拒
絶
さ
れ
た
（
前
稿
六
口
2
口

2
｛

2
】
〔
3
〕
）
が
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
も
そ
の
必
要
を
問
う
て
い
な
い
（
〔
M
お
〕
）
。

【

3】

の
問
題
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
一
委
員
会
は
ヨ
l
ホ
ウ
の
論
旨
を
承
継
・
補
充
・
省
略
し
て
い
た
（
前
稿
六
口
2
【

3｝）。

『
第
一
草
案
理
白
書
」
と
対
比
す
る
と
、
①
近
時
の
法
典
・
草
案
の
異
な
る
立
場
（
〔
J
9
〕
H

〔
M
m〕
）
、
②
他
の
領
域
へ
の
適
用
可

能
性
（
〔
J
n
〕〔
J
8
〕H
〔p
I
7
〕H
〔M
9
〕〔
M
ロ
〕
）
と
い
う
消
極
的
事
情
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
権
法
冒
頭
に
置
く
理
由

の
一
、
す
な
わ
ち
、
③
物
規
定
が
物
権
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
（
〔
J
8
〕H
〔p
I
8
〕H
〔M
9
〕
）
は
同
一
で
あ
る
。

有体物規定に関する基礎的考察E

し
か
し
、
次
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
P
I
7
〕〔
P
I
8
〕
と
〔
M
H
〕〔
M
U
〕
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

『
第
一
草
案
理
由
書
」
は
第
一
委
員
会
議
事
録
の
文
面
を
大
き
く
書
き
換
え
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
①
物
権
法
に
つ
き
特
別
な
章
を

設
け
る
な
ら
物
規
定
も
こ
の
章
に
設
け
な
い
と
「
互
い
に
関
連
す
る
も
の
が
切
り
離
さ
れ
、
法
典
の
理
解
と
運
用
が
本
質
上
困
難
に

な
ろ
う
」
（
〔
p
I
8
〕
）
と
い
う
、
右
③
の
裏
面
と
も
読
み
う
る
理
由
を
削
除
し
、
ま
た
、
②
総
則
の
役
割
に
つ
い
て
、
他
編
へ
の

適
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
総
則
に
採
録
す
る
と
い
う
の
は
適
当
で
な
い
な
ど
と
い
う
だ
け
で
（
〔
M
H
〕
）
、
「
総
則
は
け
っ
し
て
そ
の
法

律
に
現
れ
る
法
概
念
に
つ
い
て
の
辞
典
と
し
て
の
用
途
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
」
（
〔
p
I
8
〕
）
と
の
印
象
的
な
表
現
を
採
録
し

て
い
な
い
。
な
お
、
細
か
い
問
題
に
な
る
が
、
規
定
を
物
権
法
の
ど
こ
に
置
く
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
「
旨
頭
」
と
い
う
結
論

が
示
す
の
み
で
（
〔
M
U
〕
）
、
物
規
定
の
例
外
的
適
用
を
定
め
る
な
ら
格
別
、
言
葉
の
定
義
で
あ
れ
ば
最
初
に
置
く
の
は
「
自
明
」

と
い
う
考
慮
（
〔
p
I
m
〕
）
も
落
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
第
一
草
案
の
起
草
趣
旨
を
確
定
す
る
際
に
、
『
部
分
草
案
理
白
書
』
お
よ
び
第
一
委
員
会
議
事
録
と
、
『
第

の
記
述
の
ど
ち
ら
を
用
い
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
両
者
に
相
違
が
あ
る
こ
と
、
と
く
に
も
っ
と
も
根
本
的
な
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部
分
に
内
容
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
以
上
、
こ
の
問
題
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
編

（部）

纂
史
研
究
の
成
果
に
依
拠
し
て
『
第
一
草
案
理
白
書
』
の
成
立
過
程
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
パ

l
ベ
が
一
八
八
七
年
二
一

月
二
七
日
に
帝
国
宰
相
に
提
出
し
、
帝
国
宰
相
が
一
八
八
八
年
一
月
五
日
に
連
邦
参
議
院
に
付
託
し
た
第
一
草
案
に
は
、
理
白
書
は

も
と
も
と
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
パ

l
ペ
は
第
一
草
案
と
合
わ
せ
て
起
草
委
員
の
助
手
（
同
日

g号
巴
宮
門
）
が
ま
と
め
た
理
由
書

を
公
刊
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
「
本
草
案
の
理
由
を
含
む
資
料
は
異
常
な
ほ
ど
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
参
照
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
の

は
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
概
観
と
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
り
簡
潔
な
理
白
書
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
実
質

（部）

的
に
妥
当
と
み
ら
れ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
参
議
院
の
司
法
委
員
会
は
、
委
員
会
の
承
認
を
え
て
い
な
い
理
白
書
を

公
に
す
る
こ
と
に
異
例
な
ほ
ど
遺
憾
の
意
を
示
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
民
法
典
編
纂
作
業
を
こ
れ
以
上
遅
ら
せ
な
い
た
め
に
、
パ

l
ペ
の
提
案
が
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
公
刊
さ
れ
た
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
は
、
助
手
個
人
の
説
明
と
と
も
に
、

と
く
に
部
分
草
案
起
草
者
の
理
白
書
と
委
員
会
の
議
事
録
の
抜
粋
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
抜
粋
と
い
っ
て
も
、

単
純
な
要
約
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
し
っ
か
り
と
顧
慮
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
物
権
法
部
分
を
担
当
し
た
の
は
、
動
産
法
に
つ
い

（肝）

て
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
上
級
地
方
裁
判
所
判
事
・
リ
l
ベ
、
不
動
産
法
に
つ
い
て
は
ツ
ェ
レ
上
級
地
方
裁
判
所
判
事
・
ア
ヒ

（

剖

）

（

卸

）

レ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
第
一
草
案
理
白
書
が
と
き
お
り
、
部

分
草
案
理
白
書
と
委
員
会
議
事
録
の
い
ず
れ
に
も
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
説
明
を
含
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
お
そ
ら
く
主
に
助
手

個
人
の
見
解
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
：
：
：
同
書
が
学
問
的
作
品
と
し
て
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
り
、
第
一
草
案
の
基
礎
を
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一
九

O
O年
以
後
の
ド
グ
マ

l
テ
ィ
ク
を
今
日
な
お
見
渡
す
こ
と

解
明
す
る
た
め
の
重
要
な
補
助
手
段
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

が
で
き
な
い
ほ
ど
に
規
定
し
た
。
他
方
、
こ
の
『
理
白
書
』
は
、
第
一
草
案
の
成
立
を
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
明
ら
か
に
す
る
に
は
適

し
て
い
な
い
。
こ
の
限
り
で
成
立
史
の
資
料
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
」
。
事
実
、
パ

l
ペ
自
身
、
「
こ
の
理
由
書
を
委
員
会
の
校
閲

と
承
認
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
見
合
わ
さ
れ
る
に
相
違
な
く
、
し
た
が
っ
て
同
書
は
そ
の
作
品
と
し
て
は
直
接
的
な
も
の
で
は
な
く
、



（卯）

た
だ
限
定
的
な
意
味
の
み
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
た
。
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
書
は
一
部
で
は
ド
イ
ツ
民
法
典
に
関
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
て
き
た
し
、
今
日
で
も
な
お
そ
う
み
な
さ
れ

（則）

て
い
る
の
で
あ
る
」
。
き
て
、
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
「
部
分
草
案
理
白
書
』
第
一
委
員
会
議
事
録
と
『
第
一
草
案
理

の
相
違
は
、
助
手
で
あ
っ
た
実
務
家
、
リ
l
べ
な
い
し
ア
ヒ
レ
ス
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
修
正
が
編
纂
作
業
遅
滞
防
止
と
い
う
政
策
的
理
由
か
ら
、
委
員
会
の
承
認
を
え
ず
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
部
分
を
第
一
草
案
の
起
草
趣
旨
の
確
定
の
た
め
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
と
も
か
く
「
官
版
」
と

し
て
公
刊
さ
れ
た
以
上
、
む
し
ろ
『
第
一
草
案
理
白
書
』
の
ほ
う
を
基
礎
と
す
べ
き
と
い
う
見
方
も
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
『
部
分
草
案
理
白
書
』
第
一
委
員
会
議
事
録
は
、
起
草
経
緯
に
つ
い
て
は
格
別
、
そ
の
趣
旨
の
確
定
の
た
め
の
資
料
か

ら
は
積
極
的
に
排
除
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
第
一
草
案
理
由
書
』
の
み
に
依
拠
し
て
い
た
か
つ
て
の
研
究
を
見
直
す
必
要
は
な

く
、
逆
に
、
新
資
料
を
駆
使
し
て
規
範
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
近
時
の
ド
イ
ツ
、
日
本
の
起
草
過
程
研
究
の
試
み
は
お
し
な
べ
て
不

当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
は
っ
き
り
と
支
持
す
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
右
に
述
べ
た
経

白
書
』

有体物規定に関する基礎的考察E

緯
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
同
書
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
誤
り
を
避
け
る
た
め
に
は
、
新
資
料
の
み
を

用
い
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
同
書
の
利
用
価
値
は
主
に
、
①
〔
立
法
資
料
〕
事
後
の
議
論
・
審
議
の
過
程
で

同
書
の
参
照
が
指
示
さ
れ
る
際
に
、
当
該
規
定
の
立
法
趣
旨
を
確
定
す
る
場
合
、
②
〔
ド
グ
メ
ン
ゲ
シ
ヒ
テ
〕
民
法
典
制
定
後
の
解

（位）

釈
論
が
同
書
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
際
に
、
理
論
史
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
・
日
本
と
も
に
今
日

で
も
『
第
一
草
案
理
白
書
』
を
基
礎
と
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
以
上
の
理
由
か
ら
こ
う
し
た
立
場
を
排
除
し

，．
E

O

 

J

ム
し
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（ヨ

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判
と
第
二
草
案
の
成
立

『
鑑
定
意
見
集
成
』
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1 帝
国
司
法
庁
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
開
口
二
叶
∞
に
対
す
る
批
判
を
、
本
稿
の
視
点
か
ら
整
理
し
直
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【

1
】
の
問
題
。
物
概
念
（
〔
1
〕
）
、
所
有
権
対
象
（
〔
3
〕
）
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
た
。
ブ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

物
権
を
「
物
に
関
す
る
直
接
的
現
実
的
支
配
」
と
み
る
「
第
一
草
案
理
白
書
』
の
解
釈
（
〔
M
2
〕
）
は
、
①
占
有
の
問
題
と
の
混

同
・
権
利
の
対
人
的
性
格
、
②
歴
史
的
正
当
化
の
困
難
性
、
③
「
積
極
的
給
付
に
向
け
ら
れ
た
」
絶
対
権
の
存
在
（
物
的
負
担
、
先

買
権
お
よ
び
土
地
債
務
）
、
④
「
絶
対
的
訴
訟
保
護
を
必
要
と
す
る
他
の
法
益
」
の
必
要
性
か
ら
支
持
で
き
な
い
。
物
権
を
「
絶
対

性
」
と
同
視
す
る
と
と
も
に
物
権
と
債
権
の
峻
別
を
相
対
化
し
、
「
あ
る
権
利
が
物
権
的
す
な
わ
ち
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
、

ど
の
範
囲
で
そ
う
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
民
経
済
上
の
必
要
と
法
政
策
的
様
式
の
考
慮
が
決
め
手
」
で
あ
る

と
い
う
（
〔
Z
1
〕
）
。
こ
う
し
て
、
か
れ
は
の
ち
に
み
る
ギ
I
ル
ケ
と
同
じ
よ
う
に
、
「
経
済
的
意
味
に
お
い
て
一
体
を
な
し
て
い
る

法
益
」
に
物
の
性
格
を
付
与
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
主
張
す
る
（
〔
Z
9
〕
）
。
ブ
ッ
ク
ス
に
反
対
す
る
の
は
ウ
ェ
ン
ト
で
あ
る
。

か
れ
は
、
物
権
と
物
と
の
結
合
を
堅
持
す
る
立
場
か
ら
、
「
物
権
の
対
象
と
内
容
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
た
物
権
と
債
権
債
務
関
係

上
の
権
利
の
聞
の
区
別
を
否
定
す
る
の
は
、
不
当
」
と
い
う
（
〔
Z
2
〕
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
物
の
原
子
論

的
物
質
的
解
釈
は
適
切
で
な
く
、
物
概
念
を
無
体
物
に
拡
張
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
「
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ

た
権
利
客
体
と
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
を
同
列
に
置
く
」
と
い
う
ド
イ
ツ
法
的
立
場
が
首
尾
一
貫
さ
れ
る
。
あ
る
権

利
の
客
体
を
、
「
そ
れ
自
体
で
価
値
を
有
し
か
っ
取
引
能
力
を
有
す
る
対
象
」
と
観
念
し
、
純
粋
主
観
的
な
意
思
関
係
か
ら
切
断
す

る
と
き
、
こ
の
観
念
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
は
、
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
権
利
客
体
と
同
質
性
か
つ
同
価
値
な
の
で

あ
る
。
他
方
で
、
物
と
物
の
上
の
権
利
が
明
確
に
峻
別
さ
れ
る
。
対
象
・
権
利
概
念
の
ほ
か
、
財
産
対
象
と
し
て
物
と
権
利
を
挙
げ

る
点
を
み
れ
ば
、
草
案
の
態
度
は
ロ

l
マ
法
と
同
じ
く
両
者
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
で
な
い
。
財
産
対
象
に
つ
い
て
は
、



客
観
的
意
味
で
は
物
の
み
を
、
主
観
的
意
味
で
は
権
利
の
み
を
指
示
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
（
〔
Z
6
〕
）
。
さ
ら
に
、
コ

l
ザ
ツ

ク
は
異
な
る
角
度
か
ら
草
案
の
物
概
念
に
対
し
て
批
判
を
投
げ
か
け
る
。
有
価
証
券
に
つ
き
物
と
み
る
の
か
権
利
と
み
る
の
か
が
一

定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
明
文
な
い
場
合
に
混
乱
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
〔
Z
H
〕）。

総
体
概
念
（
〔
2
〕
）
に
つ
い
て
も
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。
ギ
l
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
集
合
物
と
財
産
総
体
も
物
概
念
に
含
ま
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
集
合
物
に
つ
い
て
は
、
物
概
念
は
自
然
的
対
象
で
は
な
く
「
人
間
の
意
思
支
配
に
服
す
る
諸
関
係
の
な
か
で
自
然
と

労
働
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
物
的
財
貨
（
∞
R
F包
Z
円
）
」
で
あ
る
こ
と
、
従
来
の
立
法
お
よ
び
普
通
法
実
務
、
取
引
の
必
要
と
民
族

の
直
感
を
根
拠
と
し
、
草
案
の
個
別
的
な
対
処
を
批
判
す
る
。
②
財
産
総
体
に
つ
い
て
は
、
草
案
の
態
度
、
す
な
わ
ち
客
観
的
財
産

統
一
体
概
念
の
拒
絶
、
と
く
に
遺
産
に
み
ら
れ
る
技
巧
的
対
処
、
ド
イ
ツ
法
的
に
構
成
さ
れ
た
特
別
財
産
の
無
視
を
論
難
す
る

（
〔
Z
7
〕
）
。
ブ
ッ
ク
ス
も
ギ
l
ル
ケ
に
応
接
し
て
、
集
合
物
の
否
定
を
批
判
し
て
い
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
か
り
に
物
権
性
の
概
念

に
つ
い
て
草
案
の
立
場
に
与
し
た
と
し
て
も
、
現
実
的
支
配
力
を
行
使
し
う
る
自
然
的
総
体
上
の
物
権
は
承
認
さ
れ
は
ず
だ
か
ら
、

集
合
物
の
否
定
は
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
。
包
括
訴
訟
は
相
続
回
復
請
求
権
は
格
別
、
自
然
的
総
体
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い

（
〔
Z
9
〕
）
。
ド
イ
ツ
農
業
新
聞
は
集
合
物
上
の
登
録
質
の
導
入
と
の
関
連
で
、
物
概
念
の
拡
張
を
支
持
し
て
い
た
（
〔

z
m〕）。

有体物規定に関する基礎的考察E

【

2】

の
問
題
。
ま
ず
、
規
定
の
要
否
に
つ
き
、
ゴ
ー
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ズ
ロ
ウ
ォ
ス
キ
l
は
、
物
の
概
念
規
定
な
ど
、
物
規

定
の
多
く
を
「
余
計
」
「
無
駄
」
で
あ
る
と
し
て
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
（
〔
Z
5
〕
）
。
次
に
、
表
現
の
仕
方
に
つ
き
、
物
・
対
象
・

権
利
と
い
う
用
語
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
無
体
物
の
権
利
客
体
性
を
承
認
す
る
ギ
l
ル
ケ
の
立
場
（
【
l
｝）

か
ら
は
、
①

3の
o
m
g忠
告
向
日

Eと
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
に
よ
れ
ば
、

3
z
p

wα
弓
2
－wFoωRVOE
と
い
う
伝
来
の
表
現
が
も
っ
と
も
よ
く
適
し
て
お
り
、
＝
。

o
m
g
m
g
E
E
な
ど
は
お
よ
そ
法
的
特
徴
を
有

し
な
い
、
か
え
っ
て
－

h
o
m
g
ω
gロ
今
は
物
と
権
利
の
混
同
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
②
＝
同

2
Z
E
は
3
C
ロ
W
常
習
ユ
w
z

ωω
各
え
と
は
異
な
る
、
と
い
う
前
提
が
確
定
さ
れ
れ
ば
、

3
河
内
出
宮
E

と
い
う
表
現
の
使
用
が
絶
対
に
排
斥
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
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（
第
三
者
の
権
利
の
上
の
物
的
負
担
、
権
利
質
権
ま
た
は
権
利
用
益
権
）
け
れ
ど
も
、
物
と
権
利
の
混
同
に
つ
な
が
る
用
い
方
は
許
さ
れ
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な
い
（
譲
渡
人
の
義
務
、
売
主
の
義
務
、
3
同

2
F
Z
S同
R
F
z
t、
財
産
対
象
論
）
（
〔
Z
6
〕
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ブ
ッ
ク
ス
は
前
提

を
共
有
し
な
が
ら
（
【
1
】
）
も
、
こ
の
種
の
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
に
与
し
な
い
。
①
用
語
の
区
別
に
は
実
際
上
の
重
要
性
は
な
く
、
②

対
象
か
ら
物
を
分
離
す
る
こ
と
は
物
の
解
釈
の
誤
解
の
防
止
、
ハ
ン
デ
ィ
な
専
門
用
語
の
使
用
に
役
立
つ
と
い
う
の
で
あ
る
（
〔
Z

8
〕）。

【

3
】

の
問
題
に
つ
き
、

ベ
ッ
カ
l
は
、
他
編
へ
の
適
用
可
能
性
を
根
拠
と
し
て
、
物
の
概
念
規
定
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
物

規
定
を
総
則
に
移
行
す
る
よ
う
主
張
し
、
ピ
ン
グ
ナ
l
も
同
旨
を
述
べ
た
（
〔
Z
3
〕
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ロ
ス
ト
ッ
カ
l
・
ツ
ア

イ
ト
ゥ
ン
グ
は
、
物
権
法
の
冒
頭
に
お
く
の
が
正
当
で
あ
る
と
す
る
（
〔
Z
4
〕）。

2 

（回）

『
第
二
委
員
会
議
事
録
』

何
回

m
J
ミ
∞
に
つ
い
て
は
帝
国
司
法
庁
準
備
委
員
会
で
は
議
論
が
な
く
、
第
二
委
員
会
で
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ
ら
か

じ
め
次
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
二
委
員
会
で
は
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
よ
る
修
正
部
分
が
基
礎
と
さ
れ
た
形
跡
は
み
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
「
鑑
定
意
見
修
正
』
に
お
け
る
批
判
は
、
結
論
と
し
て
は
、
総
則
へ
の
移
行
を
除
い
て
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
委
員
会
で
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
第
一
委
員
会
と
同
様
、
【
2
】
と
【
3
】
の
問
題
で
あ
っ
た
。
【
1
】
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
『
部
分
草
案
理
白
書
』
（
前
稿
六

ωl【1
】
）
お
よ
び
こ
れ
を
受
け
た
第
一
委
員
会
議
事
録
（
前
稿
六
口
2｛
1
｝）

の
結
論
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
1
〕
物
概
念
を
有
体
物
に
制
限
す
る
こ
と
（
〔
P
E
6
〕
）
、
〔
2
〕
集
合
物
上
の
権
利
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
（
〔
P
E
6
〕
）
、
〔
3
〕
債
権
上
の
所
有
権
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
（
〔
P
E
m
〕
）
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
ブ
ッ

ク
ス
・
ギ
l
ル
ケ
の
批
判
（
臼
l
【1
｝
）
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
①
無
体
物
上
の
物
権
を
肯
定
す
る
見
解
（
〔
P
E
m
〕
）
、

②
債
権
用
益
権
・
債
権
質
権
を
物
の
そ
れ
と
同
等
と
み
る
見
解
（
〔
P
E
7
〕
）
が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
①
は
理
由
な
く
退
け
ら



れ
（
〔
p
I
m〕
）
、
②
に
つ
い
て
は
言
葉
の
問
題
に
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（
〔
P
H
8
〕
）
（
以
下
【
2
】
③
参
照
）
。

【2
】
の
問
題
に
つ
き
、
第
二
委
員
会
は
、
〔
1
〕
物
概
念
の
定
義
規
定
を
維
持
し
た
。
第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
〔
2
〕
集
合

物
、
〔
3
〕
所
有
権
対
象
を
独
立
の
条
文
と
し
て
明
記
す
る
か
ど
う
か
が
部
分
草
案
の
規
定
と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
た
（
前
稿
六
口

2
【
2
】
〔
2
〕
〔
3
〕
）
が
、
第
二
委
員
会
で
は
も
は
や
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。

定
義
規
定
に
つ
い
て
は
、
第
一
委
員
会
と
同
様
（
前
稿
六
口
2
｛

2
】
〔
1
〕
）
、
ま
た
、
ゴ

l
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ズ
ロ
ウ
ォ
ス
キ
ー

有体物規定に関する基礎的考察E

の
批
判
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
（
臼
1
【
2
】
）
、
削
除
の
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
次
の
理
由
で
否
定
さ
れ
た
。
①
言
葉
の
用

法
を
明
確
に
す
る
と
い
う
「
目
的
」
を
有
す
る
こ
と
（
〔
P
E
5
〕
）
、
②
「
実
質
的
に
は
」
集
合
物
上
の
権
利
な
る
も
の
が
承
認
さ

れ
な
い
と
い
う
命
題
が
導
出
さ
れ
る
こ
と
（
〔
P
E
6
〕
）
。
権
利
用
益
権
、
権
利
質
権
の
存
在
が
「
い
わ
ば
変
則
的
な
も
の
」
と
さ

れ
る
、
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
③
こ
れ
は
む
し
ろ
物
権
法
と
い
う
表
題
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
「
小
さ
な
不
正
確
は
単

純
な
言
語
の
用
法
の
利
益
の
た
め
に
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
反
論
し
、
ま
た
、
当
然
推
知
で
き
る
・
他
の
法
を

排
除
す
る
意
味
し
か
な
い
・
教
義
的
性
格
を
有
す
る
と
い
う
削
除
提
案
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
④
言
語
用
法
の
安
定
性
と
い
う
利
益
、

無
体
物
上
の
所
有
権
否
定
の
明
白
な
表
現
と
い
う
点
か
ら
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
（
〔
P
E
m
〕
）
と
批
判
し
て
い
る
。
第
一
委
員
会

と
対
比
す
る
と
、
言
語
用
法
の
明
確
化
（
①
④
）
は
〔
p
I
m
〕
、
集
合
物
上
の
権
利
の
否
定
（
②
）
は
〔
P
I
m
〕
、
無
体
物
上
の

所
有
権
の
否
定
（
④
）
は
〔
p
I
m
〕〔
p
I
M
〕
と
同
旨
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
複
の
回
避
（
〔
P
I
日
〕
〔
p
I
U
〕
参
照
）
、

＝
ω
R
v
t
と
＝
。
omgω
宮
口
仏
E

の
区
別
（
〔
p
I
M〕
）
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
前
者
、
す
な
わ
ち
重
複
回
避
に
つ
い
て
は
、
定

義
規
定
そ
の
も
の
を
持
た
な
か
っ
た
ヨ
l
ホ
ウ
も
指
摘
し
て
い
た
（
〔
J
n
〕
参
照
）
。
他
方
、
反
論
の
か
た
ち
を
と
っ
て
説
か
れ
た

ク
小
さ
な
不
正
確
ψ

論
は
、
第
二
委
員
会
で
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【3
】
の
問
題
。
総
則
へ
の
移
行
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
「
編
集
会
議
」
マ
タ
i
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
〔
P
E
H
〕〔
P
E
U
〕
）
。
も

っ
と
も
、
編
集
会
議
の
成
果
で
あ
る
第
二
委
員
会
決
議
暫
定
集
成
、
編
集
会
議
決
議
暫
定
集
成
で
は
、
こ
の
移
動
は
行
わ
れ
な
か
っ
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た
。
し
か
し
、
第
二
草
案
に
い
た
る
と
、
物
の
定
義
規
定
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
規
定
が
、
開
園

mJミ
m
w
l
ロ
と
し
て
総
則
に
移
し

替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
移
行
は
、
編
集
会
議
が
第
二
草
案
・
物
権
法
の
テ
ク
ス
ト
を
確
定
す
る
最
後
の
段
階
、
一
九
八
四
年
三
月

前
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
資
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
二
委
員
会
が
、
物
権

法
冒
頭
に
置
く
旨
を
定
め
た
部
分
草
案
（
前
稿
六
口
1
【

3
】
）
と
第
一
委
員
会
議
事
録
（
前
稿
六
O
2【
3
】
）
の
立
場
を
退
け
、
第
一

委
員
会
で
は
排
斥
さ
れ
た
反
対
提
案
（
同
）
、
ベ
ッ
カ
！
と
ビ
ン
グ
ナ
l
批
判
（
臼
1
【

3
】
）
を
受
け
容
れ
た
格
好
に
な
っ
た
。
反

対
・
批
判
見
解
の
根
拠
は
物
規
定
の
他
編
へ
の
適
用
可
能
性
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
着
目
す
る
と
、
総
則
へ
の
移
行
は
、

人
・
権
利
主
体
、
物
・
権
利
客
体
と
い
う
体
系
的
考
慮
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
構
成
は
理
論
上
、

狭
い
物
概
念
で
は
な
く
、
広
い
物
概
念
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
限
り
で
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
で
は
な
く
、
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ

l
テ

イ
オ
l
ネ
ン
体
系
に
親
和
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

104 

（倒）

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
編
集
会
議
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
編
集
会
議
は
、
委
員
長
ハ

1
ナ
ウ
ア
l
、
総
括
報
告
者
ブ
ラ
ン
ク
、

そ
し
て
個
別
報
告
者
、
物
権
法
に
つ
い
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
参
事
官
・
キ
ユ
ン
ツ
エ
ル
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
会
議
の
役

割
は
総
会
が
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
か
つ
法
政
策
的
な
問
題
に
集
中
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
負
担
を
軽
減
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
非
法
律
家
委
員
に
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
本
会
議
は
体
系
お
よ
び
テ
ク
ス
ト
確
定
に
関
す
る
問
題
に
は
原
則
と
し
て
取
り

組
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
同
会
議
は
第
一
委
員
会
の
編
集
委
員
会
に
比
し
て
多
く
の
裁
量
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
、
第
二
委
員
会
が
第
一
委
員
会
と
は
異
な
り
、
総
則
へ
の
移
行
の
可
否
を
編
集
段
階
に
白
紙
委
任
し
た
理
由
は
明
ら
か
に
な
る
。

し
か
し
、
編
集
会
議
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
総
則
へ
の
移
動
を
結
論
し
た
の
か
は
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四）

ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立

こ
う
し
て
第
二
草
案
で
は
第
一
草
案
と
同
一
の
文
面
、
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
物
と
は
、
有
体
的
対
象
の
み
を
意
味
す
る
」
が
、



第
一
編
総
則
の
第
二
章
「
物
」
に
設
け
ら
れ
た
（
何
回

ω
3
m）
。
こ
の
規
定
は
内
容
・
位
置
と
も
に
修
正
な
く
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
（
回
の
回
仰
句
。
）
。

総
括

I
l
l本
研
究
の
位
置

有体物規定に関する基礎的考察E

先
行
研
究
の
評
価

本
研
究
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
物
概
念
規
定
の
立
法
趣
旨
の
実
証
的
解
明
を
課
題
と
し
た
。
前
稿
と
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の

考
察
に
よ
り
、
こ
の
課
題
は
す
で
に
応
答
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
研
究
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先

行
研
究
の
評
価
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
先
行
研
究
が
用
い
て
き
た
資
料
の
範
囲
は
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。
も
と
よ
り
、
ヤ

l
コ
プ
ス
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
よ
る
新
資
料
の
公
刊
の
前
後
で
は
資
料
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
が
異
な
る
か
ら
、
一
概
に
比
較
す
る
の

は
公
平
で
な
い
。
し
か
し
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
と
『
第
二
委
員
会
議
事
録
」
に
し
て
も
、
部
分
的
な
考
察
、
と
く
に
当
該
規
定

の
理
由
が
直
接
に
示
さ
れ
た
箇
所
だ
け
し
か
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
新
資
料
が
公
刊
さ
れ
た
今
日
で
は
閲

覧
可
能
性
の
点
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
ら
な
い
。
物
概
念
を
有
体
的
対
象
に
制
限
す
る
基
礎
的
理
由
を
述
べ
る
の
は
、
『
部
分
草
案

理
白
書
」
で
あ
る
。
物
概
念
規
定
は
部
分
草
案
の
審
議
に
お
け
る
提
案
を
原
型
と
す
る
と
こ
ろ
、
第
一
委
員
会
議
事
録
を
参
照
し
な

け
れ
ば
定
義
規
定
を
置
く
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
第
一
草
案
理
白
書
』
を
用
い
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
こ

と
は
す
で
に
強
調
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
近
時
の
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
新
資
料
を
用
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
『
第
一
草
案
理
白

書
』
『
第
二
委
員
会
議
事
録
』
の
際
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
考
察
範
囲
は
狭
く
、
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、

「
部
分
草
案
理
白
書
』
第
一
委
員
会
議
事
録
と
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
の
対
比
分
析
の
作
業
が
欠
け
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
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た
考
察
範
囲
の
断
片
性
は
、
自
己
の
主
張
・
理
解
を
導
く
た
め
に
必
要
な
限
り
で
立
法
資
料
を
援
用
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
事
情
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と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
主
要
な
物
概
念
研
究
に
お
け
る
起
草
資
料
の
取
扱
い
を
、
各
々
新
資
料
の
刊
行

（町）

前
後
に
分
け
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

に）

（鮪）

ド
イ
ツ

1 

新
資
料
刊
行
前

（肝）

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
民
法
典
施
行
後
ま
も
な
く
、
ゾ
l
ム
の
対
象
論
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
同
理
論
の

（錨）

核
心
は
、
対
象
概
念
が
財
産
法
体
系
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、
「
対
象
」
と
は
「
処
分
行
為
取
引
の
対
象
」
を
意
味
し
て
い

る
こ
と
、
こ
の
意
味
で
処
分
可
能
な
権
利
は
対
象
に
含
ま
れ
、
物
も
権
利
と
等
置
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
ゾ
l
ム
自
身
は

切
の
回

m
g
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
つ
い
た
の
が
も
っ
と
も
手
厳
し
い
批
判
者
、

（伺）

ビ
ン
ダ
ー
で
あ
る
。
か
れ
は
、
対
象
は
統
一
的
な
概
念
で
は
な
い
こ
と
、
一
次
的
に
は
「
財
産
構
成
要
素
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
処
分
対
象
は
物
で
は
な
く
権
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
際
、
ゾ
l
ム
テ
I
ゼ
は
立
法
者
意
思
に
反
す
る
と

批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
お
け
る
何
回

ω
コ
∞
の
理
由
の
う
ち
、
〔
M
m
〕〔
M
泊〕

1
〔M
M
〕
の
テ
ク
ス
ト

（

削

）

（

加

）

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
〔
M
m
〕〔
M
お
〕
の
内
容
を
要
約
し
な
が
ら
、
〔
M
担
〕
j
〔
M
M〕
か
ら
は
一
見
ゾ

I
ム
テ
l
ゼ
が
導
か
れ

そ
う
で
あ
る
が
、
と
く
に
〔
M
m
〕
に
着
目
し
て
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
理
白
書
は
対
象
を
「
物
件
」
の
意
味
で
、
す
な
わ
ち
「
ロ

（即）

l
マ
人
が
＝
、
S
E
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
の
と
」
同
じ
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
、
「
物
と
権
利
が
対

（問）

象
で
あ
る
の
は
、
権
利
ま
た
は
処
分
の
対
象
だ
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
観
念
の
対
象
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
は
と
く
に
ギ
1
ル
ケ
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
（
〔
Z
6
〕〔
Z
7
〕
対
応
部
分
頁
を
引



（胤）用
）
、
『
第
二
委
員
会
議
事
録
」
〔

p
I
1〕
以
下
を
引
い
て
、
第
二
委
員
会
は
さ
し
た
る
検
討
も
な
く
こ
れ
を
受
け
容
れ
た
こ
と
を

（

加

）

（

瑚

）

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ビ
ン
ダ
！
と
同
じ
よ
う
に
ゾ

l
ム
を
批
判
す
る
の
は
、
ト
ゥ

l
ル
で
あ
る
。
か
れ
は
、
〔
M
M
M
〕
を
引
き
つ

つ
対
象
概
念
は
法
律
上
有
体
物
と
無
体
物
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
非
常
に
一
般
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
処
分
と
関
連
（加）

す
る
の
は
権
利
だ
け
で
あ
り
、
物
に
関
す
る
処
分
と
は
、
精
確
に
い
え
ば
物
の
上
に
存
す
る
所
有
権
の
処
分
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
物
と
所
有
権
を
処
分
客
体
と
し
て
同
一
視
す
る
ゾ

l
ム
の
見
解
は
、
「
わ
た
し
の
考
え
に
よ
れ
ば
普
通
法
学
説
に
よ
っ

（

瑚

）

（

瑚

）

て
す
で
に
克
服
さ
れ
た
ロ

l
マ
の
区
分
へ
の
逆
戻
り
」
で
あ
る
と
論
難
す
る
。
他
に
も
こ
の
論
争
に
参
与
し
た
も
の
は
あ
っ
た
け
れ

有体物規定に関する基礎的考察E

ど
も
、
切
の
回

ω
き
の
起
草
過
程
に
関
心
を
向
け
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

対
象
論
論
争
は
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
性
格
を
つ
よ
く
有
し
て
い
た
が
、
歴
史
的
・
哲
学
的
研
究
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
た
わ

（旧）

け
で
は
な
い
。
な
か
で
も
卓
越
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ッ
サ
l
ル
の
研
究
で
あ
る
。
か
れ
は
、
所
有
権
概
念
形
成

に
つ
い
て
様
々
な
段
階
を
区
別
す
る
。
川
原
初
状
態
で
は
所
有
権
で
は
な
く
、
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
個
々
の
法
成
員
と
特
定
の
財

（山）

と
の
関
係
（
も
江
田
陣
話
回
m
g
B富
山
。
ロ
E

）
の
み
が
存
す
る
。
川
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
こ
の
関
係
の
客
体
が
法
化
し
、

3
河
内
沼
町
民
ω
・

（山）

自
己
管
内
山
仲
間
W
O伊
丹

E

す
な
わ
ち
法
成
員
と
権
利
客
体
、
所
有
権
と
の
関
係
が
生
じ
、
こ
う
し
て
財
そ
の
も
の
は
巴

mgszt。
ロ
の

客
体
で
あ
る
こ
と
を
停
止
す
る
。
法
と
の
関
係
で
は
物
と
所
有
権
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
物
は
法
と
の
関
係
で
は
所
有
権
と
し
て

（出）

だ
け
問
題
と
な
る
。
最
後
に
、
例
様
々
な
君
。
1
R
F
W
E
が
物
か
ら
思
考
上
切
り
離
さ
れ
、
独
立
の
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
た
と
え
ば
、

Z
E
N
E
Zロ
と
い
う
君
。

2
2
E。
宮
が
独
立
の
権
利
客
体
－

zo回
可
き
舎
を
形
成
す
る
。
こ
の
客
体
は
、

（出）

第
一
秩
序
の
財
お
よ
び
権
利
対
象
と
し
て
の
物
そ
れ
自
体
と
な
ら
ぶ
、
第
二
秩
序
の
財
と
し
て
現
れ
る
。
ロ
ー
マ
人
よ
り
ミ
之
手

（出）

sミ
ミ
ね
な
ω
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
こ
の
高
次
の
権
利
対
象
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
物
と
所
有
権
の
同
定
に
つ
い
て
の
歴
史
的

（

m） 

理
論
的
説
明
は
ゾ

l
ム
テ
l
ゼ
を
深
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
｜
｜
こ
の
高
度
に
抽
象
的
な
理
論
体
系
か
ら
推
測
さ
れ

る
よ
う
に
ー
ー
か
れ
の
関
心
が
切
の
回

ω
句
。
の
起
草
過
程
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
物
概
念
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
と
し
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（

山

）

（

川

）

て
は
、
ゾ
コ
ロ
ウ
ス
キ
ィ
の
研
究
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
か
れ
は
「
物
概
念
と
い
わ
ゆ
る
有
体
物
」
の
と
こ
ろ
で
は
古

（川）

代
法
研
究
を
中
心
と
す
る
。
他
方
、
「
集
合
物
と
現
代
法
に
お
け
る
物
」
で
は
切
の
回

m
g
に
触
れ
て
い
る
が
、
立
法
資
料
を
引
く

の
は
集
合
物
肯
定
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
批
判
す
る
、
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
第
一
草
案
理
白
書
」
「
集
合

物
」
〔

M
n〕
を
引
き
な
が
ら
、
集
合
物
の
権
利
客
体
性
を
厳
格
に
否
定
し
、
た
と
え
ば
集
合
物
上
の
用
益
権
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

（瑚）

で
も
個
物
が
物
権
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
が
、
諸
立
法
か
ら
み
れ
ば
「
不
可
解
」
な
立
場
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で

は
、
聞
の
回

m
g
の
規
範
的
意
味
を
実
証
的
に
確
定
す
る
と
い
う
作
業
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
（阻）

ナ
チ
ス
の
法
改
革
運
動
は
、
切
の
∞

m
g
に
対
し
て
も
批
判
を
向
け
た
。
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
現
行
法
は
二
重
の
意
味
で

疑
わ
し
い
。
ま
ず
、
首
尾
一
貫
す
れ
ば
同
規
定
は
総
則
で
は
な
く
物
権
法
に
置
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、
有
体
物
に
制
限
し
て

い
る
の
は
相
当
で
な
い
。
「
広
い
機
能
的
な
物
概
念
だ
け
が
：
：
：
権
利
、
企
業
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
有
体
物
と
同
一
の
機
能
的
価

値
を
有
す
る
共
同
体
の
社
会
的
秩
序
を
対
象
と
す
る
法
の
現
実
の
使
命
に
適
合
す
る
。
だ
か
ら
、
来
た
れ
る
法
は
内
容
的
に
は
［
諸

国
に
み
ら
れ
る
の
と
］
同
様
に
広
い
物
概
念
（
対
象
）
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
今
日
の
物
権
法
の
代
わ
り
に
財
産
法

2
2・

（国）

E
O
m
g
m
B各
件
）
を
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」
。
導
入
部
で
「
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
第
一
に
こ
の
特
異
な
出
発
点
に
立
ち
入
ら
な
け
れ
ば

（凶）

な
ら
な
い
」
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
と
し
て
引
か
れ
る
の
は
『
第
一
草
案
理
白
書
』
「
集
合
物
」
〔
M
U
〕
以
下
だ
け
で
あ

（幽）る
。
し
か
も
、
同
書
を
批
判
対
象
で
あ
る
「
支
配
的
理
論
」
、
す
な
わ
ち
集
合
物
否
定
説
の
典
拠
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

（悶）

切
の
回
聞
き
の
包
括
研
究
と
し
て
は
レ
l
ル
と
ヒ
ル
の

U
Z
8江
主
芯
ロ
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
で
も
基
本
文
献
と
み
ら
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。

（邸）

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
も
の
で
は
、
ラ
l
レ
ン
ツ
の
対
象
論
が
重
要
で
あ
る
。
か
れ
は
権
利
対
象
を
二
つ
に
区
別
す
る
。
「
第
一

秩
序
の
権
利
対
象
」
は
「
支
配
権
ま
た
は
収
益
権
の
対
象
、
狭
義
の
権
利
客
体
」
を
意
味
し
、
「
第
二
秩
序
の
権
利
対
象
」
は
「
権

（問）

利
主
体
が
法
律
行
為
に
よ
り
処
分
で
き
る
対
象
」
「
処
分
対
象
」
で
あ
り
、
「
権
利
と
権
利
関
係
」
を
い
う
。
た
と
え
ば
、
あ
る
人
の
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所
有
権
が
存
立
す
る
物
は
第
一
秩
序
の
権
利
対
象
で
あ
り
、
其
の
物
の
上
に
存
立
す
る
所
有
権
は
第
二
秩
序
の
権
利
対
象
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
第
一
秩
序
の
権
利
対
象
に
は
物
（
切
の
回
m
由
。
）
の
ほ
か
に
、
「
第
三
者
に
対
し
て
有
効
な
支
配
権
ま
た
は
用
益
権
が
存

（国）

在
し
う
る
無
体
的
対
象
」
「
法
秩
序
が
支
配
権
ま
た
は
収
益
権
を
承
認
す
る
一
定
の
無
体
的
対
象
」
、
た
と
え
ば
精
神
的
作
品
、
発
明

（悶）

な
ど
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
レ
l
ア
ブ
l
フ
と
い
う
著
作
の
性
格
も
あ
っ
て
か
、
物
概
念
の
形
成
史
は
考
察
さ
れ
て
い

な
し
。

（瑚）

個
別
問
題
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
は
、
ベ
ッ
カ
！
と
ベ
ル
ナ
ー
に
よ
る
構
成
部
分
研
究
が
、
物
概
念
論
一
般
に
お
い
て
も
注
目
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
の
問
題
に
関
わ
る
記
述
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
構
成
部
分
と
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
合
わ
せ
て
取

（問）

り
上
げ
、
科
学
技
術
の
進
展
の
物
概
念
に
対
す
る
影
響
を
論
じ
る
ミ
ユ
ラ
l
ア
イ
ゼ
ル
ト
も
、
や
は
り
切
の
回

m
句
。
の
起
草
過
程
に

（問）

は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
ブ
レ
ッ
ヒ
ャ

l
の
企
業
概
念
研
究
は
犀
利
な
分
析
・
検
討
を
含
ん
で
い
る
が
、
ー
l
副
題
に
あ
る
よ
う
に

｜
｜
理
論
的
基
礎
づ
け
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
実
証
研
究
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

有体物規定に関する基礎的考察E

（

m） 

新
資
料
刊
行
後

近
時
で
は
、
物
概
念
の
発
展
史
研
究
と
し
て
重
要
な
も
の
が
二
つ
現
わ
れ
て
い
る
。

れ
は
主
に
ロ

l
マ
法
を
対
象
と
す
る
が
、
切
の
回

ω
句
。
の
起
草
過
程
に
も
詳
し
く
立
ち
入
り
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
「
第
二
委
員
会

議
事
録
』
の
み
な
ら
ず
、
『
部
分
草
案
理
白
書
』
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
『
部
分
草
案
理
白
書
』
は
「
物
の
概
念
」
し

か
顧
慮
し
て
お
ら
ず
、
第
一
委
員
会
議
事
録
も
物
規
定
の
位
置
と
吋
開

l
E各
同
m
H
の
要
否
に
関
す
る
審
議
の
結
論
以
外
は
参
照

し
て
い
な
い
。
『
第
一
草
案
理
白
書
』
『
第
二
委
員
会
議
事
録
」
の
援
用
部
分
も
限
定
的
で
あ
る
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、
①
『
第
一

（郎）

草
案
理
白
書
』
を
『
部
分
草
案
理
由
書
」
の
「
き
わ
め
て
簡
潔
な
要
約
」
と
一
言
で
評
価
し
て
い
る
点
、
②
〔
P
E
H
〕
を
引
き
な

が
ら
第
二
委
員
会
は
物
規
定
の
総
則
へ
の
以
降
に
「
し
た
が
っ
日
」
と
断
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
詳
し
く
み
て
き
た
よ
う
に
、
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一
つ
は
、
ベ
ッ
カ
l
の
論
考
集
で
あ
る
。
か
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①
②
双
方
と
も
に
実
証
的
に
は
維
持
で
き
な
い
。
か
れ
の
考
察
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
同
部
分
草
案
か
ら
第
一
草
案
ま
で
に
つ
い
て

は
、
川
叶
開
ー
∞
宮
町
間
m
M
の
条
文
・
理
由
づ
け
と
し
て
、
〔
J
U
〕
1
〔j
n
〕
［
単
純
か
つ
明
確
な
物
権
法
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ

ン
ト
法
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
民
法
典
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
民
法
典
、

（即）

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
民
法
典
草
案
、
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
民
法
典
草
案
］
を
詳
細
に
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
か
な
ら
ず
し
も
資
料
に
忠
実

で
な
く
、
ま
た
、
資
料
に
な
い
情
報
を
付
加
し
て
い
る
。
他
の
部
分
の
資
料
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
川
第
一
委
員
会
に
お
け
る
審

（瑚）

議
に
つ
い
て
は
、
〔
P
I
9
〕
［
総
則
へ
の
移
行
の
提
案
の
却
下
］
〔
p
I
日
〕
［
言
葉
の
定
義
へ
の
置
換
え
］
を
指
摘
す
る
が
、
理
由

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
川
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
関
し
て
、
〔
M
m
〕
［
ロ

l
マ
法
］
〔
M
8
〕
［
有
体
物
制
限
］
〔
M
M〕

（

m） 

〔M
U
〕
［
物
規
定
の
権
利
へ
の
不
適
用
・
法
律
上
の
例
外
許
容
］
〔
M
幻
〕
［
集
合
物
否
定
］
の
み
を
紹
介
す
る
。
こ
う
し
て
、
「
部

分
草
案
理
白
書
』
と
『
第
一
草
案
理
白
書
」
を
同
趣
旨
の
も
の
と
み
て
い
る
が
、
右
①
で
指
摘
し
た
と
お
り
正
当
で
な
い
。
川
第
二

草
案
に
つ
い
て
は
、
〔
P
E
7
〕
［
権
利
用
益
権
、
権
利
質
権
］
〔
P
E
m
〕
［
債
権
上
の
所
有
権
］
の
疑
念
、
却
下
の
結
論
を
指
摘
し
、

（瑚）

理
由
に
つ
い
て
は
〔
P
E
8
〕
［
小
さ
な
不
利
益
］
だ
け
を
挙
げ
る
。
〔
P
E
H
〕
［
総
則
へ
の
以
降
の
決
議
］
を
引
き
、
総
則
へ
の

移
行
を
指
摘
す
る
が
、
右
②
で
批
判
し
た
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
リ
ユ
フ
ナ
l
が
担
当
し
た
国
間
関
（
歴
史
的
・
批

（凶）

判
的
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
）
の
物
規
定
（
切
の
回

m
m
g
1
5
ω
）
部
分
で
あ
る
。
か
れ
は
切
の
回
仰
句
。
の
起
草
過
程
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
第
一
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
比
較
的
詳
し
く
紹
介
す
る
一
方
、
『
部
分
草
案
理
由
書
』
は
「
物
の
概
念
」
の
核

心
部
分
の
参
照
を
指
示
す
る
に
と
ど
め
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
『
第
二
委
員
会
議
事
録
」
に
い
た
っ
て
は
引
用
す
ら
し
て
い
な
い
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
約
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
資
料
の
重
き
の
置
き
方
に
興
味
が
引
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
こ
う
で
あ

る
。
同
『
部
分
草
案
理
白
書
』
に
つ
い
て
は
、
〔
J
U〕
以
下
を
引
き
、
司
開

l
E島
問
仰
同
は
普
通
法
上
の
ミ
句
概
念
と
自
然
法
的

（凶）

法
典
編
纂
の
物
概
念
を
拒
絶
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
と
す
る
。
川
第
一
委
員
会
議
事
録
に
関
し
て
は
、
第
一
委
員
会
に
お
け
る
ブ

ラ
ン
ク
の
提
案
が
有
体
物
規
定
の
原
型
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
〔
p
I
m〕
［
権
利
も
含
ん
だ
包
括
的
な
さ
ω
概
念

llO 



の
排
除
（
ヨ
l
ホ
ウ
と
同
様
）
］
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
〔

p
I
M〕
［
対
象
概
念
〕
〔

p
I
m〕
［
一
言
葉
の
定
義
の
位
置
］
を
引
用
す

（
瑚
）る。

ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
物
概
念
研
究
と
し
て
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
変
遷
が
物
概
念
に
与
え
う
る
影
響
を
具
体
的
に
論
じ
た
、

（胤）

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
l
の
も
の
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
切
の
∞
仰
ぎ
の
物
概
念
か
ら
出
発
す
る
に
も
か
か
わ

（国）

ら
ず
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
規
範
的
意
味
の
確
定
に
は
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
ロ

Z
2江
主
宮
口
と
し
て
、
ケ
l
リ
ン
の
包
括

研
究
が
現
れ
て
い
る
が
、
直
接
の
対
象
が
ス
イ
ス
法
で
あ
る
か
ら
か
、
切
の
回

m
g
の
起
草
過
程
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
直
近

（必）

に
公
刊
さ
れ
た
フ
ュ
ラ
l
の
同
州
WE
－－st。ロ
ω
ω
各
同
国
丹
は
、
ド
グ
マ

l
テ
ィ
ク
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
物
権
法
の
独
立
性
は
基
礎

づ
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
視
点
か
ら
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
視
角
は
物
概
念
で
は
（叩）

な
く
物
権
概
念
お
よ
び
物
権
法
上
の
諸
準
則
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
切
の
回

ω
∞O
の
起
草
過
程
の
実
証
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
の
視
座
か
ら
と
く
に
問
題
と
み
ら
れ
る
の
は
、
「
部
分
草
案
理
由
書
」
「
物
権
法
の
独
立
的
地
位
」
〔

J
1〕
j
〔
J
8〕
［
ヨ

l
ホ

ウ
に
よ
る
サ
ヴ
ィ
ニ

l
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
容
］
と
『
第
一
草
案
理
白
書
』
「
草
案
の
体
系
に
お
け
る
物
権
法
の
地
位
」
「
物
権
」

（瑚）

〔
M
l
〕
1
〔
M
8〕
を
と
も
に
引
用
し
、
両
者
を
連
続
的
に
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
資
料
の
参
照
箇
所
は
異
な
る
も
の
の
、
ベ
ッ

有体物規定に関する基礎的考察E

カ
l
と
同
様
の
問
題
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（ヨ

本

新
資
料
刊
行
前

日

（
瑚
）

初
期
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
瀦
信
三
の
研
究
で
あ
る
。
か
れ
は
無
体
物
概
念
の
排
斥
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、

（問）

そ
の
文
脈
で
、
「
仏
法
系
ノ
観
念
ヲ
排
斥
シ
テ
本
法
ニ
於
テ
物
ト
ハ
有
体
物
ノ
ミ
ヲ
謂
フ
モ
ノ
ナ
リ
ト
明
言
」
し
た
何
回

ω
ゴ
∞
の
理

（問）

由
を
探
求
す
る
。
も
っ
と
も
、
「
独
逸
現
行
民
法
第
九
十
条
亦
之
ニ
依
レ
ル
コ
ト
勿
論
」
と
し
、
何
回

m
Jミ
∞
か
ら
切
の
回
仰
ぎ
を
つ
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な
ぐ
『
第
二
委
員
会
議
事
録
』
は
顧
慮
し
な
い
。
開
ロ
コ
吋
∞
に
つ
い
て
も
、
「
第
一
草
案
理
白
書
』
の
う
ち
、
直
接
開
ロ
コ
吋
∞
に

触
れ
る
「
物
の
概
念
」
の
し
か
も
一
部
、
す
な
わ
ち
〔
M
m
〕
［
ロ

l
マ
法
］
〔
M
m
〕〔
M
ぬ
〕
［
近
世
法
］
の
内
容
を
紹
介
す
る
に

（

国

）

（

問

）

と
ど
ま
る
。
こ
う
し
て
、
か
れ
に
よ
れ
ば
、
「
理
白
書
ハ
別
ニ
其
理
由
ヲ
詳
述
ス
ル
所
ナ
」
い
、
と
断
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（国）

我
妻
栄
は
近
代
債
権
論
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
出
発
し
、
と
く
に
担
保
・
集
合
物
・
企
業
を
め
ぐ
る
議
論
を
念
頭
に
お
い
て
、
社
会

的
経
済
的
事
情
と
法
律
的
概
念
と
い
う
論
理
を
媒
介
に
、
物
概
念
の
拡
張
を
主
張
し
た
（
法
律
上
の
排
他
的
支
配
可
能
性
説
）
。
け
れ
（悶）

ど
も
、
日
本
民
法
八
五
条
が
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
と
す
る
切
の
∞
仰
ぎ
に
つ
い
て
は
、
「
物
の
観
念
を
個
々
の
有
体
物
に
限
［
る
］
」
、

（

問

）

（

即

）

「
こ
れ
［
無
体
物
概
念
］
を
排
斥
し
た
」
、
「
有
体
物
主
義
の
理
論
を
貫
徹
し
て
集
合
物
：
：
：
の
観
念
を
認
め
な
か
っ
た
」
と
い
う
結

論
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
理
由
い
か
ん
は
考
証
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
近
代
所
有
権
論
の
視
角
か
ら
物
権
の
客
体
と
し
て

（国）

の
有
体
物
の
意
義
を
評
価
す
る
、
川
島
武
宜
は
、
規
定
の
位
置
と
の
関
係
で
、
回
の
回

m
g
の
起
草
過
程
に
関
心
を
向
け
る
。
『
第

一
草
案
理
白
書
」
「
物
の
概
念
」
〔
M
m
〕
以
下
を
引
用
し
て
、
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
も
こ
の
規
定
［
日
本
民
法
八
五
条
］
に
相

当
す
る
第
九
O
条
は
総
則
編
中
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
同
条
に
あ
た
る
第
七
七
八
条
は
物
権
編
中
に
位
置

（四）

せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
『
理
由
書
』
は
問
題
を
専
ら
物
権
の
客
体
の
表
現
方
法
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
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な
ぜ
切
の
回
仰
句
。
（
総
則
編
）
で
は
な
く
、
何
回
仰
寸
寸
∞
お
よ
び
『
第
一
草
案
理
白
書
』
（
物
権
編
）
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
規
定
の
位
置
以
上
に
、
自
身
の
テ
l
ゼ
が
同
条
に
込
め
ら
れ
た
規
範
的
意
味
と
合
致

し
て
い
る
か
を
実
証
的
に
検
証
す
る
作
業
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（

削

）

（

附

）

（

問

）

債
権
所
有
権
論
、
集
合
物
論
、
財
産
論
に
も
目
を
引
く
も
の
が
あ
る
が
、
有
体
物
制
限
と
い
う
結
論
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
で
、
な

ぜ
有
体
物
に
制
限
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
考
証
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

（胤）

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
新
資
料
が
刊
行
さ
れ
る
少
し
前
に
、
曽
田
厚
は
物
概
念
の
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
、
切
の
回
仰
ぎ
の
起

草
過
程
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
与
え
た
。
そ
の
際
に
は
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
つ
い
て
は
「
物
の
概
念
」
「
集
合
物
」
の
ほ
か
、
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「
一
般
的
視
点
」
、
と
く
に
「
物
権
の
概
念
」
に
目
が
配
ら
れ
て
い
る
。
『
第
二
委
員
会
議
事
録
』
が
顧
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま

（

胤

）

で
も
な
い
。
ま
ず
、
刷
物
概
念
一
般
に
つ
き
、

ω
〔M
m
〕
［
ロ

l
マ
法
の
状
況
］
〔
M
8〕
［
現
実
的
支
配
力
］
を
直
接
引
用
す
る

（

邸

）

と
と
も
に
、
川
〔
P
E
H
〕
は
総
則
移
行
の
理
由
を
語
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、
刷
物
定
義
規
定
の
法
的
意
義
と
し
て
、

（

瑚

）

川
〔
M
お
〕
［
二
義
的
解
釈
防
止
］
〔
P
E
m
〕
①
［
用
語
法
の
確
実
性
］
を
引
い
て
熟
語
的
意
義
説
の
系
譜
を
一
不
す
と
と
も
に
、
物

（

即

）

権
的
意
義
説
批
判
の
文
脈
で
、
〔
P
H
7
〕
［
有
体
物
以
外
の
対
象
上
の
権
利
の
存
在
を
理
由
と
し
た
有
体
物
制
限
へ
の
懐
疑
論
］
と
、

（

瑚

）

（

瑚

）

〔P
E
8
〕
［
表
題
と
の
関
係
］
を
紹
介
す
る
一
方
、
同
説
に
与
す
る
と
み
ら
れ
る
〔
M
l
〕
以
下
の
参
照
を
指
示
す
る
。
最
後
に
、

（

問

）

刷
集
合
物
の
有
体
性
と
の
関
係
で
、
制
〔
M
8
〕〔
M
n
〕〔
M
お
〕
お
よ
び
〔
P
E
6
〕
［
集
合
物
の
否
定
〕
を
引
く
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
曽
田
の
研
究
は
新
資
料
刊
行
前
の
も
の
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
と
合
わ
せ
て
み
て
も
、
も
っ
と
も
包
括
的
な
研
究
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
資
料
で
も
な
お
汲
み
取
ら
れ
て
い
な
い
部
分
は
な
い
で
は
な
い
。
考
察
箇
所
が
散
在
し
て
い

る
点
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
新
資
料
が
刊
行
さ
れ
た
今
日
で
は
補
充
修
正
が
必
要
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

（

m）
（

問

）

本
稿
の
問
題
と
の
関
連
で
は
、
川
村
泰
啓
の
「
私
的
所
有
」
論
、
広
中
俊
雄
の
「
財
貨
秩
序
」
論
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
物
概
念
の
再
構
成
の
契
機
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
切
の
回

m
g
の
起
草
過
程
の
実
証
的
考

察
に
立
ち
入
る
も
の
で
は
な
い
。
前
者
は
独
自
の
分
析
枠
組
み
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
ま
た
、
後
者
は
体
系
的
整
序
の
色
彩
が
強
い

も
の
で
あ
る
。

（

m） 

新
資
料
刊
行
後

（

川

）

近
時
で
は
、
物
概
念
を
め
ぐ
る
諸
々
の
議
論
を
構
造
化
し
、
再
検
討
の
見
通
し
を
提
示
す
る
論
考
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
稿
の
問
題
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
論
考
の
性
格
上
、
当
然
と
も
い
え
よ
う
0

フ
ラ
ン
ス
財
産
論
研
究
の
進
展
も
目
覚
し

（

m
）

（

m）
（

問

）

い
け
れ
ど
も
、
も
と
よ
り
本
稿
と
は
対
象
を
異
に
す
る
。
「
債
権
的
価
値
帰
属
権
」
論
「
格
下
げ
」
問
題
が
抱
え
る
問
い
も
物
概
念

2 
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と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
意
識
と
基
本
構
想
の
関
係
で
あ
ろ
う
、
物
概
念
の
角
度
か
ら
の
考
察
は
前
面
に
は
出
て
い
な
い
。

切
の
回

m
g
の
起
草
過
程
の
考
察
は
、
集
合
物
論
の
再
検
討
の
文
脈
に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
分
析
論
の
主
張
者
で
あ
る
古

（

m）
 

積
健
三
郎
は
、
『
第
一
草
案
理
由
書
』
「
物
権
の
概
念
」
〔
M
8
〕
を
紹
介
し
、
「
物
的
権
利
は
有
体
的
物
権
の
み
に
成
立
で
き
、
集
合

（

問

）

（

瑚

）

物
は
物
権
の
客
体
と
な
ら
な
い
」
と
し
、
日
本
民
法
八
五
条
の
持
つ
意
義
は
切
の
∞
仰
ぎ
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

新
資
料
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
集
合
財
産
担
保
論
か
ら
出
発
し
、
主
に
担
保
の
角
度
か
ら
物
概
念
に
切
り
込
む
の
は
、
池
田
雅
（
則

で
あ
る
。
か
れ
は
『
第
一
草
案
理
由
書
』
『
第
二
委
員
会
議
事
録
』
の
ほ
か
、
新
資
料
を
用
い
、
『
部
分
草
案
理
白
書
」
第
一
委
員
会

議
事
録
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
が
、
援
用
部
分
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う

（国）

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
す
で
に
み
た
と
お
り
、
立
法
趣
旨
の
確
定
と
い
う
点
で
は
適
切
で
な
い
。
川
阿
部
分
草
案
か
ら
第
一
草
案
ま
で
に

つ
き
、
川
部
分
草
案
に
は
「
こ
の
規
定
日
H
m
Jミ
∞
］
に
相
当
す
る
条
項
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
『
部
分
草
案
理
白
書
』
を
考
察
せ

ず
、
何
回

m
u斗
∞
は
同
条
の
審
議
過
程
で
提
案
・
採
択
さ
れ
た
も
の
と
し
、
審
議
の
う
ち
の
〔

p
I
m〕
［
二
義
的
解
釈
の
防
止
］
を

（瑚）

紹
介
す
る
。
他
方
、
川
川
寸
開
l

∞
宮
町
周

ω
E
［
集
合
物
の
否
定
］
を
挙
、
げ
つ
つ
、
同
規
定
は
第
一
草
案
で
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

（胤）

す
る
が
、
理
由
と
し
て
援
用
す
る
の
は
『
第
一
草
案
理
白
書
』
〔
M
お
〕
［
何
回

mJミ
∞
で
十
分
］
で
あ
る
。
川
『
第
一
草
案
理
由
書
』

に
関
し
て
、
川
有
体
物
規
定
に
つ
き
、
〔
M
泊
〕
［
物
権
客
体
は
有
体
物
］
を
紹
介
印
、
川
集
合
物
否
定
の
理
由
と
の
関
係
で
、
同

〔M
8
〕
［
現
実
的
支
配
力
行
使
不
能
］
〔
M
7
〕
［
物
権
性
］
、
川
〔
M
m
〕
［
実
際
上
の
必
要
性
な
し
］
、
同
〔
M
お
〕
［
定
義
の
問

（瑚）

題
］
を
引
く
。
川
第
二
草
案
に
つ
い
て
は
、
川
総
則
へ
の
移
行
と
の
関
係
で
、
〔
P
E
4
〕
［
削
除
提
案
排
斥
］
を
紹
介
し
、
理
由
と

し
て
〔
P
E
5
〕
［
用
語
の
明
確
性
］
〔
P
E
6
〕
〔
集
合
物
の
否
定
］
を
指
摘
す
る
。
川
集
合
物
否
定
に
つ
き
、
ギ
l
ル
ケ
の
批
判

［〔
Z
7
〕
対
応
部
分
］
、
〔
P
H
1
〕
以
下
［
集
合
物
否
定
の
維
持
］
を
参
照
し
、
理
由
と
し
て
は
｜
｜
断
り
を
入
れ
つ
つ
｜
｜
「
部

（瑚）

分
草
案
理
白
書
」
〔
J
幻
〕
③
⑥
［
排
他
性
・
特
定
性
と
の
関
係
］
を
援
用
す
る
。
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本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
物
概
念
規
定
の
立
法
趣
旨
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
そ
の
際
に
は
、
わ
が
民
法

の
起
草
過
程
の
考
察
に
備
え
、
第
一
草
案
と
そ
れ
以
降
に
分
け
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
草
案
の
起
草
趣
旨
の
確
定
の
た
め
に
は
、
『
部
分
草
案
理
由
書
」
と
第
一
委
員
会
議
事
録
、
お
よ
び
関
連
す
る
限
り
で
準
備

委
員
会
答
申
と
予
決
問
題
議
事
録
が
用
い
ら
れ
る
。
第
一
に
、
物
概
念
は
な
ぜ
有
体
的
対
象
に
制
限
さ
れ
る
の
か
。
「
有
体
的
対
象
」

と
は
、
①
非
自
由
・
非
主
体
性
、
②
空
間
的
限
定
性
を
基
調
と
し
た
物
概
念
、
「
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
自
由
を
持
た
な
い
自

然
の
一
部
」
を
い
う
。
無
体
物
と
し
て
は
と
く
に
権
利
、
さ
ら
に
行
為
が
想
定
さ
れ
る
。
制
限
根
拠
は
重
層
的
な
も
の
で
あ
り
、
①

サ
ヴ
ィ
ニ

l
流
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
、
「
意
思
支
配
」
の
対
象
区
分
を
起
点
と
し
た
権
利
体
系
の
採
用
（
体
系
的
理
由
）
を
基
礎
と

し
て
、
②
ロ

l
マ
法
的
正
統
性
と
近
時
の
法
典
・
草
案
・
学
説
の
状
況
（
歴
史
的
理
由
）
、
さ
ら
に
、
③
物
権
法
規
範
の
権
利
に
対
す

る
適
用
の
原
則
不
当
性
（
実
際
的
理
由
）
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。
例
外
・
限
界
事
象
、
無
体
的
対
象
も
認
め
ら
れ
る
が
、
物
権
法
規

範
を
物
権
編
に
規
定
し
た
う
え
で
あ
と
は
特
別
な
ル
l
ル
を
設
け
る
と
い
う
方
針
を
と
り
、
物
権
法
の
独
立
性
を
堅
持
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
債
権
譲
渡
・
相
続
回
復
請
求
権
な
ど
は
他
編
に
規
定
を
置
き
、
②
地
上
権
・
有
価
証
券
・
権
利
用
益

権
・
権
利
質
権
に
は
例
外
規
定
を
設
け
、
③
精
神
的
所
有
権
は
絶
対
権
で
は
あ
る
が
対
象
・
内
容
を
異
に
し
特
別
法
も
あ
る
た
め
、

所
有
権
概
念
に
組
み
込
み
そ
の
規
定
を
適
用
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
な
お
、
④
物
権
人
権
の
区
別
は
実
際
上
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い

が
例
外
は
本
質
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
区
別
自
体
は
放
棄
さ
れ
な
い
、
⑤
権
利
の
上
の
所
有
権
は
権
利
そ
れ
自
体
の
帰
属

と
同
義
で
あ
り
、
権
利
に
は
所
有
権
の
諸
原
則
は
通
常
妥
当
し
な
い
か
ら
こ
う
し
た
概
念
構
成
に
は
意
味
が
乏
し
い
。
こ
う
し
て
、

広
い
物
概
念
を
と
る
他
の
法
典
の
立
場
は
退
け
ら
れ
る
。
有
体
的
対
象
へ
の
制
限
か
ら
、
①
集
合
物
、
②
財
産
総
体
の
対
象
性
も
否

定
さ
れ
る
。
反
対
説
・
立
法
も
あ
る
が
、
近
時
の
学
説
に
し
た
が
い
、
こ
う
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
①
占
有
・
引
渡
し
・
所
有
権
・
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所
有
物
返
還
請
求
・
用
益
権
・
担
保
権
の
い
ず
れ
の
際
に
も
個
物
が
問
題
と
な
り
、
集
合
名
詞
を
用
い
た
法
律
行
為
の
解
釈
は
通
常

の
目
的
物
確
定
基
準
を
除
い
て
一
律
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。
②
財
産
総
体
は
所
有
権
対
象
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
財
産
総
体
と
集
合

物
の
区
別
は
不
当
、
財
産
総
体
特
有
の
一
般
原
則
な
る
も
の
も
存
し
な
い
。
第
二
に
、
物
概
念
の
定
義
規
定
を
設
け
る
意
義
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
不
要
と
の
考
え
方
も
あ
り
う
る
が
、
次
の
点
を
考
慮
す
る
と
相
当
で
な
い
。
①
「
有
体
的
」
文
言
の
重
複
回
避
、
②

＝∞
R
Z
E
（
物
）
と
3

の

omg巳
g弓
（
物
と
権
利
）
の
区
別
の
定
着
、
③
物
概
念
の
二
義
的
解
釈
の
防
止
、
④
権
利
の
上
の
所
有

権
お
よ
び
精
神
的
所
有
権
の
否
定
、
⑤
集
合
物
・
財
産
総
体
概
念
の
否
定
の
明
確
化
。
こ
れ
に
対
し
て
、
物
権
法
規
範
は
法
律
上
権

利
に
も
適
用
さ
れ
う
る
、
と
い
う
旨
の
例
外
則
を
あ
え
て
設
け
る
必
要
は
な
い
。
第
三
に
、
ど
う
し
て
物
規
定
を
物
権
法
の
冒
頭
に

置
く
の
か
。
他
の
立
法
・
草
案
の
よ
う
に
、
総
則
へ
配
置
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
①
物
規
定
の
物
権
法
外
の
適
用
は
そ
の
物
権
法

的
性
格
を
否
定
し
な
い
、
②
総
則
は
辞
典
で
は
な
く
、
他
編
へ
の
適
用
・
使
用
は
総
則
へ
の
採
録
を
正
当
化
し
な
い
、
③
物
権
法
に

置
か
な
け
れ
ば
規
定
の
関
連
性
の
喪
失
、
法
典
の
理
解
と
運
用
の
困
難
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
葉
の
定
義
は
冒
頭

に
置
く
の
が
自
明
と
解
さ
れ
る
。

で
は
、
第
二
草
案
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
民
法
典
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
は
『
第
二
委
員
会
議
事
録
」
と
こ
れ
に
影
響
を
与
え

た
と
推
測
さ
れ
る
『
鑑
定
意
見
集
成
』
が
基
礎
と
な
る
。
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
と
く
に
補
足
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。
物
概
念
の

拡
張
を
説
く
批
判
的
見
解
・
提
案
は
自
明
の
よ
う
に
退
け
ら
れ
た
。
第
二
に
関
し
て
、
批
判
の
影
響
も
受
け
た
の
か
、
削
除
説
が
あ

ら
た
め
て
主
張
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
却
下
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
理
由
と
し
て
付
加
さ
れ
た
の
は
一
点
の
み
、
す
な
わ
ち
、
例
外
は

あ
る
が
単
純
な
言
語
用
法
の
利
益
の
た
め
に
は
小
さ
な
不
正
確
は
甘
受
す
べ
き
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
に
つ
い
て
は
、
結
論
そ

れ
自
体
が
変
更
さ
れ
、
総
則
編
へ
の
移
動
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
第
二
委
員
会
で
は
編
集
会
議
に
委
ね
る
こ
と
し
か
決
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
同
会
議
の
成
果
で
あ
る
こ
つ
の
草
案
で
も
移
動
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
最
後
段
階
で
の
決
定
と
推
測
さ
れ
る
が
、
理
由
を

示
す
資
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
他
編
へ
の
適
用
可
能
性
を
根
拠
と
す
る
提
案
・
批
判
を
受
け
容
れ
る
一
方
、
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
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い
た
第
一
草
案
の
理
由
①
②
③
を
退
け
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
は
、
総
則
編
へ
の
移
動
は
物
の
権
利
客
体
性
と

い
う
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ

l
テ
ィ
オ
l
ネ
ン
的
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
こ
れ

以
上
、
理
由
を
詳
ら
か
に
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。

有体物規定に関する基礎的考察E

こ
こ
で
『
第
一
草
案
理
白
書
』
に
依
拠
し
た
場
合
と
の
相
違
を
簡
潔
に
際
立
た
せ
て
お
こ
う
。
も
っ
と
も
大
き
な
相
違
は
、
第
一

の
問
題
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
は
ヨ

l
ホ
ウ
と
異
な
り
、
サ
ヴ
ィ
ニ

l
の
体
系
を
基
礎
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
こ
と
ご

と
く
排
除
し
て
い
る
。
ヨ

l
ホ
ウ
は
サ
ヴ
ィ
ニ

l
に
忠
実
に
、
「
意
思
支
配
」
の
対
象
区
分
か
ら
出
発
し
た
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
を

採
用
し
た
と
こ
ろ
、
物
権
法
の
独
立
性
は
同
時
に
狭
義
の
物
概
念
を
帰
結
し
、
合
わ
せ
て
、
物
概
念
は
「
空
間
的
に
限
界
づ
け
ら
れ

た
自
由
を
持
た
な
い
自
然
の
一
部
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
物
権
概
念
の
解
釈
と
物
概
念
の
規
定
の
問
題
は
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ヨ

l
ホ
ウ
は
徹
頭
徹
尾
、
サ
ヴ
ィ
ニ

l
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
他
方
、
『
第
一
草
案
理
白

書
』
は
サ
ヴ
ィ
ニ

l
の
体
系
を
採
用
し
な
い
。
そ
こ
で
、
同
書
は
、
狭
義
の
物
概
念
採
用
の
根
拠
を
、
物
権
概
念
の
理
解
に
求
め
る
。

物
権
性
の
本
質
は
絶
対
性
で
は
な
く
、
直
接
的
現
実
的
支
配
に
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
物
概
念
は
、
「
有
体
的
物
件
」
「
有
体
的
対

象
」
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
根
拠
か
ら
は
物
概
念
を
右
以
上
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
非
自
由
・
非
主
体
性
は
演
縛

さ
れ
な
い
一
方
、
感
性
的
物
概
念
の
採
用
も
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
・
物
権
法
の
独

立
性
と
い
う
体
系
的
問
題
と
、
物
概
念
の
規
定
の
問
題
は
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
相
違

は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
細
か
い
点
で
あ
る
が
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
で
は
、
物
規
定
は
原
則
権
利
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う

点
が
、
定
義
規
定
の
消
極
的
意
味
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。
第
三
の
問
題
に
関
し
て
は
、
内
容
的
に
は
類
似
し
て
い
る
が
、
テ
ク
ス

ト
は
大
幅
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
の
関
係
で
、
総
則
は
辞
典
で
は
な
い
、
関
連
性
の
喪
失
・
法
典
の
理
解
と
運
用

の
困
難
に
関
す
る
指
摘
が
落
と
さ
れ
、
ま
た
、
言
葉
の
定
義
の
冒
頭
配
置
に
関
す
る
考
慮
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
研
究
の
意
義
を
二
点
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
①
〔
解
釈
論
〕
わ
が
民
法
の
有
体
物
規
定
の
淵
源
で
あ
る
第
一
草
案
の
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起
草
趣
旨
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
継
受
過
程
に
つ
い
て
は
次
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
沿
革
と
切
り
離
し
て
み
て

も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
起
草
過
程
に
お
け
る
議
論
は
興
味
深
い
。
狭
い
物
概
念
を
批
判
す
る
際
に
は
こ
こ
で
示
さ
れ
た
議
論
を
十
分

に
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
無
体
的
対
象
の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
た
だ

118 

こ
れ
を
「
物
」
に
含
め
て
物
権
法
規
範
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
に
実
際
上
の
問
題
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
、
物
概
念
の
再
構
成
の
必
要
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
再
構
成
す
べ
き
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
〔
編
纂
史
〕
新
資
料
の
公
刊
後
に
も
、
立
法
趣
旨
の
確
定
の
際
に
、
『
第
一
草
案
理
白
書
』
の
み
に
依
拠
し
、

あ
る
い
は
同
書
と
『
部
分
草
案
理
由
書
』
第
一
委
員
会
議
事
録
の
同
一
性
を
前
提
と
し
た
研
究
が
、
ド
イ
ツ
、
日
本
を
問
わ
ず
し
ば

し
ば
み
い
だ
さ
れ
る
。
該
当
条
文
の
資
料
に
し
か
当
ら
な
い
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
本
研
究
の
考
察
は
そ
の
こ
と
の
問
題
性
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
編
纂
史
研
究
に
よ
り
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
物
概
念
規
定
を
素
材
に
用
い
て
実
証
し
た

わ
け
で
あ
る
。
本
研
究
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
検
証
を
経
て
い
な
い
他
の
規
定
に
つ
い
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、

立
法
趣
旨
を
正
確
に
捉
え
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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）
水
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Schreiben des Reichskanzlers v

o
m
 33. 6. 
1889 an alle Bundesregierungen (sog. Rundschreiben des Reichs-

kanzlers); 
S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Materialien zur Entstehungsgeschichte des BGB-Einfiihrung, Biographien, 

Materia-

lien-, 
Horst 
Heinrich 

}
A
K
O
B
S
/
W
e
m
e
r
 S
C
H
U
B
E
R
T
,
 
Die 
Beratung 

des 
Biirgerlichen 

Gesetzbuchs 
in 
syste-

matischer Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
 der unverOffentlichten Quellen, Berlin/New Y

o
r
k
 1978, S. 
329-334. 

（
~
）
 
W
e
r
n
e
r
 S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Entstehungsgeschichte des Biirgerlichen Gesetzbuchs; ID., Materialien, S. 

40. 

（
~
）
 
Z
u
s
t
G
A
 ill, 
S. 
3-4.
揮
剰
Z
u
s
t
G
A
VI, S. 
538 t'
包
’
W
i
l
h
e
l
m
KINDEL, D

a
s
 Recht an der Sache: Kritische Be-

m
e
r
k
u
n
g
e
n
 z
u
m
 dritten B
u
c
h
e
 des Entwurfs eines biirgerlichen Gesetzbuchs fiir das deutsche Reich, Breslau 

1889 !l殺
炉

i-0話
事
為
嬰
セ
れ
）
~
ν
二
時
為
’
＊
健

~~Ill盟
.lJ士~~刑......）~ポエ。

（

TCHON）恥日網的∞駅信州貯髄



同一臨蜘富樫欄時が宜以川恨蝦蓉栓・悔

（
~
）
 
E
u
g
e
n
 FUCHS, D

a
s
 W
e
s
e
n
 der Dinglichkeit: Ein Beitrag zur allgemeinen Rechtslehre u

n
d
 zur Kritik des 

Entwurfs eines biirgerlichen Gesetzbuches fiir 
das Deutsche Reich, Berlin 1889, S. 

11 ff., 
153, 
154; auch ID., 

U
e
b
e
r
 das W
e
s
e
n
 u
n
d
 die 
praktischen Folgen der Dinglichkeit 

i
m
 Entwurfe, 

Vortrag in 
der Juristischen 

Gesellschaft zu Berlin, Jher]b. 30 (1888/89), S. 
47-53. 

（お）
Z
u
s
t
G
A
 ill, 
S. 
9-10.
籍
制
Z
u
s
t
G
A
VI, S. 
539-542 !..l当

リ
~
§
：
蝦

!.10
相
同
鰻
為
必
エ
。

（お）
Ernst I
m
m
a
n
u
e
l
 B
E
K
K
E
R
,
 S
y
s
t
e
m
 u
n
d
 Sprache des Entwurfes eines Biirgerlichen Gesetzbuches fiir 

das 

Deutsche Reich, Beitrage zur Erlauterung u
n
d
 Beurtheilung des Entwurfes eines biirgerliches Gesetzbuches 

fiir das Deutsche Reich, H
.
 2, 
Berlin 1888, S. 

9, 
S. 
83 Fn. 5. 

（
~
）
 
Adrian BINGNER, Eingaben. 

1J e
鑑
陸
棚
Q
社
民
主
持
$
(
Z
u
s
t
G
A
 VI, S. 

678
）
。
布
~
’
出
入
、
小
一
当
時
堅
固
穏
客
室

Senatsprasident. 

（
~
）
 
Rostocker Zeitung v. 

9. 
Nov. 1888. 

（忠）
Z
u
s
t
G
A
 ill, 
S. 
10.
鰻
剰
Z
u
s
t
G
A
VI, S. 
539-542 ti 1

 
J
 ~ §
：
眼
己
謹
£
ν
ニ
布
エ
。

（お）
L
u
d
w
i
g
 G
O
L
D
S
C
H
M
I
D
T
,
 Kritische Erorterungen z

u
m
 E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuchs fiir 

das 

Deutsche Reich, H
.
 1: 
Die formalen M

a
n
g
e
l
 des Entwurfs, Leipzig 1889, S. 

47, 102, 103, 172, 173. 

（問）
Ferdinand Z

R
6
D
L
O
W
S
K
I
,
 Codificationsfragen u

n
d
 Kritik des Entwurfes eines Biirgerlichen Gesetzbuches 

ftir das Deutsche Reich, P
r
a
g
 1888, S. 
34. 

(
 
~
）
 
E
 I
 §
 778 !..l 

~
←
時

Z
u
s
t
G
A
ill, 
S. 
14 ~

欄
＊

~.....Y
~
l
韮
e
翰
墜
銀
特
！
＿
！
＿
）
~
込
エ
’

1
：製
:
m
~
［
握
併
~
］
輔
判
事

!2毘
←

r-Q Z
u
s
t
G
A
 I, 
S. 
28, 
~
吋
b
蝶
や
蓉
・
醤
制
緩
ま
ま
!
2
~

＂＂＇r-Q
Z
u
s
t
G
A
 ill, 
S. 
10-11 ＇

＼
い
極
睡
＿
）
~
0
擦
姻

Z
u
s
t
G
A
VI, S. 
542 !2 

ti
制
民
当
辱
思
議
拘
£
ド
ェ
。
ェ
。
指
~
’

Z
u
s
t
G
A
I, 
S. 
30-31 ~

翰
堕
~
~
卑

1)毛
杓
£
ν
；
二
時
為
’
容
量
~
~
~
岨
特
区
刑
J
布
；
；
~
~
，

リ
1
J
~
t
i
綿
密
炉

r-Q。

（認）
Otto V
O
N
 GIERKE, D

e
r
 E
n
t
w
u
r
f
 eines biirgerlichen Gesetzbuchs u

n
d
 das deutsche Recht, Leipzig 1889, S. 

43 ff. 

（沼）
V
O
N
 GIERKE, Entwurf, s. 

283 ff. 
HNH 



NNH 

(?$5) 
F
U
C
H
S
,
 Dinglichkeit, s. 

61 ff., 
79 ff. 

（お）
F
U
C
H
S
,
 Dinglichkeit, s. 

80 ff. 

（沼）
Deutsche landwirthschaftliche Presse v. 

17. A
u
g
.
 1889. 

（訟）
K
o
n
r
a
d
 C
o
S
A
C
K
,
 D
a
s
 Sachenrecht: mit Ausschluss des besonderen Rechts der unbeweglichen Sachen i

m
 

E
n
t
w
u
r
f
 eines 
Biirgerlichen 

Gesetzbuches fiir 
das Deutsche 

Reich, 
Beitrage 

zur Erlauterung u
n
d
 Beur-

theilung des E
n
t
w
u
r
f
e
s
 eines biirgerliches Gesetzbuches fiir das Deutsche Reich, H. 13, Berlin 1889, S. 

3. 

（
~
）
 
H
a
n
s
 S
c
H
U
L
T
E
-
N
O
L
K
E
,
 D
a
s
 Reichsjustizamt u

n
d
 die Entstehung des Biirgerlichen Gesetzbuchs, Studien 

zur europaischen Rechtsgeschichte, Bd. 71, Frankfurt a.M. 1995
；
嬰
令
..lJ
J
ド
P
信ト田＜
・HK
「
権
回
府
税
i1::'.
(Reich-

sjustizamt) 
..lJ 
~
ム
ヤ
ト

rd:{誕
剖
~
(
 1
 ）ー
（

111
・｛1~）

」
匿
誕

§I
－＼）網

11ll\t'
1
 11
~
－

1 
§
1
§
1
~
＇
同

l
網

1lll\t'1
1111-111111

町

§lnlt'<11
同
一
＜
§
I
O
~
(
 1
 ~~
-
\
J
-
1
1
0
0
1
1
社
）
。

（弓）
Horst Heinrich J

A
K
O
B
S
/
W
e
r
n
e
r
 S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Die B
e
r
a
t
u
n
g
 des Biirgerlichen Gesetzbuchs: in systematisch-

er Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
 der unveroffentlichten Quellen, Allgemeiner Teil: §§ 

1-240, TeilBd. 1, 
Berlin/New Y

o
r
k
 

1985, s. 
481. 

（司）
}
A
K
O
B
S
/
S
c
H
U
B
E
R
T
,
 Beratung, A

l
l
g
T
 I, 
S. 
X
V
I
 Fn. 2; 
Horst Heinrich }

A
K
O
B
S
/
W
e
r
n
e
r
 S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Die Be-

ratung des Biirgerlichen Gesetzbuchs: in systematischer Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
 der unveroffentlichten Quellen, 

Sachenrecht I:§§ 
854-1017, Berlin/New Y

o
r
k
 1985, S. 
X. 

(s;f) 
..,;i0..lJ..,;i' 

E
l
§
7
9
6
 
［
蛍
挺
！
と
持
!2
吋
時
崇
京
都
-=lJ
!2 0
 ，＇.；，ド当F

線
1
1
0
~
（
@I+f4＇目糟

!
2
W
ニ
ド

P
税
艇
に
手
奪
三
吋
時
崇
余

場
型
選
e
草
主
鑑

4十6
~
＇！！~！；；単為;Mtt杓

£
布
二

fJ
 
..lJ
士
主
蓉
鍵
e

r毛
布
♂
恥
鰭
製

la'組
布
製
~~＇＇（

ν
!
2
引
い
さ
主
制

!'Q..lJ
~
，
小
関
モ
H-R
＆
’
緩
蛮

!2~単
組

~!'Q
混
魁
~
w
吋
ま
コ
訴
事
斗
e
豆
~qそ

都
世
!
2
~
←
均
年
頭
｛
同
e
崎
，
lJ

!2$亜
vγ.filnJ..lJ

号
~
~
常
化
工
、
£
記
。

Protokolle
der [2.] 

K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 fiir 
die 
Zweite 
L
e
s
u
n
g
 des 
E
n
t
w
u
r
f
s
 des Biirgerlichen 

Gesetzbuchs, 
Bd. 
3, 
Berlin 
1899, 
S. 

256-258; M
U
G
D
A
N
,
 Materialien m, s. 

500-501; J
A
K
O
B
S
/
S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Beratung, S

a
c
h
R
 I, 
s. 
488. ＊
陸
軍
宮
組
（
呂
）

..,;i~熱
度
。

（事）
B
G
B
-
E
n
t
w
u
r
f
 in 
der Paragraphenzahlung des E

 I
 nach der ”Vorlaufigen 

Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
 der Be-

schliisse 
der K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 fur 
zweite 
L
e
s
u
n
g
 des E
n
t
w
u
r
f
s
 eines Biirgerlichen 

Gesetzbuches“
v
o
n
 Planck 

（

H一CHON）恥同州判的∞ぽ憲判貯川知



同一瞭や孟制時欄品司令霊己明報器品格悔

(1891-1895). 

（
~
）
 
B
G
B
-
E
n
t
w
u
r
f
 in der Paragraphenzahlung des E

I
 nach der ”Z

u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
 der Beschliisse der Korn-

mission
“
der 2. 
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 (1891-1895). 

（事）
}
A
K
O
B
s
/
S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Beratung, A

l
l
g
T
 I, 
S. 
488-492. 

（匂）
J
A
K
O
B
s
/
S
c
H
U
B
E
R
T
,
 Beratung, A

l
l
g
T
 I, 
S. 
490. 

（事）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches fiir das Deutsche Reich, N

a
c
h
 d
e
n
 Beschliissen der Redaktions-

kommission, Zweite L
e
s
u
n
g
 (1894, 1895) (sog. 2. 

Entwurf). 

（争）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches fur das Deutsche Reich, Zweite Lesung, N

a
c
h
 d
e
n
 Beschliissen 

der Redaktionskommission, auf amtliche Veranlassung, Berlin 1895, S. 
X
X
-
X
X
I
,
 S. 
26-30. 

（呂）
E
 Il 
auf amtliche Veranlassung, S. 

247 Fn. 1.
時
栓
宕
斗
当
リ
小
や
崎
時
。
E
I§ 
787 
[
 1思
e
判
型
］
ti E
 Il 
§
 808 I
 

［
蓉
鍵
鴬
：
刊
現

.1..H；；器製~!1~1"'!-0
1
 ：醤曜｛同］’
E
I§ 
781 Il 

［
判
事
号
!
1
~
1
眠
時
曜
｛
~
E;;
掛
臣
］
当
E
Il 
§
 928 I
 ［
蓉
鍵
誕
：
調
斗

鍵］＇
EI§ 
790 
［
起
蓉
e
察
眼
J
ti E
 n
 §
 265 a
 ［
艦
総
~
~
正
規
：
献
~
!
l
欄
勺

'V~堅
持
~
~
~
J
'
§
 794 n
 ［
岨
惚
栴
!
1
0
エ
ド
~
盛
時

制KE;;
令
届
J
ti E
 n
 § 907 n
 ［
蓉
鍵
：
~
~
鍵
己
欄
勺
v
糎

4詩
型
］
’
E
I§ 
796 
［
誕
是
正
！
と
建
立
吋
i-0
崇
京
都
世
J
ti E
 Il 
§
 102 
［緩

蚕
：
艇

EB~＊紙
1時
］
(1J E;;Ja~!l 0

・収
1'

~fif:~組
（
句
）
総
監
）

!l
時
~
有
志
！
と
れ
J
~
~
o
鍍

i-01
1轍｛時’
E
I§ 
7
8
1
1
 
［
時
極
細

E;;~
判事］

~
 

吋
’~
E
I
§
786 

［
但
~~-R

と
よ
吋
b
判
事
号
-
R
U
I
~
~
離
れ
J
~
~

...；＞E;;~~E;;-H
調

E;;4:ロ主主
J

ti組長
1
1
~
－
仰
や
豆
鍾
杓
~
~
o

（巴）
Allgemeiner Theil-Recht der Schuldverhaltnisse-Sachenrecht, E

n
t
w
u
r
f
 eines biirgerlichen Gesetzbuchs 

fiir das Deutsche Reich, N
a
c
h
 d
e
n
 Beschliissen der Redaktionskommission, A

u
f
 amtliche Veranlassung, B

u
c
h
 

1-3, Berlin 1894. 

（
~
）
 
G
e
o
r
g
 M
A
A
S
,
 Bibliographie des biirgerlichen Rechts: Verzeichnis v

o
n
 Einzelschriften u

n
d
 Aufsatzen iiber 

das i
m
 Biirgerlichen Gesetzbuche fiir 

das Deutsche Reich vereinigte Recht, Berlin 1899, ArchBiirgR, Bd. 
16 

(1899), Sonder-Ausgabe, S. 
30-31. 

（
~
）
 
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches fiir das Deutsche Reich, Zweite Lesung, N

a
c
h
 d
e
n
 Beschliissen 

der Redaktionskommission, D
n
 



申NJ
［

s. 
22. 

（苫）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches fiir das Deutsche Reich, Zweite Lesung, N

a
c
h
 d
e
n
 Beschliissen 

der Redaktionskommission, D
r
u
c
k
 der Aktiengesellschaft Pionier, Il. 

Buch: Recht der Schuldverhaltnisse 1, 

Berlin 1892, S. 
40, Il. 
Buch: Recht der Schuldverhaltnisse 2, Berlin 1893, S. 

147-148. 

（巴）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches fiir das Deutsche Reich, Zweite Lesung, N

a
c
h
 den Beschliissen 

der Redaktionskommission, D
r
u
c
k
 der Aktiengesellschaft Pionier, ill. 

Buch: Sachenrecht, Berlin 1894, S. 
1-4 

Fn.1. 

（沼）
Gustav 
M
A
N
D
R
Y
,
 
D
e
r
 E
n
t
w
u
r
f
 eines 
Biirgerlichen 

Gesetzbuchs 
fiir 
das 
Deutsche 

Reich 
in 
zweiter 

Lesung, A
c
P
,
 Bd. 79 (1892), S. 

147. 

（民）
M
A
N
D
R
Y
,
 E
 Il, 
A
c
P
,
 Bd. 80 (1893), S. 

544-546. 

（包）
M
A
N
D
R
Y
,
 E
 Il, 
A
c
P
,
 Bd. 82 (1894), S. 

243-247. 

（色）
Vgl. JAKOBS/SCHUBERT, Beratung, A

l
l
g
T
 I, 
S. 
XVI; ID., Beratung, S

a
c
h
R
 I, 
S. 

X.
舟
~
’
糧
栴
日
「

1
＜
~
1

社
」
同
E引
く
巴
会
♂
同
m:::
1
 ~r
m
尚
早

.J!J.
線
11
掛
帳
盛
岡
E;;
;'..1-:Q 1産

制
蜘
鰹
込
舟
杓

~
~
.
l
J
~♀

r-Q
E;; 
ti
’「
1
＜
再
同
社
j
e
稲
製
~
~
♀

ト
＠
（
匿
静
「
眠
縫
製
冊
，

lJ；
：
.
ム
ヤ
ト
血
税
線

11
掛
帳
e
温
色
鮮
」
誕
堂
-\JO

網
キ
Jn~

同
~
（
~
：
出
~
〔
1
~
~
＜
社
〕
総
監
）
。

(
g
)
 
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches fiir 

das Deutsche Reich, Zweite L
e
s
u
n
g
 (1895) (sog. 

Bundes-

ratsvorlage). 

（忌）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuchs u

n
d
 eines zugehOrigen Einfiihrungsgesetzes sowie eines Ge-

setzes, 
betreff e
n
d
 A
e
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 des 
Gerichtsverfassungsgesetzes, 

der 
Civilprozeβordnung, 

der 
Konkurs-

o
r
d
n
u
n
g
 u
n
d
 der Einfiihrungsgesetze zur CivilprozeBordnung u

n
d
 zur Konkursordnung: in der Fassung der 

Bundesrathsvorlagen, A
u
f
 amtliche Veranlassung, Berlin 1898, S. 

15-17. 

（包）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuches (1896) (Reichstagsvorlagen oder 3. 

Entwurf). 

(f2) 
E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen Gesetzbuchs: Vorlage an d

e
n
 Reichstag mit Denkschrift, Berlin 1896, Text, 

s. 
14-16. 

（円一CHON）恥円曲wgMh富糾誕



同一勝恥wg制酪欄叫が区三川恨曜蓉栓・惇

（忍）
Vgl. J
A
K
O
B
S
/
S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Beratung, A

l
l
g
T
 I, 
S. 494. 

(::£) 
E
n
t
w
u
r
f
 eines 
Biirgerlichen 

Gesetzbuchs: 
Vorlage 
a
n
 
d
e
n
 
Reichstag 

mit 
Denkschrift, 

Berlin 
1896, 

Denkschrift, S. 
104; M
U
G
D
A
N
,
 Materialien Ill, 

S. 
961; u
n
d
 Denkschrift, S. 

20; B
e
n
n
o
 M
U
G
D
A
N
,
 Die g
e
s
a
m
m
t
e
n
 

Materialien z
u
m
 Biirgerlichen G

e
s
e
t
z
b
u
c
h
 fiir das D

e
u
t
s
c
h
e
 Reich, Bd. 1, 

Einfiihrungsgesetz u
n
d
 Allgemein-

er Theil, Berlin 1899, S. 832. 

（
~
）
 
Vgl. 
Bericht der R

e
i
c
h
s
t
a
g
s
-
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 iiber 
d
e
n
 E
n
t
w
u
r
f
 eines Biirgerlichen 

Gesetzbuchs u
n
d
 Ein-

fiihrungsgesetzes: 
nebst 
einer 
Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
 
der 
KommissionsbeschliiBe, 

Berlin 
1896, 
S. 
31-32; 

M
U
G
D
A
N
,
 Materialien Ill, 

S. 
994; J
A
K
O
B
S
/
S
C
H
U
B
E
R
T
,
 Beratung, A

l
l
g
T
 I, 
S. 
494-495. 

（
~
）
 
Biirgerlichen G

e
s
e
t
z
b
u
c
h
 in der F
a
s
s
u
n
g
 v
o
m
 20.8.1896 (RGBI. 1896, 195). 

（
~
）
 
Burgerliches Gesetzbuch: in der F

a
s
s
u
n
g
 v
o
m
 1. 
Januar 1900, Berlin 1896, S. 

14. 

（
~
）
 
Protokolle der [2.] K

o
m
m
i
s
s
i
o
n
 fiir die Zweite L

e
s
u
n
g
 des E
n
t
w
u
r
f
s
 des Biirgerlichen Gesetzbuchs, Bd. 3, 
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有体物規定に関する基礎的考察E

地
・
建
物
を
中
心
と
し
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｜
」
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研
四
一
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一
二
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五
O
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一
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一
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イ
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法
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］
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。
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（
釘
）
問
。
ωogm凶乱。』
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（言）
Vgl. 
insb. 
Justus W
i
l
h
e
l
m
 H
E
D
E
M
A
N
N
,
 Die 
L
e
h
r
e
 v
o
n
 d
e
n
 Rechtsgegenstanden, 

ArchBiirgR, 
Bd. 
31 

(1908), 
S. 
322-327; Ernst I

m
m
a
n
u
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H
K
K
/
R
O
F
N
E
R
,
 §§ 
90-103, R

n
.
 11, S. 315-316 !l

吋
時
。

（ヨ）
H
U
S
S
E
R
L
,
 Rechtsgegenstand, S. 

18. 

（自）
H
U
S
S
E
R
L
,
 Rechtsgegenstand, S. 

175. 

（苫）
H
U
S
S
E
R
L
,
 Rechtsgegenstand, S. 

176. 

（ヨ）
H
U
S
S
E
R
L
,
 Rechtsgegenstand, S. 41. 

（苫）
H
U
S
S
E
R
L
,
 Rechtsgegenstand, S. 

177. 

（苫）
V
 gl. 
H
U
S
S
E
R
L
,
 Rechtsgegenstand, S. 

179 Fn. 362. 

（告）
Paul S
O
K
O
L
O
W
S
K
I
,
 Sachbegriff u

n
d
 K
o
r
p
e
r
 in der klassischen J

 
urisprudenz u

n
d
 der m
o
d
e
m
e
n
 G
e
s
e
t
z
g
e
・

b
u
n
g
,
 Die Philosophie i

m
 Privatrecht, Bd. 1, 

Halle 1907. 

（苫）
S
O
K
O
L
O
W
S
K
I
,
 Sachbegriff, §

 1, s. 
28-43. 

（吉）
S
O
K
O
L
O
W
S
K
I
,
 Sachbegriff, §

 22, s. 
373-404. 

(
§
)
 
S
O
K
O
L
O
W
S
K
I
,
 Sachbegriff, §

 22, s. 
384, 392, s. 

592 Fn. 764, s. 
594 Fn. 779. 

（ヨ）
F
r
a
n
z
 W
I
E
A
C
K
E
R
,
 S
a
c
h
b
e
g
r
世
，
Sacheinheit

u
n
d
 S
a
c
h
z
u
o
r
d
n
u
n
g
,
 A
c
P
,
 Bd. 148 (1943), S. 

57-104. 

(
 
m
 
W
I
E
A
C
K
E
R
,
 Sachbegriff, S. 

58. 

（包）
W
I
E
A
C
K
E
R
,
 Sachbegriff, s. 

58. 

（さ）
W
I
E
A
C
K
E
R
,
 Sachbegriff, s. 

81 m
i
t
 Fn. 30. 

（自）
K
a
r
l
 L
O
H
R
,
 D
e
r
 Sachbegriff des§ 

9
0
 B
G
B
 u
n
d
 seine E
r
w
e
i
t
e
r
u
n
g
,
 M
a
r
b
u
r
g
 1940; H
e
r
b
e
r
t
 HILL, D
e
r
 Sach-

begriff i
m
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 u
n
d
 osterreichischen Zivilrecht, G

i
e
B
e
n
 1940. 

。
N
－［



。的同

（
~
）
 
K
a
r
l
 L
A
R
E
N
Z
,
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 Teil des d

e
u
t
s
c
h
e
n
 Biirgerlichen Rechts, M

i
i
n
c
h
e
n
 1967, 
§
 22, 
S. 
285-305. ~

必
至

母
!.l
’
b
検
七
ミ
ト

!l
吋
~
吉

~/iiin~1業
’

1ト
ー
ム
入
~
漏

E;;Z話
う
脅
さ
主
鑑
~
去
三
収
）
~
い
エ
ト
Q0
H
K
K
/
R
t
l
F
N
E
R
,
 §§ 
90-103, R

n
.
 11, S. 

3
1
7
 m
i
t
 F
n
.
 59 ti 
1J e
暖
化
｝
籍
軍
..... .Y

割
程

:ml:§K
－
~
~
単
1
ι
e
幅
制

...lJr毛
ν
二
時
。
v
gl. 
jiingst Karl L

A
R
E
N
Z
/
M
a
n
f
r
e
d
 

W
O
L
F
,
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 Teil d
e
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 Biirgerlichen Rechts, 9. 

Aufl., M
i
i
n
c
h
e
n
 2004, 
§
 20, 
insb. 
R
n
.
 1-3, S. 

350. 

（包）
L
A
R
E
N
Z
,
 AllgT, §

 22, S. 
285. 

（き）
L
A
R
E
N
Z
,
 A
l
l
g
T
,
 §
 22, S. 
285, 298. 

（雪）
結.......）
-
vさま’
L
A
R
E
N
Z
,
 A
l
l
g
T
,
 §
 22, S. 
298-301. 

（宮）
W
a
l
t
e
r
 B
E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 einheitliche S

a
c
h
e
 als wirtschaftlicher W

e
r
t
 u
n
d
 als Rechtsbegriff, Z

A
k
D
R
 1936, S. 

84-87; B
o
d
o
 B
O
R
N
E
R
,
 D
a
s
 W
o
h
n
u
n
g
s
e
i
g
e
n
t
u
m
 u
n
d
 d
e
r
 Sachbegriff des Biirgerlichen Rechts, Festschrift fiir 

H
a
n
d
 Dolle, Bd. 1, 

Tiibingen 1963, S. 
201-227. 

（
~
）
 
F
r
a
n
z
 A
r
t
h
u
r
 M
t
l
L
L
E
R
E
I
S
E
R
T
,
 D
e
r
 EinfluB v

o
n
 Fortschritten d

e
r
 T
e
c
h
n
i
k
 auf d
e
n
 Sachbegriff des burger-

lichen R
e
c
h
t
s
 u
n
d
 d
e
s
 Strafrechts, D

G
W
R
 1939, S. 
171-175. 

（言）
Fritz 
B
R
E
C
H
E
R
,
 
D
a
s
 
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 
als 
R
e
c
h
t
s
g
e
g
e
n
s
t
a
n
d
:
 
rechtstheoretische 

G
r
u
n
d
l
e
g
u
n
g
,
 
B
o
n
n
e
r
 

rechtswissenschaftliche A
b
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
,
 H
.
 46, B
o
n
n
 1953. 

（
~
）
 
県
宮
下

J当
審
・

1実
噺
量
三
鍋
e
欄
越
自
室
長
日
士
！
＊
－
＼
ぷ
ポ
エ
吋
小
手

.I－＼♀
~
0
H
K
K
/
R
t
l
F
N
E
R
,
 §§ 
90-103, R

n
.
 11, S. 
317. 

（苔）
Christoph B

E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 ,,res
“
bei G
a
i
u
s
-
Vorstufe einer S

y
s
t
e
m
b
i
l
d
u
n
g
 in der Kodifikation?: Z

u
r
n
 Begriff 

d
e
s
 G
e
g
e
n
s
t
a
n
d
e
s
 i
m
 Zivilrecht, Beitrage z

u
r
 n
e
u
e
r
e
n
 Privatrechtsgeschichte, Bd. 12, K

O
l
n
 u.a. 1999. 

（宮）
B
E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 ,,res
“
bei Gaius, S. 

24. 

（苔）
B
E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 ,,res
“
bei Gaius, S. 

25. 

（告）
B
E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 ,,res
“
bei Gaius, S. 

18-24. 

（き）
B
E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 ,,res
“
bei Gaius, S. 

25. 

（さ）
B
E
C
K
E
R
,
 D
i
e
 ,,res
“
bei Gaius, S. 

25. 

（円一CHON）恥H端的∞駅慶州貯也’



同一瞭鮎WS制時欄品川が臣比例曜蓉栓同時

（ヨ）
B
E
C
K
E
R
,
 Die ,,res
“
bei Gaius, S. 

25. 

（ヨ）
H
K
K
/
R
U
F
N
E
R
,
 §§ 
90-103, Rn. 1-54, S. 

306-363. 

（翌）
H
K
K
/
R
U
F
N
E
R
,
 §§ 
90-103, Rn・. 

9, 
S. 
313. Ila:
堂
!l'

~
~
小
て
柏
鍵
！
~
蜘
法
人

J＿
＿
）
い
蓉
ム

j鍵
存
会

l樹
岨
＿
＿
）
~,lJ
jエ
小
（
vgl.

a
u
c
h
 T
E
-
O
R
 §
 1）。

（
~
）
 
H
K
K
/
R
U
F
N
E
R
,
 §§ 
90-103, Rn. 9, 

S. 
313. 

~
 e
起’
res
extra commercium ~

豆
鑑
：
地
~
~
ぬ
，
(o.. .... 

~
〕
や
台
。

〉
’
Prot
I, 
S. 
3313; ]
A
K
O
B
s
/
S
c
H
U
B
E
R
T
,
 B
e
r
a
t
u
n
g
 A
l
l
g
T
 I, 
S. 
432
会
1nr;
匪
炉
時
。

（ヨ）
Peter BYDLINSKI, D

e
r
 Sachbegriff i

m
 elektronischen Zeitalter: zeitlos oder anpassungsbediirftig?, A

c
P
,
 

Bd. 198 (1998), S. 
288-328. 

（宮）
Oliver K
λ
L
I
N
,
 
D
e
r
 Sachbegriff i

m
 schweizerischen 

Z
G
B
,
 Zurcher Studien z

u
m
 Privatrecht, 

Bd. 
174, 

Ziirch 2002. 

（宝）
Jens T
h
o
m
a
s
 F
U
L
L
E
R
,
 Eigenstandiges Sachenrecht?, Jus privatum, Bd. 104, Tiibingen 2006. 

（告）
F
U
L
L
E
R
,
 Eigenstandiges Sachenrecht?, vgl. insb. S. 

10. 

（空）
F
U
L
L
E
R
,
 Eigenstandiges Sachenrecht?, S. 

8-9, 35-36. 

（雪）
111懇

n担
111
「
単
者
全
容
題
傾
e
主
主
任
!l~~i-0

蝶
E
」
憎
羊

1111特
1<
=
 ~n~g[-tJ-tJ-g[~111l眠

（
1
~
1
 
1
叶）’
E
『
眠
誕
誕

蛋
軍
出
陣
織
11
車』

（
~
静
（
~
＇
1
 ~1
1
~
叶
）
’
E

『~/iim~
鎚
緩
宣
車
出
~
~
網

j
（
~
静
（
~
＇
1
 ~11111

社
）
。

（言）
111
懇
・
単
ま
ま
毒
事
gr
＜
園
出
。

(
§
)
 

111獲
・
単
ま
ま
蓉

gr
＜
同
図
。
布
~
，
E
・
鍾
蚕

11111-\J~’
E

・
4
刊
招
誕
~
1
1
1
0

）眠。

（邑）
111
獲
・
単
士
ま
ま
率
直
〈
困
－
g[
＜
同
P
g
[
~
O
l
眠
。

（呂）
111
懇
・
単
栓
毒
字
国
＜
g[
）眠。

（さ）
信
州
桜
『
制
定
誕
!
l
~
士

i-0~鍵
~
＇
図
書
型
君
事
号
起
（
緋
毎
期
帥
｜
）
』

（
~
静
（
璽
’

1
~
同

111掛ー）
［
~
喧

P
1
 ~11-\J-1 ~

1
1
~
 

社
］
’
『
血
税
誕
蛋
（
~
誕
鰹
幡

1
)j 
（
拠
穏
仰
恒
P
1
 ~111111

社
）
，
「
蝋
や
詣
制
e
鰭
鰭
卑
jQ去
三
監
が
時
t-1
~
ミ
ム
ト
入
~
$
出
牒

J
『
~
誕

控
訴
県
民
思
惑
去
容
量
豊
』
（
惚
静
（
~
＇
1
 ~·1(-\J叶

）
［
尽
喧

P
1
~
1
1
1
0
社
］
’
『
露
協
~
誕
緩
歪
（
~
鴬
糖
綿

1
）
』
（
叩
穏
細
埋
’
1
 ~-1（

同
社）。

－［的」［
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（
防
）
我
妻
・
優
越
的
地
位
一
八
六
頁
［
初
出
、
一
九
二
八
年
］
。
な
お
、
同
・
一
五
六
｜
一
五
七
頁
［
初
出
、

（
問
）
我
妻
・
総
則
二
三
一
頁
、
同
・
新
訂
総
則
二

O
一頁。

（
即
）
我
妻
・
エ
ル
ト
マ
ン
一
八
六
頁
。

（
問
）
川
島
武
宜
『
所
有
権
法
の
理
論
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）
、
同
『
民
法
I
総
論
・
物
権
』
（
有
斐
閣
、

法
総
則
（
法
律
学
全
集
一
七
）
』
（
有
斐
閥
、
一
九
六
五
年
）
。

（
即
）
川
島
・
理
論
一
七
七
頁
注
二
。
な
お
、
同
・
民
法
I
一
二
六
頁
、
同
・
総
則
一
四
二
頁
参
照
。

（
削
）
勝
本
正
晃
「
債
権
の
所
有
権
的
関
係
」
『
民
法
研
究
第
一
巻
』
四
五
七
｜
五
O
二
頁
（
厳
松
堂
書
店
、
一
九
三
二
年
）
［
初
出
、
一
九

三
二
年
］
、
奥
野
健
一
「
債
権
に
関
す
る
一
考
察
」
法
曹
一
一
巻
十
号
一
ー
ー
一

O
頁
（
一
九
三
三
年
）
、
我
妻
栄
「
権
利
の
上
の
所
有
権
と

い
う
観
念
に
つ
い
て
」
『
民
法
研
究
E
物
権
』
一
六
一
二

l
二
二
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
六
年
）
［
初
出
、
一
九
三
六
年
］
。

（
削
）
平
野
義
太
郎
『
民
法
に
於
け
る
ロ

l
マ
思
想
と
ゲ
ル
マ
ン
思
想
（
増
補
新
版
）
』
九
O
i九
八
頁
（
有
斐
閥
、
一
九
七
O
年
）
［
初
版
、

一
九
二
四
年
］
、
我
妻
前
掲
。

（
問
）
松
本
系
治
「
総
括
的
意
義
に
於
け
る
財
産
」
『
私
法
論
文
集
』
一
八
五
｜
二

O
七
頁
（
厳
松
堂
、
一
九
二
六
年
）
［
初
出
、
一
九
一
一

年
〕
、
石
田
文
次
郎
『
財
産
法
に
お
け
る
動
的
理
論
』
三

O
l六
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
二
八
年
）
〔
初
出
、
一
九
二
八
年
］
（
〔
M
口
〕
以

下
［
近
世
法
に
お
け
る
集
合
物
お
よ
び
財
産
観
念
の
否
定
］
を
引
く
〔
三
六
頁
〕
の
み
）
。

（
印
刷
）
曽
田
厚
「
物
の
抽
象
性
と
有
体
性
（
一
）
（
二
・
完
）
」
法
協
九
一
巻
三
号
四
五
三

l
五
O
九
頁
、
四
号
六
一
四
｜
六
五
一
頁
（
一
九

七
四
年
）
。

（
胤
）
曽
田
・
物
（
一
）
四
七
二
｜
四
七
三
頁
。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
引
用
、
有
体
物
無
体
物
の
対
立
を
現
実
的
対
観
念
的
の
図
式
で
把

握
し
て
い
る
こ
と
、
感
性
主
義
的
把
握
か
空
間
主
義
的
把
握
か
と
い
う
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
着
目
す
る
。

（
邸
）
曽
田
・
物
（
一
）
四
七
三
頁
注
入
。

（
附
）
曽
田
・
物
（
一
）
四
七
七
頁
。

（
閉
山
）
曽
田
・
物
（
一
）
四
八
三
頁
。

（mm
）
曽
田
・
物
（
一
）
四
七
九
｜
四
八
O
頁
注
入
、
四
八
三
頁
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
体
物
上
の
用
益
権
・
質
権
の
例
外
性
・
不
正
確

性
を
前
提
と
す
る
の
は
論
旨
不
徹
底
と
批
判
す
る
。

132 

一
九
二
八
年
］
参
照
。

一
九
六
O
年
）
、
同
「
民



有体物規定に関する基礎的考察E

（
附
）
曽
田
・
物
（
ご
四
八
三
頁
。
物
権
債
権
峻
別
と
有
体
物
制
限
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
民
法
修
正
案
理
白
書
と
の
「
相
似
」
を
指
摘

す
る
。
け
れ
ど
も
、
す
で
に
論
証
し
た
と
お
り
、
同
所
か
ら
は
両
者
の
関
連
は
む
し
ろ
切
断
さ
れ
て
い
る
と
読
む
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
m）
曽
田
・
物
（
二
・
完
）
六
三
O
I六
コ
二
頁
注
一
。
両
者
の
対
比
か
ら
第
二
委
員
会
で
は
集
合
物
排
斥
が
有
体
物
制
限
の
「
主
要
な

目
的
」
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
み
る
。

（
m）
川
村
泰
啓
『
商
品
交
換
法
の
体
系
I

〔
増
補
版
〕
』
三
九
｜
五
八
、
七
二
｜
八
O
頁
（
勤
草
書
房
、
一
九
八
二
年
）
〔
初
版
、
一
九
七

二
年
］
。

（
問
）
と
く
に
物
・
物
権
と
の
関
係
で
は
、
広
中
俊
雄
『
物
権
法
（
現
代
法
律
学
全
集
六
）
〔
第
二
版
〕
』
三
、
一

O
頁
（
青
林
書
院
、
一
九

八
二
年
）
［
初
版
、
一
七
八
九
年
］
［
第
二
版
増
補
、
一
九
八
七
年
（
新
資
料
公
刊
後
）
］
。

（
m）
ド
イ
ツ
と
同
様
、
わ
が
国
で
も
今
日
で
は
物
概
念
に
関
す
る
研
究
は
ご
く
低
調
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
大
村
敦
志
「
物
の
概
念
」
『
新

し
い
日
本
の
民
法
学
へ
（
学
術
と
し
て
の
民
法
E
）
』
二
七
O
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

O
O九
年
）
［
初
出
、
二

O
O
七
年
］
。

（
問
）
鎌
田
薫
「
財

l
総
論
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
一
六
号
七
八
｜
八
一
頁
（
一
九
九
八
年
）
、
大
村
前
掲
。

（
m）
片
山
直
也
「
財
産

l
z
g
お
よ
び
宮
丹
江
田
。
E
O」
北
村
一
郎
編
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
二

O
O年
』
一
七
七

l
二
O
三
頁
（
有
斐

閣
、
二

O
O
六
年
）
お
よ
び
そ
の
引
用
文
献
参
照
。

（
m）
松
岡
久
和
「
債
権
的
価
値
帰
属
権
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
」
龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究
年
報
一
六
号
六
八

l
九
四
頁
（
一
九
八
六

年）。

（
的
）
松
岡
久
和
「
『
価
値
追
跡
」
説
の
展
開
と
限
界
」
龍
谷
大
学
法
学
部
創
設
二
十
周
年
記
念
「
法
と
民
主
主
義
の
現
代
的
課
題
』
一
二
二

一
一
｜
三
五
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
、
同
「
ベ

I
ル
の
『
価
値
追
跡
』
に
つ
い
て
」
龍
法
二
二
巻
二
号
一
ー
ー
六
四
頁
（
一
九
八
九

年
）
、
同
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
追
及
の
法
理
と
特
定
性
｜
違
法
な
金
銭
混
和
事
例
を
中
心
に
｜
」
林
良
平
献
呈
「
現
代
に
お
け
る
物

権
法
と
債
権
法
の
交
錯
』
三
五
七
l
三
九
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
。

（
問
）
古
積
健
三
郎
「
『
流
動
動
産
譲
渡
担
保
』
に
関
す
る
理
論
的
考
察
（
こ
（
二
・
完
）
」
論
叢
一
三
三
巻
二
号
一
六
l
三
八
頁
、
六
号

五一
l
l
七
四
頁
（
一
九
九
三
年
）
。

（
m）
古
積
・
流
動
動
産
譲
渡
担
保
（
一
）
二
三
頁
。

（
問
）
古
積
・
流
動
動
産
譲
渡
担
保
（
二
・
完
）
五
四
頁
。
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（
則
）
池
田
雅
則
「
集
合
財
産
担
保
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
（
一
）
｜
（
八
・
完
）

l
日
独
諸
制
度
の
横
断
的
比
較
1

」
北
法
四
五
巻
四
号

五一
l
l
九
O
頁
、
五
号
九
一
l
l
一
五
二
頁
、
四
六
巻
一
号
七
七

l
一
四
六
頁
、
四
号
一
一
五
｜
一
八
一
頁
、
五
号
一
四
五
｜
一
二
三
頁
、

六
号
八
三
｜
一
三
八
頁
（
一
九
九
四
｜
一
九
九
六
年
）
、
「
物
概
念
の
展
開
へ
の
ド
イ
ツ
法
学
の
影
響
と
そ
の
限
界
1

担
保
目
的
物
を
中
心

に
」
ゲ
ル
ハ
ル
ド
・
リ
l
ス
教
授
退
官
記
念
論
文
集
『
ド
イ
ツ
法
の
継
受
と
現
代
日
本
法
」
二
五
三
｜
二
七
七
頁
（
日
本
評
論
社
、
二

O

O
九
年
）
。

（
問
）
池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
O
二
頁
、
同
・
物
概
念
二
五
四
頁
、
二
七
一
頁
注
一
一
参
照
。

（
問
）
池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
一
一
頁
注
一
八
。

（
胤
）
池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
二
六
一
一
頁
注
一
八
。

（
防
）
池
田
・
物
概
念
二
五
四
頁
、
二
七
一
頁
注
一
一
。

（
附
）
池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
O
一ーー六
O
ニ
頁
、
六
一
一
ー
ー
六
一
二
頁
注
一
九
l
二
二
。

（
町
）
池
田
・
物
概
念
二
五
四
頁
、
二
七
一
注
一
二
、
注
二
二
。

（mm
）
池
田
・
集
合
財
産
担
保
（
一
）
六
O
一
一
頁
、
六
二
二
頁
注
二
七
、
二
八
。
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二
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O
九
年
一

O
月
二
二
日
（
於
・
学
習
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大
学
）
に
開
催
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
民
法
研
究
会
に
お
け
る
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稿
に
加
筆
・

修
正
を
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え
た
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示
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だ
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た
先
生
に
は
記
し
て
感
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申
し
上
げ
た
い
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